










【巻頭言】 東京オリンピックの思い出と期待

副会長 小 嶋 高 良（八戸工業大学）

私の中学１年生時の記憶の中で、いまだに

鮮明な思い出として残っているものに、1964

年東京オリンピックがある。

当時の私は、父の転勤によって八戸市の中

学校から青森市の中学校へ転校してきて間も

ない頃で、友人もまだあまりいなく、部活動

へ入部しようとしたが途中入部の疎外感を感

じていた頃で、また学習面においても前の学

校と教科書が違い進捗度においても違いがあ

り、特に初めて学習する英語においては非常

に戸惑いを感じていた頃であった。そのよう

な時に、東京オリンピックが開催されたので

ある。また、1940年大会の開催返上した日本

がアジア地域で初めて開催したオリンピック

で、第二次世界大戦で敗戦し急速な復活を遂

げている日本が国際社会に復帰するシンボル

的な意義があるものだった。

開会式が行われた10月10日は、中学校も休

校となり、「自宅に帰って、世紀の祭典をテ

レビ観賞しなさい。」とのことであった。私

は、閉会式が行われた10月24日まで、学校か

ら帰ってきてオリンピックのテレビ放映があ

る時間帯には、テレビにかじりつきっ切りで

見たものである。

私はこの歴史的な祭典を私なりの記録に残

したいと思い、毎日新聞に掲載されている記

事・写真の切り抜きとテレビ・ラジオで流れ

るコメントを含むさまざまな情報を記録し始

めたのである。それをスクラップするととも

に、模造紙に張り付け壁新聞的なものを作成

したのである。ところが、その当時の私の部

屋は妹と二人の和室の部屋であった。私は父

親に頼んで、物置部屋を整理して、部屋一面

の壁にそれらを貼り付け、机を運び入れ切り

抜き、壁新聞・スクラップ作りの台とし、大

いにオリンピックを楽しんだものである。

今でも鮮明の残っている思い出の幾つかを

紹介したいと思う。

先ずは、開会式だろう。整然と整列し行進

する日本選手団の姿は、正に日本だ、日本人

だという開催国の国民として誇りに思い、自

慢に感じたものである。そして聖火点火。聖

火台までの階段を力強く駆け上がる坂井義則

最終走者を羨ましく眺めていたものである。

聖火は日本全国を隈なく回った。青森市内を

回った時には道路沿いに国旗を持った国民が

勢揃いの形で声援を送ったものである。実際

に学校単位で動員が掛けられていたと思う。

走者は20人くらいの副の走者を従えたもので

壮観なものであった。

競技から紹介すると、先ずは体操競技であ

ろうか。男子の部では小野喬選手に憧れた秋

田県出身の遠藤幸雄選手が団体金メダルとと

もに個人総合も金メダルを獲得したことが挙

げられる。体操日本である。内村航平選手に

脈々と受け継がれてきたものではないだろう

か。女子の部では「オリンピックの名花」と

讃えられたチェコスロバキア・プラハ出身の

ベラ・チャスラフスカの個人総合金メダルだ

ろう。実に華麗の極みであった。

次はバレーボール競技であろうか。女子金

メダル、男子銅メダルを獲得。特に、女子は

「東洋の魔女」と例えられ、回転レシーブが

冴えわたったプレイの強烈な印象は未だに消

えることはない。鬼の大松監督の指導は凄ま

じいものであったらしい。私はサウスポーア

タッカー宮本選手の大ファンであった。先日

テレビで現在のお姿を拝見した。

さらには柔道競技を上げなければならない

だろう。柔道発祥国日本、軽中重量級金メダ

ルの中、無差別級・神永昭夫選手がオランダ

のアントン・ヘーシンクに敗れたのである。

挙げればいくらでも次々に思い出されて来

る。50年前の記憶がいまだに鮮明なのである。

今、2020年に再び、「東京オリンピック」

開催が決定した。私の人生の中で２回のオリ

ンピックを自国で観戦できるのである。私の

この喜びは計り知れないものであるが、私よ

りも、50年前の私と同年代の青少年少女たち

の皆さんに、私が感動した気持ち、そして未

だに強い鮮烈な記憶として残るような感動を

感じてほしいと願っている。

本年７月下旬に開催されるＩＯＣ総会（ク

アラルンプール）において、野球･ソフトボー

ル競技が北京オリンピック以来の復活の可能

性が出てきた。心から本連盟の仲間とそれを

願わずにはいられなし、その後も継続開催さ

れるよう期待したい。

４
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【事業報告】 平成26年度の事業報告と今後の活動方針

理事長 髙 橋 伸 次（高崎経済大学）

本連盟の主催事業である「文部科学大臣杯第

49回全日本大学ソフトボール選手権大会」は、

岩手県協会のご協力のもと、花巻市・石鳥谷ふ

れあい運動公園で開催されました。

当会場は、東日本大震災復興支援事業として、

昨年一昨年の２回にわたり東日本大学選手権大

会が開催された会場です。広大な面積に８面を

まとめて設営することができ、男女併せて64チ

ームが一堂に会する賑やかな大会となりました。

天候にも恵まれ、全国各地よりたくさんの観戦

者も駆けつけてくれました。同時進行で展開さ

れる男女の試合を楽しんでいただけたのではな

いでしょうか。そのため、審判員・記録員をは

じめ多くの競技役員にはフル稼働してもらうこ

ととなりました。また競技補助員として盛岡大

学、富士大学の学生や地元高校のソフトボール

部員のみなさんにもご協力いただきました。本

大会を支えていただいたすべての関係者のみな

さまに心よりお礼申し上げます。

男子は早稲田大学がみごと３連覇を果たしま

した。２連覇を牽引したエースの卒業で今回は

苦しいのではないかと思われましたが、チーム

バランスの良さは今回も抜きん出ていました。

準優勝には環太平洋大学、第３位は関西大学と

神戸学院大学でした。なお男子では８強のうち

６チームが、また４強のうち３チームが西日本

地区からの代表で占められ、西高東低の様相を

示すこととなりました。

いっぽう女子では関東・東京地区の３チーム

が４強に進出し、男子とは逆に東高西低の様相

の中で東京国際大学がみごと初優勝を飾りまし

た。創部わずか５年目にして日本体育大学や園

田学園女子大学といった名門チームを撃破して

の快挙に衝撃が走りました。準優勝には日本体

育大学、第３位は東京富士大学と園田学園女子

大学でした。

なお、今大会においても内藤一貴学生委員長

（東京学芸大学）を中心とする「インカレPRチ

ーム」による結果速報やFacebookなどによる広

報活動を展開しました。また(公財)日本ソフト

ボール協会による動画配信も行われ、現地に足

を運ぶことができない多くのファンはネットを

通じてインカレを楽しんでいただけたのではな

いかと思います。

今大会の反省点としては、学連と主管協会と

の連絡不徹底により練習会場の手配が十分では

なかったことが挙げられました。64チームが参

加する大きな大会となり試合会場を確保するだ

けでも大変になっている中、さらに練習会場を

準備することは容易ではありませんが、今後も

より一層、全国大会にふさわしい環境づくりを

念頭におきながら準備していきたいと考えてい

ます。来年は三重県志摩市（男子）・伊勢市

（女子）での開催が予定されています。

また今大会の試合風景の中でとくに感じたこ

とですが、ピッチャーがセットに入ってからも

ベンチやコーチャーボックスから不必要と思わ

れる言動等が見られ、投球の妨げになっている

５

ウインドミル№18



のではないかということでした。プレイを混乱

させたり、また球種やコースを伝達するような

言動はフェアプレイ精神に反する行為としてだ

けでなく、ソフトボール愛好者を遠ざけること

にもつながります。2020年東京五輪への復帰の

可能性が大きくなっている今、あらためてフェ

アプレイ（スポーツマンシップ・マナー）につ

いて周知・指導していかなければならないので

はないかと考えています。

共催している東日本・西日本大学選手権大会

は、それぞれ東京都八王子市と山口県宇部市で

開催されました。東日本では日本体育大学が男

女アベック優勝、西日本では環太平洋大学（男

子）と園田学園女子大学（女子）が頂点に立ち

ました。

また後援大会については、大学ソフトボール

界全体の底辺の拡大およびレベルアップの意図

のもとに、関東・北信越・東海・近畿・四国の

５地区で11大会が開催されました。来年度から

は、以前より沖縄県で実施されてきた「チュー

バーリーグ」を新たな後援大会とする予定です。

なお近年、登録チーム数および選手数の減少傾

向が止まらなくなっています。より多くの仲間

が参加しやすい大会運営を工夫していただきた

いと思っています。

国際関係では、大学女子代表チームが、中国

・順徳で開催された「第３回東アジアカップ」

に日本代表として出場しました。オープニング

ゲームの台湾戦こそ落としたものの、それ以降

は硬さもとれ次の韓国そして中国も破って２位

で予選リーグを終えました。台湾との再戦とな

った決勝トーナメントでは上り調子の日本が危

なげなく台湾を退け中国との決勝戦に駒を進め

ましたが、プレイボール直前の豪雨のためノー

ゲームとなり、予選リーグの対戦結果による日

本チームの優勝が決まりました。高温多湿の厳

しい気候条件の中、また食事の衛生管理にも神

経を使わなければならない大会でしたが、チー

ムスタッフによるきめ細かい生活指導のおかげ

でコンディションを落とす選手が誰ひとり出な

かったことが最大の勝因であったと思います。

来年度より、日本協会は五輪復帰をにらんだ

強化策の一環としてU23カテゴリーを新設しま

す。これまで、東アジアカップは大学カテゴリ

ー強化のコンテンツとして組み込まれていまし

たが、これからは実業団・クラブの選手もその

対象になっていくことになります。そのため、

今後よりいっそう日本協会強化本部との連携を

高めていくことが必要になりますし、また実業

団・クラブとの連携をこれからどう図っていく

のかも重要な課題になっていきます。

最後になりましたが、本連盟の主催・共催・

後援大会の開催にあたりご尽力賜りました(公

財)日本ソフトボール協会、また各地の主管協

会をはじめ多くの関係者に厚くお礼申し上げま

す。来る平成27年度の事業においても、今年度

の反省を踏まえて、大学連盟はもとより日本ソ

フトボール界全体の発展のために全力で取り組

む所存であります。今後とも、関係者の皆さま

の絶大なるご支援・ご協力を衷心よりお願い申

し上げます。

６
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【特集１】 2014全日本大学男子代表チームニュージーランド遠征

●日程：2014年２月９日(日)～21日(金）

９日 成田空港→オークランドへ

10日 オークランド→クライストチャーチ

11日 練習・親善試合

12日 練習・親善試合

13～15日 NFC2014 Pool Playに参加

16日 NFC2014 Playoff ７～８位決定戦

17日 クライストチャーチ近郊観察

18日 オークランドへ、市内観光 ホームステイ

19日 Roosters VS Ranmbers試合観戦

20日 市内自由行動

21日 オークランド→成田空港

●派遣選手

№ 守 備 氏 名 所 属 UN 学年

１ 投 手 佐野 浩平 同志社大学 11 ２

２ 投 手 大嶋 翼 早稲田大学 19 ２

３ 投 手 尾矢 祥嗣 中京学院大学 16 ３

４ 投 手 永野 塁 神戸学院大学 15 ２

５ 投 手 楠岡 侑也 神戸学院大学 21 ２

６ 捕 手 西里 博樹 中京学院大学 ２ ２

７ 捕 手 森 大祐 神戸学院大学 25 １

８ 二塁手 横山 嵩洋 日本体育大学 ４ ３

９ 二塁手 中原 滉生 同志社大学 ５ ３

10 二塁手 溝口 聖 早稲田大学 １ ２

11 一塁手 杉山 貴久 立命館大学 ６ ３

12 三塁手 二宮 正地 福岡大学 ８ ３

13 遊撃手 西森 圭祐 国士舘大学 ７ ３

14 遊撃手 吉田 亨平 早稲田大学 10 ３

15 外野手 湯浅 拓人 日本体育大学 14 ２

16 外野手 平岩 裕基 中京大学 22 ３

17 外野手 大柿 廣明 関西大学 ３ ２

18 外野手 谷本 卓哉 日本体育大学 ９ ２

●スタッフ

団 長：中野 元（熊本学園大学）

監 督：高橋 流星（日本体育大学）

コ ー チ：吉田 智行（神戸学院大学）

コーチ総務：吉末 和也（関西大学）

●練習試合

・２月11日

Papanui １１２０２１３：10
Japan ０１０２１２１：７

[J]●楠岡、永野、佐野、尾矢、湯浅－森

(本)谷本

【戦評】

日本の先発は楠岡(神戸学院)。先頭打者を平凡

なレフトフライに抑えるも西森(国士舘)が落球。

いきなりランナーの出塁を許してしまった。その

後、送りバント、三振を奪い、２アウトにしたが、

５番打者に痛烈なセンター前ヒットを打たれ、簡

単に先制された。２回もサード：二宮(福岡大)の

ミス、ファースト：杉山(立命館)のミスで失点。

３回表、永野(神戸学院)が先頭を四球で出塁させ、

ライト：谷本(日体大)が捕球ミス。２点を追加さ

れた。

日本の攻撃は、２回裏、谷本(日体大)が出塁し、

杉山(立命館)のレフト前タイムリーヒットで１点

返し、４回からは毎回得点をするものの、肝心な

守りの乱れが多くあり、６失策、四死球５の内容

で、自分たちのミスで敗北した形となった。

・２月12日

Japan １ ：
Papanui ：

１回の表攻撃中に、雨が降り出し雨天中止

●National Fastpitch Championship2014

本大会はNZ各州の代表チームが優勝を争う大会

で州の代表７チームと大学JAPANの８チームで総

当たりの試合が行われた。順位は予選リーグ４位

以上のチームによるページシステムで１～３位を、

その４位と予選５・６位チームによるプレイオフ

で４～６位を、予選７・８位のプレイオフで最終

順位の７・８位を決定する。（註：以下の報告は

高橋流星監督による。）

◆２／13（大会第１日）予選リーグ第１試合

ＪＡＰＡＮ ００１１００２：４
Southern Priden ００００１０２：３

[Ｊ]○楠岡、永野－森 (三)吉田 (二)平岩、杉山

【戦評】 日本の初戦は、Southern Pride。南島
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の代表チームである。日本は、楠岡(神戸学院)を

先発に起用。０－０で迎えた３回表、日本はこの

回先頭の８番センター：平岩(中京)がレフト前に

落ちるツーベースヒットを放ち出塁すると、９番

ファースト：杉山(立命館)が犠打で送り、１番ラ

イト：溝口のセカンド内安打で先制。試合の主導

権を握ると、４回表にも、追加点。

先発の楠岡(神戸学院)は、５回を１HR、２安打

に抑え、安定したピッチングを見せた。

７回表の攻撃は、ツーアウトから平岩(中京)、

杉山(立命館)、溝口(早稲田)の３連打で２点を追

加した。

６回から継投した永野(神戸学院)は、７回裏ツ

ーアウトから四球とサードのエラーが重なり、レ

フト前に２点タイムリーヒットを打たれるものの、

打った打者を二塁でアウトにしゲームセット。初

戦を白星で飾った。

◆２／13（大会第１日）予選リーグ第２試合

ＪＡＰＡＮ ０００１０００：１
North Harbour ０５００００ｘ：７

[Ｊ]●湯浅、佐野、尾矢石－森

【戦評】先発の湯浅(日体大)は２回につかまり、

連続ヒットとサードの２度にわたるエラー、四死

球３が重なり一挙に５失点。日本のミスから試合

の主導権を奪われた。４回表日本が反撃を開始す

るが、ノーアウト満塁から１得点しかできず試合

最大のチャンスを生かすことができなかった。相

手もJrNZ代表選手であり、６回からは、留学して

いる松田光選手(平林金属)がクローザーとして登

板。２イニングで５三振を奪われ、格の違いを見

せつけられた。１勝１敗で一日目を終えた。

◆２／14（大会第２日）予選リーグ第３試合

ＪＡＰＡＮ ００００００２：２
Wellington ００２０００1x：３

[Ｊ]●永野・佐野、湯浅－森 (二)二宮

【戦評】２日目の第１戦目は、外野フェンスのな

い会場でWellingtonと対戦。NZ代表選手も多数在

籍するチームである。日本の先発は、永野(神戸学

院)。Wellingtonの１番打者(NZ代表)に確実とも思

えるHRを打たれるも、極端なシフトをとっていた

ため(定位置よりも20m以上後方)、ライトフライに

抑えた。外野フェンスのない利点をうまく使った

アウトのとりかたであった。

３回裏、１アウトからレフト前ヒットで出塁さ

れるとすかさず盗塁で二塁へ。またもや三塁へ盗

塁された際に捕手が悪送球。ミスで失点してしま

った。また、１番、３番のヒットで失点しこの回

２失点。

しかし、７回の表、日本の攻撃は、この回先頭

の二宮(福岡大)がライト前にポテンヒットで一挙

に二塁へ、杉山(立命館)の送りバント後、平岩(中

京)のショートゴロがイレギュラーし幸運にも得点、

続く中原(同志社)もセンター前ヒットを放ち同点

に追いついた。しかし７回表、この回から登板し

た湯浅がツーアウトまでとるが、２番：テーラー

・ビショップ(NZ代表)にレフト前に打たれ、サヨ

ナラで敗れた。

◆２／14（大会第２日）予選リーグ第４試合

ＪＡＰＡＮ ０００００１０：１
Canterbury ０１２００１ｘ：４

[Ｊ]●楠岡、湯浅－森 (本)溝口

【戦評】

第４戦目は優勝候補のCanterbury。日本の先発

は、初戦に好投した楠岡(神戸学院)を起用した。

２回の裏先頭を四球で歩かすと、８番打者にライ

ト前ヒットを放たれ先制された。３回裏には３連

続ヒットと犠牲フライで２失点。

６回表、１番ライト：溝口(早稲田)が右中間を

大きく破るランニングホームラン(フェンスなし)

で得点するも、相手左投手に散発５安打13三振に

抑え込まれ、敗北した。

◆２／14（大会第２日）予選リーグ第５試合

Auckland ０１００２００：３
ＪＡＰＡＮ ０１１００００：２

[Ｊ]●楠岡－森

【戦評】

この日の３試合目は、Auckland。このチームも

NZ代表選手が多く在籍し、優勝候補である。疲労

困憊で迎えた試合は、幸いにもフェンスのないグ

ラウンドで行われた。日本チームは、頭を使い相

手打者の特性や打球方向を計算し、極端なシフト

をとる体制で試合に臨んだ。

12
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連投の楠岡(神戸学院)は、２回表、２連続ヒッ

トから９番打者にタイムリーヒットを打たれ１点

を奪われた。一方日本は２回裏、杉山(立命館)、

中原(同志社)の連続ヒットでチャンスを作ると、

ツーアウトから森(神戸学院)がライト前ヒットを

放ち、同点に追いついた。なおも３回裏、１番ラ

イト：溝口(早稲田)から横山(日体)、吉田(早稲

田)の３連続ヒットで逆転に成功。

しかし５回、相手打線につかまり、１番：ベン

・エノカー(NZ代表)のタイムリーで同点、続く、

２番：ネイサン・ヌクヌク(NZ代表)のセンターへ

の打球を平岩(中京大)が落球し、逆転。その後、

一塁、三塁となり相手チームがダブルスチールを

仕掛けてきたが、堅実なプレイで、一塁走者を二

塁でアウトにし、三塁走者もホームでアウトにす

るスーパープレイでピンチを潜り抜けた。

５回からは、ヘンリー・シャノン(NZ代表)が登

板し、日本の打線は、14奪三振に抑え込まれ、勝

利することはできなかった。

◆２／15（大会第３日）予選リーグ第６試合

ＪＡＰＡＮ ００１００００：１
Counties MWaikato １０１００１ｘ：３

[Ｊ]●永野－森 (二)吉田、谷本

【戦評】大会３日目。疲労困憊で迎えた予選リー

グ第６戦目は、Counties M/Waikatoと対戦。試合

前にNZ伝統の「ハッカ」を見せつけられ、選手た

ちはその気迫により一層緊張感が高まった。

１回裏、先発の永野(神戸学院)は、ツーアウト

をとるものの、３番：ヘビアン・マケアにセンタ

ー前に打たれ、すぐさまDRが盗塁。４番にセンタ

ー前タイムリーヒットを打たれあっさりと失点し

てしまった。この試合も相手を追う展開となった。

３回表、日本の攻撃は、７番：谷本(日体)の三

塁線を破るツーベースヒットでチャンスを作ると、

１番：溝口(早稲田)がセンター前タイムリーで同

点に追いついた。

しかし、３回裏にツーアウトまでとるが、ファ

ースト：杉山(立命館)のミスからピンチを招くと、

３番：ヘビアン・マケアに再びレフト前タイムー

を打たれ、尚且つ、レフト：西森がホームへ暴投。

ミスの連続で失点をした。６回裏にも一塁、三塁

のピンチからダブルスチールを防ぐことができず、

相手の思うように失点を許してしまった。

日本の打線は、散発４安打に抑え込まれ、13三

振を奪われて、ホームが遠く得点をすることがで

きなかった。

◆２／15（大会第３日）予選リーグ第７試合

ＪＡＰＡＮ ０００００２０：２
Hutt Valley ３０１０００ｘ：４

[Ｊ]●楠岡、佐野、尾矢－森

【戦評】１回裏に四球とエラー、野選などから３

失点、３回にもタイムリーで、４点を追う形とな

った。

６回表、森(神戸学院)がセーフティーバントで

出塁し、二死後、一塁走者・森の変わりにDR：大

柿(関西)が二盗を試み、相手守備の乱れを誘って

三進すると、ワイルドピッチの間に生還。まずは

１点を返すと、四球と敵失で一死一・二塁のチャ

ンスを迎えると平岩（中京）がタイムリーを放ち、

２－４に。

しかし、その後、追加点を奪うことが出来ず・

・・・・日本は通算１勝６敗で予選リーグを終え、

７位決定戦に臨まなければならなくなった。

◆２／16（大会第４日）７位～８位決定戦

Southern Pride ００００１０１：２
ＪＡＰＡＮ ３２００００ｘ：５

[Ｊ]○永野、佐野、尾矢、楠岡－森 (二)吉田

【戦評】後攻の日本は初回、１番：溝口(早稲田)

が四球を選ぶと横山(日体)がセーフティーバント

で続き、敵失で２点を先制すると、湯浅(日体)が

タイムリーを放ち、３－０とリードを奪う。続く

２回裏、四球で出塁した中原(同志社)が二盗を成

功させ、ゴロの間に三進すると、ワイルドピッチ

ので１得点。さらに、二死一塁から吉田(早稲田)

がタイムリーツーベースを放ち、５－０と大きく

リードを広げた。守っては先発の永野(神戸学院)

が６回を１失点で抑え、日本は５－２で７位決定

戦に勝利。今大会を７位という成績で終えた。
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第 ６ 回 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 遠 征

団長 中野 元（副会長・熊本学園大学）

2014年２月９日から21日まで、全日本大学男子

選抜チームはニュージーランドに遠征しました。

最初はクライストチャーチでNFC TOURNAMENTに参

加し、その後オークランドに移動しホームスティ

（国際的文化体験・交流活動）を行いました。ま

ず、この貴重なプロジェクトに支援していただい

た日本ソフトボール協会に感謝いたしたいと思い

ます。同時に、スタッフや選手の派遣などに快諾

しご協力いただいた大学関係者の皆様にも、心か

らお礼を申し上げます。学生たちは、この海外遠

征で、多くのことを学び貴重な経験を積むことが

できた、と確信しています。

ただ今回は、ニュージーランドのこの大会に入

る以前に、さまざまなトラブルに見舞われました。

まず、参加予定選手にけがや病気が発生したこと、

出発当日には大雪のため飛行機の出発に大混乱が

生じたこと、翌日に出発する私の航空便が欠航に

なり２日遅れての別ルート便になったことなどで

した。万全とはほど遠い状態のまま、大会に入る

ことになりました。さらに、ホテルでの朝晩の食

事をスタッフ・選手で協力し合いながら準備した

ことなど貴重な海外体験もすることができました。

そうした中で、大会期間中、病人やけが人を出す

ことなく無事日程を消化することができました。

結果は７位ではありましたが、全員かけがえのな

い体験ができたものと実感しています。高橋監督

をはじめ吉田コーチの昼夜を分かたぬ奮闘と、さ

らに選手たちのいろんな事態に対する協力があっ

たればこその結果と、改めて思い巡らせています。

オークランドに移動してからは、予定していた親

善試合が現地のリーグ戦の都合で中止になりまし

た。ただ、吉末さんの配慮もあり、学生のホーム

スティについては順調に進めることができました。

２日間の実施後、ホームスティ先の各家庭からは

予想以上の好評も得ることができました。学生た

ちのニュージーランドでの家庭生活や文化を積極

的に吸収しようする態度・姿勢が、好感を持たれ

たように思います。遠征期間が長くなり学生たち

の振る舞いやたくましくなった姿を見るにつけ、

この遠征を実施してよかったと実感しました。

最後に課題として、今後の体制のあり方の再検

討と２年後のニュージーランド選抜チーム（日本

の大学生にほぼ相当する年齢構成チーム）の来日

・試合方式の検討、この２点をあげたいと思いま

す。前者については、別に改めて検討をお願いし

ます。特に後者については、ニュージーランド協

会は好意的でした。今後、さらに具体的に詰めて

ほしいと思います。特に、この企画は大学連盟50

周年記念事業の取り組みの一環として十分に意義

があります。国際的な交流事業の新たな一歩とし

て、検討をお願いする次第です。

N Z 遠 征 を 振 り 返 っ て

監督 髙橋 流星(日本体育大学)

今回、ＮＺ遠征に初めて監督として参加させて

いただき、全日本大学ソフトボール連盟をはじめ、

この企画を準備していただきました先生方、関係

者の方々、そして、我々大学チームを大会に参加

させていただきましたＮＺソフトボール協会の皆

様、カンタベリーソフトボール協会の皆様、通訳

をしていただきましたカーティスさんに心より感

謝申し上げます。
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大会結果は、力及ばす８チーム中７位でした。

ＮＺの選手のパワフルなスイングとハイスピード、

かつキレ味鋭いボールとコントロールは、大学男

子日本代表を苦しめました。また、私が以前実感

してきたソフトボールスタイルも異なってきてお

り、パワーとスピードだけでなく、堅実な守備や

送りバント、果敢な走塁やエンドランなどＮＺの

ソフトボールスタイルも変わってきており、本来

日本がしなければならない緻密かつ正確な攻撃や

守備を行うようになってきていました。

僅差の試合は何試合かありましたが、内容的に

は８試合で96三振(１試合平均12三振)も奪われ、

出塁することさえできない選手も多くいました。

そういった中でなんとか試合に勝つために、方法

を見出すことをチーム全員で考えましたが、実行

することは非常に困難でした。

この経験は、学生たちにとっても、我々スタッ

フにとっても非常に良い経験となりました。相手

選手の情報収集および大会運営の仕方、強化体制、

あるいは大学生達のソフトボール競技に対する取

り組み意識や現状等を把握出来た事は非常に良か

ったと思います。今後の課題として、強化合宿や

現地での練習時間も少ない中、選手個々の能力把

握と相手選手の特徴や能力などを瞬時に把握し、

その情報源を基に短期間で力を1 0 0％発揮する能

力と発揮させる能力が必要不可欠であると同時に、

チーム全体での方向性や試合プランを意思統一し

なければ、試合に勝つことは困難だと感じました。

また、今後それらの能力を身に着けなければなら

ないと感じました。

今回の遠征でも、カーティスさんが通訳やホー

ムステイの準備などを手配していただき、学生た

ちにとっては、かけがえのない体験になったと思

います。心より感謝申し上げます。

最後に、今後もこのような企画を行って頂きた

いと心より願っておりますが、海外で学ぶべき事

よりも、最低限、日本で行わなければならないこ

と、学んでおくべきことがあると確信しました。

今回、学び得た事を今後の人生に生かしていきた

いと思っております。本当に有り難うございまし

た。

２０１４全日本大学男子代表ＮＺ遠征を終えて

コーチ 吉田 智行(神戸学院大学)

まずはじめに、６度目となりました今回の全日

本大学選抜ＮＺ遠征におかれまして、いろいろな

準備やご支援をいただきました高橋伸次理事長を

はじめ、連盟の皆様、関係者の皆様に深く御礼申

し上げます。世界一のＮＺと日本の大学生が交流

できる機会は大変貴重なことであると感じており

ますので、今後もこの遠征が更に発展し継続して

行われることを大いに期待しております。

今回、私はコーチとして帯同させていただきま

した。第２回のＮＺ遠征に選手として参加させて

いただき、今回12年ぶりに立場を変えて参加させ

ていただけるということで大変感慨深い思いがあ

りました。私自身も学生時代のＮＺ遠征での経験

がその後の人生に大きく影響しており、今回遠征

に参加する学生にもそのような経験をしてもらい

たいと思っておりました。ソフトボールのみなら

ず、国際交流や他大学の選手と共に生活すること

は本当に良い経験となったはずです。

更には、今回チームの監督として帯同された日

本体育大学の高橋流星監督は国際経験も豊富であ

り日本代表としての心得や学生スポーツのあり方

等を選手に熱く伝えていただき、選手のみならず

我々指導者にとっても大変貴重な経験をすること

ができたと思います。

２月９日の出発当日は前日からの降雪の影響で

交通機関が乱れ大幅に遅延するというアクシデン
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トがありましたが、ＮＺに入ってからは大きなト

ラブルやアクシデントもなく全員が無事に帰国す

ることができました。今回、団長として帯同して

いただきました中野元先生、コーチ兼総務の吉末

和也先生、通訳のカーティスさんが現地でいろい

ろな役割を担っていただけたことが本当に大きか

ったと思いますので、素晴らしいスタッフの方々

といっしょに遠征できたことも個人的には感謝の

気持ちでいっぱいであります。

このＮＺ遠征を経験した選手達は、ほとんどの

メンバーが各大学の主将や主力選手です。遠征で

様々な経験をし、刺激を受け視野も広まったので

はないかと感じています。大切なことはこの経験

を今後の人生にどう生かせるかであると思うので、

各大学に良い変化が生まれることを大いに期待し

ています。近年、マナーの悪さや服装の乱れ等が

叫ばれていますので、今後の大学男子ソフトボー

ルの発展のためにも私自身も更に視野を広めて全

力で力を注ぎたいと考えております。

ア オ テ ア ロ ア に 魅 か れ て 24 年

コーチ兼総務 吉末 和也（関西大学）

アオテアロア(Aotearoa)とは、ニュージーラン

ド（以下「ＮＺ」という。）のマオリ語名でＮＺ

のことを指します。アオテアロアは、「白く長い

雲のたなびく地」という意味があります。ＮＺの

美しい雲が球場や山々と重なる表情を見た瞬間に、

この国に戻ったことが実感できます。

24年前、私が学生時代に全日本大学ソフトボー

ル連盟の一谷会長と出会い、「海外でソフトボー

ルがしたいならＮＺに行ってみてはどうか？」と

ご紹介して頂いたことがきっかけで、ＮＺに短期

留学し、その縁で大学を卒業して２年後に一谷会

長の下でオセアニア地域との国際交流事業に携わ

ることになりました。そこからＮＺ女子クラブチ

ームの受け入れ、関西学生女子選抜チームのＮＺ

遠征、関西大学単独チームのＮＺ遠征、そして、

大学男子学生に国際試合と国際交流の機会を提供

しようということでこのＮＺ遠征企画がスタート

し、今回で６回目を迎えました。

現地協会との交渉、旅行会社との交渉、オリエ

ンテーションの実施、遠征中の総務業務など、毎

回心がめげそうになることもありますが、「ソフ

トボールというスポーツに出会い、ソフトボール

を通じて学び、ソフトボールを通して良き出会い

があり、今の自分がある。」ことを考えると、私

には、ソフトボールを通じて人を育み、ソフトボ

ールの発展に少しでもお役に立てるように努める

使命があると思うのです。この海外遠征も学生に

は、日常生活では体験できない機会を提供し、そ

こでの経験が自分の視野を広め、何かを変えるき

っかけになって欲しいと期待しています。

この大学連盟のＮＺ遠征を初回から橋渡しして

くれたＮＺソフトボール協会の故Lester Baldwin

さんが私に掛けてくれた言葉があります。「Kaz

zy（私のニックネーム）！試合に負けてもナーバ

スになるなよ！少しずつチェンジしていく積み重

ねが大切なんだよ。君もＮＺに来ている以上、ま

ずは、君がエンジョイしないと！」今回の遠征で

も色んなことがありましたが、Lesterさんの教え

を貫くことで遠征の目的を達成するプロセスをコ

ーディネイトできたのではないかと思います。

中野団長、高橋監督、吉田コーチには何かとご

負担をおかけしてしまいましたが、今回の反省も

踏まえて、カタチを変えてＮＺとの交流を末永く

続けていけたら嬉しいです。

全日本大学ソフトボール連盟の加盟大学の皆様、

連盟役員の皆様、そして、この遠征を現地で支え

てくれたKurtis Tomkinsさん、学生を受け入れて

くれたホストファミリーの皆様、ＮＺソフトボー
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ル協会の皆様をはじめ、この遠征で我々をサポー

トして頂いたすべての方に心から感謝申し上げま

す。

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 遠 征 に 参 加 し て

大学日本代表主将 吉田 享平(早稲田大学)

12日間のニュージーランド遠征を通じて、日本

のソフトボールは「正確性」と「再現性」という

日本の特性を生かせば世界に十分通用するという

ことを学びました。私は今回の遠征が初めての外

国人との対戦でした。最初の練習試合では相手選

手の体格の大きさや、日本とは異なったストライ

クゾーンなどに戸惑いました。しかし試合を進め

ていくにつれ、どこでやっても同じソフトボール

であり、自分たちが培ってきた技術は通用すると

体感しました。N F Cトーナメントでは２勝６敗で

７位という結果で大きく負け越してしまいました

が、大会を通じて体格で劣る日本チームだからこ

そ「個」ではなくチームで戦うことの重要性を感

じました。

また、ソフトボール以外にも観光やホームステ

イなどで異文化に触れとてもいい経験になりまし

た。日本にいた時のように不自由なく生活できる

わけではなく、その中で生活したことは人間力向

上に繋がったと思います。

今回の遠征に参加した選手17名、スタッフを含

めた21名はこの経験を生かして各大学に還元して

くれると思います。私は今回のチームのキャプテ

ンとして、少しでも大学ソフトボール界に良い影

響を与えられるように努めてまいりました。自分

たちが卒業してから、「ソフトボールをやってい

ました。」と胸を張って誇りを持って言えるよう

に、大学ソフトボールという社会的地位も得られ

ていない競技を成長させられるように努力してい

きたいと思います。17名の選手たちが代表に選ば

れた自覚を持って、今後大学ソフトボール界を牽

引してくれると思います。

最後に、遠征を企画、マネジメントしてくださ

ったスタッフの皆さま、添乗員としてＮＺのソフ

トボール、文化を教えてくれたKurtis、楽しい時

間を過ごしてくれたホストファミリーの皆さま、

資金的援助などをしてくださった各選手の家族な

ど、多くの人々に支えられてこの遠征は成立でき

ました。最高の時間を作っていただき本当にあり

がとうございました。

大学日本代表副主将 横山 嵩洋(日本体育大学)

私は、ニュージーランド遠征を通じて、多くの

ことを学びました。その中でも、一番鍛えられた

部分といえば、やはり忍耐力だと思います。日本

と違い様々な部分が多く違います。食事や、試合

の流れ等です。日本食に慣れている私は、ニュー

ジーランドの食事が合っていませんでした。試合

の流れであっても試合前にグランドの整備をしな

い、集合の挨拶無く試合が始まるという日本とは

違う試合の始まり方でした。また、英語がはっき

りと話せない私にとっては、我慢をしなければな

らない13日間でした。文句が沢山ありましたが、

みんなと条件は一緒なので、口に出してはいけな

いと自問自答しました。こういった気持ちが、少

なからずとも試合の内容や結果に繋がると思いま

す。

ニュージーランドのソフトボールは、やはりレ

ベルが高いと改めて感じました。ピッチャーは球

が速く、常時1 1 5キロは出ており、ライズやドロ

ップのキレも日本のピッチャーに比べると凄かっ

たです。バッティングにおいても日本のピッチャ

ーの変化球に対応していました。しかし、守備に

おいては日本の方がレベルが高いと思いました。

世界大会で日本が、世界のチームに勝つには、緻

密なプレーが絶対条件だと感じました。バッティ

ング面では、私達のチームは相手チームのピッチ

ャーに対応できておらず、三振が多くて打線に繋
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がりがありませんでした。打線の繋がりをよくす

るためには、まずは早めの対応、そしてバントや

セフティー、スラップなどの相手が嫌がることを

しなければならないと思いました。守備面では、

エラー１つで得点に繋がってしまうので、まずは

確実にアウトを取ることが大切です。ピッチャー

はコースがとても広いので、そのコースにきっち

りとボールを投げることです。力で勝負しても世

界には絶対に通用しないので、コントロールや緩

急で勝負をすることが大切です。試合の全てにお

いて世界の大会で、良いプレーをするには日頃の

緊張感ある練習をしなければならないと感じまし

た。

ホームステイ先では、日本人に優しく接して頂

いてもらい、とても生活しやすかったです。ここ

でも文化の違いを感じました。よい社会勉強にな

りました。今後も日本人が、好かれるためにも海

外の文化を早く知りその生活に対応する必要があ

ります。また、感謝の気持ちを常に忘れることな

く謙虚に生活することも大切です。

大学日本代表副主将 西森 圭祐(国士舘大学)

今回の遠征で、普段体験できない貴重な経験を

することができました。それもこれも、このよう

な機会を与えてくださったソフトボール協会、学

校、スタッフ、旅行会社の方々にまず、感謝いた

します。

ニュージーランド出発前日に大雪が降り、当日

は公共機関の乱れや出発時間が大幅に遅れるなど

出だしから海外遠征の厳しさを痛感することとな

りました。ニュージーランドに到着してからも、

予定の時刻より遅れたため、観光することや試合

会場の視察ができないまま終わってしまったのは

非常に残念でした。また、自分たちが宿泊するホ

テル周辺の状況がいまいち把握することができず、

どこになにがあるのかわかりませんでした。チー

ムマネジメントの吉末さんの到着が遅れ、朝・夜

の調理など不安な点が多くありましたが、高橋監

督、吉田コーチの賢明な活動により負担を感じる

ことなく試合に臨むことができました。

N F Cトーナメントに参加して、ニュージーラン

ドのソフトボールのレベルを知ることができ世界

一に輝いた投手や打者との対戦・観戦が自分を大

きく成長させる糧となり、また、自分のこれまで

の取り組みや考え方は甘く、世界では全く通じな

いということもわかり悔しい気持ちもある反面、

今一度ソフトボールという競技と向かい合ってこ

れからどうしていけばよいのか見つめ直すきっか

けにもなりました。

大学日本代表チームとして、チームワークとし

ては抜群のものがありました。初対面の人が多い

中でも、ソフトボールが本当に好きな人たちが集

まっているだけに仲良くなりやすかったです。し

かし、プレイでいえばもう少し練習の時間が必要

なように思えます。世界選手権でないため勝ち負

けどうのこうのというものではないですが、プレ

イヤーとして試合に出場する以上、勝敗・１点に

こだわってやりたいという気持ちがあります。そ

れを考えれば、急造チームだからこそもう少し練

習したい気持ちがありました。試合を重ねるごと

にチームらしくなっていったからこそ心残りがあ

ります。

最後にこのニュージーランド遠征で得た経験を

自分のチームに持ち帰り、大学ソフトボール界を

更に盛り上げられる存在にしたいと思います。

投手 永野 塁(神戸学院大学)

自分の人生において最高の遠征になりました。

最初は即席チーム、初海外、ホームステイと不安

要素しかありませんでした。しかし、同じ場所で

共同生活していくことですぐに打ち解けあうこと

が出来たのではないかと思います。N F Cトーナメ

ントの結果は７位といい成績を残すことはできま

せんでしたが、海外の選手相手に劣らない力で戦

えたとおもいます。スピードで勝負をしても打た

れるのは分かっていたので、緩急とコントロール

を徹底して投球しました。野手の皆さんにも助け

てもらえたのもあり、自分の力を十分に発揮する

ことが出来ました。今回の遠征でチェンジアップ

の精度などの日本へ帰っての課題や試したいこと

も多々見つかったのでいい収穫があったと思いま

す。
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N F Cトーナメントには日本を代表するピッチャ

ーでもある松田選手も参加していて、体格のいい

海外選手相手への投球を目の前で体感して改めて

尊敬しましたし、お会いできたことも貴重な体験

でした。

大会以外ではホームステイが思い出に残ってい

ます。言葉が通じない自分に対して温かく接して

くれて、一緒に過ごした時間はとても短かったけ

れど本当の家族のような気持になりました。ホス

トファミリーと会話が全然できなかったのはとて

も残念でした。会話ができていればさらに楽しい

ホームステイに間違いなくなっていたでしょう。

22時には寝始めたり、お風呂に入るのが朝だった

りと日本との文化の違いには驚きました。ホーム

ステイの経験なんてこの遠征に参加していなけれ

ば二度となかったかもしれません。いくつになっ

ても忘れることはないと思います。

ＮＺ遠征に参加したメンバーにしかできない体

験、また参加していなければ一生味わえなかった

体験をたくさんさせてもらいました。自分のチー

ムに戻ってみんなに伝えたいし、何か変わったな、

成長したな感じてもらいたいです。そして、刺激

を与え、よりよいチームへと変化させられる選手

になりたいと思います。最高のチームメイト、ス

タッフ、携わっていただいた方への感謝を忘れる

ことなく、選手としても人間的にも成長していき

たいと思います。

投手 佐野 浩平(同志社大学)

遠征を終えて。今回は遠征の始めから流星さん
す ば る

が仰っていた「全員が同じ方向を向く」というこ

とをとても意識した遠征でした。初めの練習中の

ノックにおいて、私がバックホームの送球をミス

したときに、「日本代表」と言われた時は、鳥肌

が立ったと共に、自分への劣等感と言いますか、

無力感と言いますか、いろいろなものが頭の中、

体中を駆け巡りました。

私の中で"一体感"というものはとてつもなく厄

介なものです。一回気づかれると、今度は他のも

のを受け入れなくなる。そんな風に"一体感"とい

うものを自分の中で解釈していたからです。"一体

感"を今までたかが20年間ですが生きてきて、感じ

た瞬間と言えば、部活の紅白戦或いは今回の遠征、

小学生の時の運動会など、誰かを応援したり、自

分がされたりするときであった。接戦になったと

き、死に物狂いで選手を応援したり、インカレな

ど大舞台をチームメイト全員と戦い抜きいい成績

を残しフィニッシュできたとき。これに関しては

両親やいろいろなかかわりのある方が応援に来て

くれていたのならば、それもまた大きな"一体感"

を得ることができる。後は、誰かを支援している

瞬間。相手が弱い人でも強い人でも。誰かの為に、

というのはすごい得るものがある。そして頑張っ

たことを皆で伝え合う瞬間。このように人生にお

いては、多くの瞬間で"一体感"が生まれているの

だなと感じました。その裏側には、多大な練習が

あり、支援があり、応援があり。感謝するにはし

きれないものです。そして一瞬一瞬にその成果を

発揮できるようにしたり、見せたり、戦ったりと

様々な思いとなり、"一体感"が生まれているよう

に感じました。その場しのぎで、当日だけ。とい

うのでは絶対に"一体感"は生まれない。その前に

準備をしていたからこそ、自分がどこに集中し、

何を全うすればいいのかが分かる。失敗したこと

があったとしても、成長を見せようと当日に精一

杯のプレイを見せることができる。応援してくれ

る人々がいるからこそ、最大限の力を発揮できる。

ライバルがいるから「絶対負けない」と底力を出

せる。頑張る人を見て「俺だって」と自分自身を

奮い立たせ頑張ることができる。当日だからこそ

できることもあるだろうけど、発揮する場があり、

それまでにいかに準備をするかというほうがかな

り重要である。

在学中の大学では、とてもなぁなぁで怠慢な部

活動をしていると感じる。上で書いたように、当

日のその場しのぎでやってきたように感じる。だ

から、今回の遠征の初日の練習ではまったく体が

動かなくて、とても焦ったし、自分自身に「大丈

夫なのか？」と心の中で問いかけてしまうほどで

した。小中高となぁなぁではありませんが、緩い

環境の中でソフトボールをやってきました。環境

のせいにするのはよくないと思います。気づくの
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が遅いとも思います。今からじゃどうにも遅いの

では？という人もいると思います。同志社は変わ

らないだろう。と思う人もいると思います。です

が、逆に、まだ遅くない。同志社ならできる。と

言ってくれる方々もいるでしょう。そんな支援、

応援をしてくれる人々と共に、"一体感"を共有し

つつ自分なりにこれから変わって行くし、周りも

巻き込み、変えて行く。こんなことを感じた今回

のNZ遠征でした。

このたびは本当にありがとうございました。か

けがえのないものになりました。

投手 大嶋 翼(早稲田大学)

私は、この大学日本代表ニュージーランド遠征

および、N F Cに参加させていただきましたが、ま

ずはこの遠征に携わっていただいた、中野団長を

はじめ高橋監督、吉田コーチ、吉末コーチ、カー

ティスさん、その他大学ソフトボール連盟の方々

に感謝の気持ちを伝えたいと思います。ありがと

うございました。

私はこの遠征の出発日の一週間程前に練習で右

腕を骨折してしまいました。最初は、今までこの

遠征に向けて調整してきたものが全て水の泡にな

ってしまったと思い、遠征を辞退しようと考えて

いました。しかし、周りの人々の支えや、高橋監

督、吉田コーチ、大学連盟の方々のご理解とご協

力があり参加させていただくことができました。

ニュージーランドに着いてからは、自分がプレ

イできない悔しさから試合を見ているも辛い時は

ありました。ですが、ニュージーランドの選手の

プレイスタイルや日本代表の他大学の選手のプレ

イを見ていくにつれて、少しずつ自分がグラウン

ドの内からではなく、外から見ることもとても大

切だと感じました。ニュージーランドの選手の体

格、パワー、迫力、球のスピード、ストライクゾ

ーンの違いなど挙げたらきりがないが、プレイが

できない分他の選手より冷静に向き合えたと思い

ます。私のポジションである投手では、ニュージ

ーランドの投手は全員のレベルが高く、素晴らし

い教科書でした。彼らは、自分の特徴を熟知して

おりそれを競技に還元している。そんな風に思い

ました。

今回の遠征は私のソフトボール人生のターニング

ポイントになると確信しています。諦める前に、

遠征の帯同を志願したのが本当に良かったと思っ

ています。

これからは、このニュージーランド遠征での経

験を自分のソフトボールまたは、早稲田大学ソフ

トボール部に還元していきたいと思います。そし

て大学ソフトボール界をより良いものにしていき

たいです。そして、いずれは日本代表の一員とし

て世界のソフトボーラーと勝負したいです。本当

にありがとうございました。

投手 楠岡 侑也(神戸学院大学)

今回のＮＺ遠征は自分の人生おいてとても貴重

な体験になりました。

初めは即席チームということでうまく連携など

が取れるか不安な部分がたくさんありました。し

かし一緒の宿舎で一緒に過ごしてコミュニケーシ

ョンをとっていくうちにそんな不安はなくなり、

最後にはもっとこのチームでプレイをしていたい

と思うようになっていました。

自分は初めてニュージーランドの選手と対戦し

ましたが球速で押していっても通用しないことは

わかっていたのでコントロールと緩急を一番に意

識して投げました。日本とはストライクゾーンが

違い戸惑いましたが、ＮＺはアウトコースが広か

ったのでそこをいかに有効に使うかを意識して投

げました。

N F Cトーナメントでは２勝６敗という成績でし

たが日本特有の足を生かした細かい攻撃で点を取

ったりして海外の一流の選手相手に互角に戦うこ

とができたのではないかと自分は思いました。ま

た、この遠征で自分自身の課題もたくさん見つか

りました。自分は全体的にボールが高めに浮いて

しまいがちなのでそこを改善していくのがこれか

らの課題です。また自分はチェンジアップがあま

り上手くないのですがこれ以上のレベルを目指す

ならばもっとチェンジアップの精度を磨かなくて

はならないと感じました。N F Cトーナメントには

日本代表の松田光選手もＮＺのチームに入ってプ
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レイしていましたが、松田選手はピッチングで無

駄なボールがほとんどなく全てのボールが意味の

あるボールだったのでそこが日本代表のピッチャ

ーと自分との違いだと感じました。

そして、人生で初めてのホームステイも今回の

遠征で経験させて頂くことができました。自分は

英語が喋れないのですが自分にもわかるように簡

単な英語でゆっくりと話してもらえたのでとても

有難かったです。二日間と短い間しか一緒に過ご

すことはできなかったですがとても密度の濃い時

間を過ごすことが出来ました。

今回のＮＺ遠征は一生のかけがえのない財産と

なりました。今回培った経験をしっかりとチーム

に還元し、そして自分自身も努力を忘れず技術的

にも人間的にもより成長していけるように頑張り

ます。ありがとうございました。

投手 尾矢 祥嗣(中京学院大学)

今回の遠征でソフトボールを通して良い経験が

でき、たくさんの思い出ができました。

ニュージーランドの環境は日本とは真逆の季節

で、ソフトボールをプレイするのに最高の条件で

した。JAPANチームの試合の結果は７位でしたが、

国際大会で得た経験は今後の自身の技術向上や大

学の部活仲間にも良い刺激を与えたいし、自分の

地元のソフトボール環境を盛り上げたい。そして

将来、日本のソフトボールを盛り上げる選手にな

りたいと強く思いました。

遠征中夜はほぼ毎日仲間たちと集まって、試合

に勝つためにどうしたらいいのか、チームの雰囲

気を良くしようとか、チームで勝つということで

語ったり、後輩たちの一発芸や、みんなで楽しく

集まって笑いあったりしてものすごく良い思い出

です。

ホームステイでは、家族みんなと一緒にB B Qを

ごちそうになったり、写真撮ったりしました。そ

の中で、言葉はなかなか通じませんが、ジェスチ

ャーなどを交えて心の会話を積極的に行うことに

より一生懸命コミュニケーションをとって信頼関

係を持ち、「また遊びにきてね」と言われるほど

の信頼関係ができました。

カーティスの家でチームのみんながお世話にな

った各ホームステイ先の家族やJAPANのスタッフ、

カーティスのチームの方々､JAPANのみんなでホー

ムパーティーをしてたくさんの人たちと交流し、

ソフトの話などをしてお酒を飲んでみんなで盛り

上がっていて、ものすごく楽しかったです。

様々な大学から限られた人を選抜し、その中の

18名の１人に選ばれたことをJAPANのスタッフや日

本ソフトボール協会、応援してくれている大学の

先生や監督、仲間たち、高校の監督、ソフトボー

ルで関わった人たち、両親、友人に感謝し、今回

の経験をこれからの人生に生かし、頑張っていき

ます。

捕手 森 大祐(神戸学院大学)

ニュージーランド遠征を終えて私は、人間的に

もプレイヤーとしても短期間ではあったが、成長

したと実感している。

まず、私がこの"大学ＪＡＰＡＮ"を受けようと

思った理由があります。それは、高校時代、休み

もなく厳しい練習にも耐えてきたのにもかかわら

ず、最後のインターハイ予選で負けてしまいまし

た。その時から私は、「大学に行きインカレを制

覇したい」と考えるようになりました。いざ大学

に入ると理想とは異なり、内容のない練習が私自

身多くなっていました。そのときにこの話を聞き、

変わるチャンスだと思ったのがきっかけです。

私がこの遠征で一番に大事だと思ったことは、

コミュニケーションです。チーム全員と十分にコ

ミュニケーションをとれたのがニュージーランド

についてからでした。試合まで時間が無かったの

で休憩時間に積極的に声を掛けていきました。そ

して、だんだんとコミュニケーションが取れてい

くにつれて試合での声掛けやチームプレイにも良

い傾向として出てきました。そのため、ニュージ

ーランドの選手たちとは力で負けていても、これ

らのことでカバーしていくことにより格上である

ニュージーランドのチームと良い試合ができたと

思います。やはりコミュニケーション能力は代表

選手として一人の人間として、不可欠なことなの

で伸ばしていきたいと思います。
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初めて対戦する選手を瞬時に分析しそれに応じ

て対応していかなくてはなりません。私自身、キ

ャッチャーとしてここの部分が足りないと思って

いました。やはり、ニュージーランドの選手と対

戦すると、はっきりと結果として出てきました。

試合は毎日あったので、自分なりに優先順位を付

けていき、自分にできることを見つけていくのが

大変でした。こういう判断力はリーグ戦やインカ

レで勝っていくには必要になってくるので継続し

ていきたいと思います。

今回の遠征で得たものは人生の財産になるに違

いないと思います。この遠征に関わって下さった

方々に感謝をしたいです。あと、最高のチームメ

イトに巡り逢えたことも感謝します。

一塁手 杉山 貴久(立命館大学)

私はこの度、全日本大学ソフトボール連盟主催

の第６回全日本大学選抜ニュージーランド遠征に

参加させていただいた。ニュージーランドでは、

N F Cトーナメントという日本の国民体育大会のよ

うな大会に参加させていただき、ニュージーラン

ド代表であるBlack SOXに選ばれている選手も多

数おり、世界の男子ソフトボールのトップレベル

を肌で感じ体験することができた。私が高校３年

生時にはU-19日本代表としてインドで開催された

アジア選手権に参加させていただき、海外への旅

行は今回で２回目であったが、日本はもちろん、

インドとはまた違った国柄や人柄、文化やソフト

ボール環境があり、異国の地で多少のハプニング

はあったが、とても充実したニュージーランド遠

征であった。試合の結果は２勝しかすることがで

きなかったが、接戦の試合も多く小柄な日本人で

も世界と戦えるという感触はあった。しかし、高

橋監督がしきりに私たちに指導してくださってい

たように、力と力の真っ向勝負では絶対に日本人

は勝つことができない。精度や機動力、組織力と

いう日本人らしさを出していかなければ世界の大

柄な選手たちには勝てる要素がなく、そのために

は相手がしてくれた小さなミスを見逃すことなく

攻め、また私たちは相手に攻め込まれる隙を絶対

に見せてはならないということを実感することが

できた。大会終了後は、観光やホームステイとい

うソフトボール以外での貴重な体験もできた。ニ

ュージーランドでソフトボールを頑張っている日

本人の方との出会いや、日本を代表する投手の松

田さんとお話をすることができ、ソフトボールに

ついて勉強をさせていただいたと同時に、人生観

的な勉強もさせていただき、非常に実りある時間

であった。

最後になりましたが、このような企画・運営を

してくださった関係者に深く御礼申し上げます。

この経験が決して無駄にならないよう還元し、関

西リーグ全体の底上げに努めていきたい。ありが

とうございました。

二塁手 中原 滉生(同志社大学)

今回のニュージーランド遠征で日本では学べな

い多くのことを学ぶことができ、自分自身も大き

く成長したと感じている。出発日では、大雪の影

響で飛行機の出発が大幅に遅れるというアクシデ

ントや、到着後、時差や突然変わる気温や天気に

対応することができず体調が優れなかった。大会

では、ニュージーランド特有のストライクゾーン

の広さや日本にとって不利なジャッジに苦しめら

れ、初日の試合において個々の能力を存分に発揮

できたとは言い難かった。その中で、全選手が代

表であるという自覚とプライドを持ち、チームで

どう貢献し、勝利につなげていけるかということ

を一人ひとりが考えていく動きが見られた。その

結果、二日目からは次第に結果に繋がり、初めは

バラバラだったチームが一つにまとまった。最終

的に良い結果ではなかったが、日本特有の緻密な

チームプレイや大学日本代表のチームワークを本

場ニュージーランドで実践することができ、日本

が世界で通用すると実感した。同時にレベルの高

さや国際大会特有の雰囲気を本場ニュージーラン

ドから学び、これから高いレベルでプレイしてい

くために必要不可欠なものを得ることができた。

また、今回の遠征の目的の一つである国際交流

においては、ホームステイを受け入れてくださっ

た家庭にお世話になり、２日間寝食を共にした。

私は日本の文化や歴史を伝え、ニュージーランド
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のことについても教わり、楽しい時間を過ごした。

そこでは国や言葉が違っても人は分かり合えると

いうことを学び、ホストファミリーの方と強い絆

で結ばれた。

この遠征に参加したからこそ経験できたことで

あり、自分自身の大きな財産となった。この遠征

のためにご尽力いただいた多くの方々、団長、監

督、コーチの方々、チームの仲間、全ての人に感

謝してこれからソフトボールに真摯に向き合い、

努力していきたいと思う。

三塁手 二宮 正地(福岡大学)

私は、２月９日～21日までの間、大学日本代表

の選手としてニュージーランドに行きました。私

の人生でとても良い経験になったと同時に、人と

して成長できた貴重なひとときでした。初めは、

みんなが言っていたように寄せ集めのチームで、

私としても知り合いやチームメートもおらず、ど

のようなチームなのか、どのようなチームになっ

ていくか不安がありました。会話も少なく、やは

り他大学としてインカレなどで戦うわけで、ライ

バルであり、先輩後輩などの関係からもこれで大

丈夫かなと思うこともありました。しかし、キャ

プテンを中心に時間が経つごとにみんなが打ちと

けられるようになり、スタッフの方々の配慮や練

習で一緒に汗を流すことによりだんだんJAPANと

いうチームができあがってきました。

試合においては、日本というチームの特色を活

かして一試合一試合を戦っていきました。やはり、

ソフトボールの本場であるニュージーランドは全

てにおいて日本のチームを上回っているといって

も過言ではありませんでした。全ての試合を通じ

て個人的には心身ともにいい刺激を受けることが

できました。

せっかく選ばれていい体験をさせて頂いたので、

これを日本の大学ソフトボールに共有するのが選

ばれた私たちの役目だと感じます。大学ソフトボ

ールの質を高め、ステータスを上げ、更に日本の

ソフトボールをもっと活気づけることにより、世

界に日本のソフトボールを誇示できるようになる

と思います。

私としては、今大会でいろんな方にご迷惑をお

かけしました。今、私がソフトボールができてい

ることにさらに感謝しなければいけないと痛感す

ることができました。ソフトボールも一人ではで

きません。大会もチームがあるだけではできませ

ん。今、生きて体があり、応援してくれる人がい

て、ソフトボールができていることは当たり前で

はない。それを十分に感じ、感謝してこれからの

プレイをしていきます。

投手兼外野手 湯浅 拓人(日本体育大学)

私は、今回ニュージーランド遠征に参加させて

頂いて、大変貴重な経験をたくさんすることがで

き、世界のソフトボールを肌で改めて感じること

が出来ました。なかなか出来ない経験をすること

が出来たのは自分のこれからの成長材料になりま

した。ニュージーランドに到着してからは、他国

で慣れない環境で食文化も日本とは違い、初めは

みんなが戸惑いを隠せない様子も見られた部分が

あり、分からないことだらけで不安がありました

が、協力し合いながらやることでチームワークが

生まれ日を追うごとによくなって行きました。最

初は、即席チームだけあって、初対面の人が多く

コミュニケーションが難しいところもありました。

しかし一緒にごはんを食べ、協力して夕ご飯を作

るなどして自然とひとつになり始めました。

大会に入り、初戦サウザンプライドと試合をし

ました。日本らしさがでて、４－３で初戦を勝利

で飾ることが出来ました。だが、そのあとは、ニ

ュージーランドの力を見せられ、なかなか勝利を

手に出来ませんでしたが、試合を追うごとに、海

外特有のドロップの変化、ライズのキレ、なんと

いってもスピードに目も慣れてきて、後半の試合

では対応していい試合を展開することが出来たと

思います。私自身としては成長も見られ、また、

たくさんの課題が見つかりとても濃い日々を過ご

せました。

オークランドに移動してからは、ホームステイ

がありました。初日は緊張と、英語の分からなさ

で悪戦苦闘の1日でしたが、身振り手振りを使い、

必死に話すように心掛けしました。最終日は少し
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慣れ、色々なことを話すこともでき、またカーテ

ィスの家でパーティも開いて頂いてたくさんの思

い出が作れました。

安全にニュージーランド遠征を出来たことは、

たくさんの人のご協力を始め自分の親の理解と応

援があったからこそ出来たことで、感謝の気持ち

でいっぱいです。

外野手 溝口 聖(早稲田大学)

今回、大学選抜の一員として約２週間のニュー

ジーランド遠征に参加させてもらい多くの学びを

得ることができた。日本の大学生とは体格も実力

もはるかに上のニュージーランドの選手と試合を

することでプレイスタイルの違いを実感した。日

本人は外国人選手のように本塁打を量産できる打

者は少ない。そのため、緻密で正確なプレイを続

け、打線のつながりで点を取りにいかなければな

らない。そして点を与えない。これはおそらく当

然の考え方であるが、これまで大学でソフトボー

ルをしてきて完璧な試合をしなければ勝てないと

感じたのは初めてであった。緻密なプレイをする

ことを改めて意識する良いきっかけとなった。

またプレイ以外の面でもチームの雰囲気、まと

まりがいかに結果を左右するかということに関し

て即席チームであったからこそより大きく感じた。

同じチームであってもお互いのことをほぼ知らず

に初めて臨んだニュージーランドでの練習試合は

ミスが多く、打線がつながらない。このチームで

勝てるのかという不安もあった。しかし大会に入

り、共に過ごす時間が増え、試合を重ねていくに

つれまとまりがでてきて、本当のチームらしくな

っていったと思う。結果的には勝利につながらな

かったが、本当に良い試合が多かったと思う。

大会終了後は観光をしたり、ホームステイをし

たりと大会期間中の緊張感のあるハードな生活と

変わり、非常にリラックスして楽しむことができ

た。特にホームステイは言葉があまり分からない

中での生活であったが家族の優しさのおかげで楽

しむことができたし、普段とは違う刺激を受け良

い経験となった。

最後にチームスタッフをはじめ、このニュージ

ーランド遠征のために多大なご尽力いただいた多

くの皆様には本当に感謝います。この経験をいか

して大学ソフトボール、男子ソフトボールをより

良いものとしていく活動にも取り組みたいと思う。

外野手 大柿 廣明(関西大学)

私は小学校から高校まで野球をしていて、大学

からソフトボールを始めました。たった２年しか

ソフトボールをしていない自分にとって、今回の

ニュージーランド遠征は世界のレベルを感じられ

るだけでなく、日本の大学ソフトボールのトップ

レベルを身近に感じることができ、またその中で

自分がどれぐらいやっていけるのかという期待を

持って参加をしました。

ニュージーランドのレベルは予想以上に驚くべ

きものでした。パワー、スピードともに日本では

見られないレベルの高さでした。私は主にDRとし

て出場し、DRとしての役割を果たすため、日本で

プレイしているときよりも離塁のタイミングや先

の塁を狙う走塁を意識しました。NFC Tournament

は２勝６敗で７位という結果でしたが、ほとんど

が僅差の試合で日本の緻密で正確なソフトボール

が世界でも通用するのだと実感しました。私自身

は今大会で３盗塁を決め、盗塁ランキングトップ

５に入ることができ、自分の強みに自信を持つこ

とができました。

ソフトボールだけでなくホームステイもとても

貴重な体験になりました。日本とは違う文化や価

値観、英語でのコミュニケーションに戸惑いなが

らも、関わっていくうちに互いに理解しあうこと

ができ、ホストファミリーとの思い出はかけがえ

のない大切なものとなりました。

今回のニュージーランド遠征を振り返ってまず、

今回の遠征に携わった大学連盟をはじめ多くのス

タッフの方々、現地のサポートに対して感謝しま

す。そしていま自分がソフトボールをできている

のは、多くの人に支えられてできているのだと再

確認することができました。ニュージーランドで

得たことを、自らの経験として将来の大きな糧と

するとともに、自分が所属するチームに還元し、

これからの日本のソフトボールの普及と発展に役
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立てたいと思います。

外野手 谷本 卓哉(日本体育大学)

今回、自分自身、世界大会に出場することは人

生で初めての経験でした。大学の日本代表として

ニュージーランドの高いレベルのソフトボールを

経験できる喜びと代表選手であるという責任感、

自分のソフトボールが通用するのかという不安な

どさまざまな気持ちがありました。現地に着くと

すごく暖かくてソフトボールをするのに最適な環

境でした。早く自分の実力を試したいという気持

ちになりました。２日間の練習を終えて、大会が

始まりました。ニュージーランドの選手は体格が

とても大きく、ピッチャーの球はスピードが速い

ことに加えて変化球の変化量も多かったです。バ

ッターはスイングのスピードも早く、パワーヒッ

ターが多かったです。そういう相手に対して自分

たち日本は、セフティーバント、スチール、エン

ドランなど足を絡めた緻密なソフトボールに徹し

ました。連打で点を取ることが難しい状況でこの

ような日本らしい攻め方で得点でき、勝利できた

ことは自分自身の自信にもつながりました。日本

が外国の強豪チームに勝つには、ミスをしないこ

と、１つのチャンスで必ず得点すること、正確性

や緻密さが求められることが今回わかりました。

自分自身も技術力が向上したと思いますし、学ぶ

ことがとても多い大会でした。

また、今回の遠征でホームステイを体験させて

もらいました。英語の勉強にもなりましたし、現

地の人と交流ができてとても刺激になりました。

このように自分たちがホームステイできたのも、

大会に出られたことも、ニュージーランドに来ら

れたことも、色々と準備してくれたスタッフの方

々、現地でガイドしてくれたカーティス、旅費を

出してくれた両親、多くの人のおかげで自分たち

はこの遠征に参加することができ、楽しく、貴重

な時間を過ごすことができました。本当に感謝の

気持ちでいっぱいです。今回の遠征は自分の人生

の宝物になりました。ありがとうございました。

外野手 平岩 裕基(中京大学)

出発の日、雪のためダイヤが大幅に遅れ、空港

で５時間待ちというアクシデントが起きましたが、

その間に初めて会う仲間たちとコミュニケーショ

ンを取ることができました。

クライストチャーチに到着し練習、練習試合を

行いました。他の人のプレイを見るのが初めてだ

ったので連係などうまくいかない部分もありまし

たが、声でカバーし合い、高橋監督のもと大会に

向けて試合に挑む準備ができました。

大会では世界トップレベルのニュージーランド

のソフトボールを目の当たりにして、こんなに速

い球が打てるのか、こんなにパワーがある打者を

抑えることができるのかという不安と同時に自分

の力がどこまで通用するのか試したい、日本の力

を見せつけたいという気持ちが湧いてきました。

大会を終えてみると予選リーグで１勝６敗。７位

決定戦で勝利し、７位という結果に終わりました

が、どの試合も僅差の試合で勝てたと思える試合

もありました。あと少しのところで勝たせてもら

えなかったので、そこにニュージーランドとの力

の差を感じましたが、機動力を使った攻撃や配球、

緩急をうまく使ったピッチングで日本のsmall so

ftballを少しは見せつけることができたのかなと

思います。ニュージーランドのソフトボールはパ

ワーで押してくると思っていましたが、バントを

したり、コントロールがよかったりと想像以上の

スキルを持った選手が多く、日本が勝つためには、

より緻密な精度を更に磨き上げていく必要がある

と思いました。

この遠征に関わったすべての人に感謝し、この

経験を自分のチームに持ち帰り、更なる競技力の

向上に努めインカレ優勝を目標に頑張っていきま

す。また、高橋監督や吉田コーチ、そしてニュー

ジーランドのソフトボールや大学選抜のチームか

ら学んだソフトボールに対する姿勢を忘れず、今

後のソフトボール人生に活かしていき、将来的に

は男子ソフトボール界を引っ張っていく存在にな

り、男子ソフトボールを変えていきたいと思いま

す。



【特集２】第３回東アジアカップ 大学日本代表 再び東アジアの頂点へ

ヘッドコーチ 清 水 正〈山梨学院大学〉

◆派遣選手

№ 守 備 氏 名 所 属 学年

１ 投 手 秋元 菜穂 東京女子体育 ２年

２ 投 手 池田 美樹 園田学園女子 ４年

３ 投 手 岡村 奈々 日本体育 ２年

４ 投 手 海部 栞菜 環太平洋 ４年

５ 投 手 酒井 彩好 山梨学院 ４年

６ 捕 手 平川 穂波 中京 ２年

７ 捕 手 森田紀代美 山梨学院 ３年

８ 内野手 榎本 千波 城西 ２年

９ 内野手 亀井 愛梨 園田学園女子 ４年

10 内野手 古澤 春菜 園田学園女子 ４年

11 内野手 松畑 美希 日本体育 ４年

12 内野手 山根すずか 東京女子体育 ２年

13 内野手 山本絵梨奈 東京女子体育 ４年

14 外野手 鈴木 茜 山梨学院 ４年

15 外野手 田中 瑠莉 園田学園女子 ３年

16 外野手 塚本 智名 中京 ４年

17 外野手 村上ほのか 山梨学院 ４年

◆役員・コーチングスタッフ

団 長：高橋 伸次（全日本学連理事長）

ヘッドコーチ：清水 正 （山梨学院大学）

コ ー チ：長澤 淑恵（城西大学）

コーチ兼総務：伊藤 幸子（トヨタ自／中京大）

ト レ ー ナ ー：末広 美保（月ノ浦整体院）

帯 同 審 判 員：千葉 敬徳（(公財)日ソ協）

通 訳：高 萍 （(公財)日ソ協）

◆第１次国内強化合宿

６月４日(火)～７日(水)の４日間、山梨県甲府

市にある山梨学院大学砂田ツインソフトボールパ

ークにて強化合宿を実施し、大会に向けての最終

調整を行った。しかし、４月に実施された選考会

以後、コーチ陣および選出された17名の選手が集

合するのも、ここが最初で最後、初顔合わせでも

あり、このまま本番を迎えることとなるのである。

この短い期間でチームになるのだろうか、まし

てやこの急造チームで勝てるチームなどできるの

であろうかと、皆が不安を抱えていたのは言うま

でもなかった。さらには、今年は世界選手権の開

催年度ということもあり、各国ともに国を挙げて

の強化をしており、本大会参加国のうち日本以外

はすべてナショナルチームという状況下において、

ただでさえ日本代表としてプレーすることだけで

も相当の重圧がかかるなか、今年は例年以上の重

圧を感じているのが手に取るように伝わっていた。

しかし、たとえ日本が大学代表による派遣とはい

え、我々には「ソフトボール世界一の国」として

の誇りがあり、絶対に負けるわけはいかないとい

う気持ちが強かった、だからこそこのような時に

優勝することに意義があるのだと伝え「絶対優

勝」を目標に合宿がスタートしたのである。

まず、主将・副主将を選手たちに選出させ、結

果主将に山梨学院の村上、副主将に園田学園女子

の古澤が決定し、チームが発足した。チームのテ

ーマは最後まで日本人らしく戦うことを掲げ「と

にかく粘り強く、決して諦めない」ことを皆で誓

った。

今合宿の成功は、山梨県ソフトボール協会はも

とより、山梨学院大学女子ソフトボール部員の皆

様の全面的な協力なくしては成し得なかった。代

表チームの受け入れからグラウンド準備や整備、

練習のサポート、テストマッチでのサポート等、

あらゆる面において献身的に協力して頂いたこと

に心から感謝したい。また、テストマッチにおい

ては日本リーグ２部のＮＥＣアクセステクニカ様

と靜甲様には、お忙しい中を遠方まで足を運んで

いただき、最終調整に胸を貸していただいたこと

に深く感謝申し上げたい。

このように、多くの方々にご協力いただき合宿

ができたこと、練習やテストマッチでの内容はと
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もかく、４日間でチームらしくなり、勝利への方

向性も見出すことができ、戦う公算が生まれチー

ムの士気も高まり、強い気持ちで本番に臨める合

宿となったのである。

◆７月８日(日) 大会前日会場練習

７日の夕刻に日本を出国し、中国へ入国後のバ

ス移動の段取りが悪く、結局ホテルに到着したの

も予定より大幅に遅れ、またホテルのチェックイ

ンにも相当の時間がかかり、結局各自が部屋に入

れたのは夜中となってしまい、選手たちは長時間

の移動と何度となくあった待機状態で疲労困憊と

なってしまい、この日はとにかく早く休むように

指示し、８日の午前中は休養とした。

そして、８日の午後から会場にて調整練習を行

った。天気というと、常に太陽の日差しはほとん

どなく上空は一面どんよりとした曇り空、しかし、

気温32度前後、湿度85％以上、何もしなくても汗

が滝のように噴き出してくる状態であり、選手に

は相当きつい環境であったことに間違いない。し

かしまずは、この高温多湿の気候に体を慣らし、

そして試合会場の雰囲気やグラウンド状況にも慣

れなければならない。ところが、会場には更衣室

もなくトイレも劣悪な状況であり、とても国際大

会を開催する施設とは思えなかった。グラウンド

も内野のクレー部分は赤土でガタガタ、外野の芝

(雑草？)は適正な長さに刈り込みがされていなく、

外野手は相当足を取られてしまうほど深く、注意

が必要であった。

しかし、そのような状況下においても選手たち

はすぐに適応し、厳しい環境のなかでもマイナス

な言動も一切なく、次の日から始まる試合に集中

しながら淡々と練習を行い、環境にも慣れてくれ

たのである。

◆６月９日(月)大会初日

試合内容をお話しする前に、中国開催によるも

のと思われる日本と台湾への対応についてお話し

しておきたい。この第１試合がなぜ８：30から行

われ、そして第一試合後に開会式となっていたの

か、それはこの試合後にはっきりしたのである。

それは、開会式に日本と台湾は参加させてもらえ

なかったのである。開会式のイベントおよびセレ

モニーには中国と韓国のみが参加し、チーム紹介

から選手紹介までされ、日本と台湾は蚊帳の外に

置かれた状況だったのである。ここまできてこの

ような仕打ちを受けたこと、そして海外で受けた

この疎外感は悔しくもあり、またその反面、間違

いなく私の闘志に火を付けてくれた瞬間でもあっ

た。

★予選リーグ第１戦（８：30～）

日本 １００００００：１
台湾 ２０１１０１×：５

［日］●池田、海部、酒井－森田

【評】初戦の相手は、ここのところ実力を上げて

いる台湾ナショナルチームとの対戦となった。先

攻の日本は初回、１番の古澤が四球を選び出塁、

その後２番の田中がきっちりバントで送り、３番

の榎本がセンター前に抜けるヒットを放ち、二塁

ランナーの古澤が生還し１点を先制する。予選リ

ーグの初戦を何としても勝っておきたい我々は、

池田に先発を託し、強力打線を封じ込める作戦に

出た。１回裏、案の定１番２番打者をあっさり打

ち取り２アウト。いい流れだと思った矢先、突然

制球が乱れ、３番打者に死球、４番打者に四球、

５番打者にも四球と２アウト満塁となってしまい、

続く６番打者を追い込んだものの、ライト前にヒ

ットを打たれ２者が還り、２点逆転されてしまう。

まだ回も浅いため池田の立ち直りに期待したが、

３回に１点、４回に１点を取られてしまい４失点、

ここで池田を諦めることにした。５回から海部を

投入したが、６回に８番打者にソロホームランを

打たれ５点目の追加点を与えてしまう。その後、

酒井を投入し後続をきっちり抑え、追加点を与え

なかった。打線は相手投手に上手く打たされてし

まい２回以降は逆転できるようなチャンスも作れ

ず、初回に挙げた１点のみ、結局初戦を台湾に１

－５で負けてしまったのである。

この敗戦はすべて私の采配ミスであり、特にこ

のチームのエース格でもある池田は、自身にとっ

ては初めての国際大会、それも初戦ということも
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私は考えず、期待しすぎたことにより固くなり実

力を発揮できなかったのである。さらには、他の

選手たちも守備にはミスはなかったものの、思わ

ぬ展開により攻撃において気持ちばかりが焦り凡

打していたにも関わらず、余裕を持たせられなか

ったことを私自身が反省し、選手には気持ちを切

り替えさせ、次の韓国戦に備えた。

★予選リーグ第２戦（14：00～）

日本 ０００４０１０：５
韓国 ０００００００：０

［日］○秋元、岡村－森田

(本)塚本 (三)塚本 (二)森田

【評】初戦の台湾戦を落とした日本であったが、

この韓国戦を勝てばまだ優勝するチャンスはいく

らでもあるということを確認し、気持ちを切り替

えて臨んだ。先発を託したのは秋元、初回先頭打

者にライト前にヒットを許し、いきなり０アウト

一塁、次の打者に送られ１アウト二塁、台湾戦の

こともあり立ち上がり嫌な感じではあったが、秋

元が冷静に３番打者を三振、４番打者を三塁ゴロ

に打ち取り初回を無得点で抑えたのである。この

瞬間、チームの雰囲気が一気に変わり、台湾戦の

トラウマも一気に消え、この試合いける！とチー

ムがまとまった瞬間でもあったのであった。この

日、秋元の調子は決して良くはなかったが、要所

要所をしっかり押さえてくれて何とか４回を無失

点で切り抜けてくれたのである。

５回からは、この世代では最も経験豊富であり、

チーム一番の球速を有する岡村を抑えに投入した。

岡村は５回６回７回９人を３つの三振を含め、他

すべて内野ゴロに打ち取るという素晴らしいピッ

チングにより、韓国を無失点で抑えたのである。

攻撃は、３回まではチャンスは作るものの決定

打が出ずに無得点であったが、４回相手のミスに

も乗じて２アウト満塁を作ることができ、ここで

１番塚本が初球をセンターオーバーの満塁ホーム

ランを放ち一挙に４点を挙げる。その後も６回に

２アウトから９番田中が内野安打で出塁すると、

１番塚本がこの日２本目の長打・三塁打を右中間

に放ち、一塁ランナーの田中が一気にホームイン

５点目を挙げ、この試合、投・打ともにかみ合い

５－０で韓国に勝利することとなった。

◆６月10日(火)大会２日目

★予選リーグ第３戦（９：30～）

日本 ０００００１０：１
中国 ０００００００：０

［日］秋元、○岡村－森田

【評】今大会優勝候補の中国ナショナルチームと

の対戦となった第３戦、お互い１勝１敗同士、こ

の試合に勝利すれば予選２位通過となる大事な試

合であり、中国もやはりエースを立ててきた。

こちらは、前日同様先発に秋元、抑えに岡村と

し、ゲーム展開によっては中継ぎに海部または池

田と考えていた。先攻の日本は初回、２つのエラ

ーで１アウト二・三塁の絶好のチャンスを迎える

が、さすがは中国のエース、４番山根、５番村上

が両者とも三振に討ち取られ得点することができ

なかった。そのように得点できない状況のなかで

も、先発した秋元が強力打線の中国相手に４回に

ピンチを迎えたものの、その場面も０点に抑え、

５回２安打無得点に抑える見事なピッチングであ

った。野手陣もその投手の力投に答えるように、

集中しノーミスで守り切った。

お互い１点が遠く、０－０で迎えた６回表日本

の攻撃、１アウトから４番山根が遊撃手のエラー

で出塁、続く５番村上のピッチャーゴロがセカン

ドフォースアウトとなり２アウト一塁となってし

まう。この時に私はタイブレークを考え始めてい

た。とその時、投手のワイルドピッチの隙に、村

上が二塁へ進み、２アウト二塁、村上の俊足なら

１打得点のチャンスとなった。その打席には６番

森田、２エンド２からの５球目をしぶとくレフト

前に運び、村上が一挙ホームイン、待望の１点が

入ったのである。勝ち越し後６回の裏から、勝利

の方程式にもなりつつあった、抑えの岡村を投入

し、岡村は見事にその期待に応え、６回７回を打

者６人でビシッと抑え、中国ナショナルチームを

１－０の完封で撃破したのである。

〈予選リーグ戦順位〉
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１位：台湾３勝０敗 ２位：日本２勝１敗

３位：中国１勝２敗 ４位：韓国０勝３敗

★決勝トーナメント１回戦

日本 ２０１１０００：４

台湾 １００００００：１

［日］池田、岡村－森田

(本)塚本 (二)鈴木

【評】決勝トーナメント第１戦である台湾戦を迎

えるにあたり選手たちに３つのことを伝えた。

「この試合勝てば必ず優勝できる！」

「この試合は池田のリベンジ戦だ！」

「この１戦を全員の力を結集して、死に物狂いで

勝ちに行くぞ。なぜなら、この１戦を落とすと３

位決定戦に回り、もう一度そこで中国を倒すのは

面倒くさい、ましてや３位なんてありえない。こ

の暑い中、明日２勝するのはきついから絶対この

試合に勝って、明日楽して決勝で待っていよう

ぜ！」

この言葉を選手たちがどのように受け止めたの

かは聞いてはいないが、試合はまさにチーム一丸

となっての戦いとなった。

日本の先攻で始まった初回、１番塚本が３ボー

ル１ストライクからの５球目をセンターオーバー

のホームランでいきなり１点先制すると、１アウ

ト後３番古澤が内野安打で出塁、２球目にスチー

ルをかけたがセカンドでタッチアウトにより２ア

ウト。４番山根がレフト前ヒットで出塁、５番村

上がスラップによる内野安打で２アウト一・二塁

とし、３球目にダブルスチール成功、２アウト二

・三塁としたところで、６番森田がレフト前にヒ

ットを放ち山根が生還し、初回に２点を先制する。

その裏、リベンジ戦と位置づけた池田であったが、

いきなり先頭打者に２球目をホームランされ１点

を返されてしまう。２回も池田で行ったが先頭打

者の６番にジャストミートされ外野に持っていか

れたのを見て続投を断念、ちょっとタイミングは

早いが岡村を２回１アウト後に投入することとな

った。この交代で野手陣に本気モードが伝わった

のか、３回表先頭打者の３番古澤がセンター前ヒ

ットで出塁、初球にスチールが成功し０アウト二

塁、４番山根が内野安打により０アウト一・三塁

と絶好のチャンスを作り、続く５番村上の内野安

打の間に古澤が返り得点するも、未だランナーは

残っていたが後続を断たれ１点に留まってしまっ

た。

続く４回の攻撃は、この日当たっている９番鈴

木が前打席の二塁打に続き、この打席もセンター

前ヒットで出塁しチャンスメイク、１番塚本の内

野安打で１アウト一・二塁となり、２番田中のレ

フト前ヒットの間に鈴木がホームインし４点目を

挙げる。

投げては岡村が２回以降台湾チームに隙を与え

ず得点を許すことはなかった。そして、開幕戦で

負けた台湾に４－１で勝利し、予定通りファイナ

ル１番乗りを決めたのである。

◆６月11日(火)大会３日目

★決勝トーナメント決勝戦（ページシステム）

日本 対 中国・・・雨天中止

《最終順位》

優勝：日本 ２位：中国

３位：台湾 ４位：韓国

【評】予選では台湾に勢いがあったが途中で息切

れしてしまったのか、やはり実力に勝る中国が予

想通りファイナルに進出してきた。我々は初戦に

台湾に敗れたものの、その後の戦略は成功し見事

ファイナル進出を決めることができた。

そして、お互い試合前のフィールディングが終

了し、両者優勝を目指す戦いが今から始まるぞと

いう時に、いきなりの豪雨と雷、やむ気配のない

豪雨のなか待機が続き、１時間半後に大会中止決

定、日本が優勝とのアナウンスが入り、全員が万

歳！その瞬間雨が止んだ。もちろんファイナル戦

を中国と戦いたかったが、優勝できたかどうかは

神のみぞ知ること。ファイナルを戦わずして優勝

という結果を得ることができたのは、様々な力が

働き、様々な思いによって優勝させてもらったよ

うな気がする。

とにかく、選手もスタッフも優勝できた嬉しさ
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はもとより、日本代表としての責任を果たすこと

ができた安心感でいっぱいであった。

【大会に参加して】

素晴らしいスタッフ、素晴らしい選手に恵まれ

て、最後には素晴らしいチームに成長することが

できた。これもこのチームを支えてくださった多

くの方たちのお蔭であり、選手団全員のお蔭と感

謝に堪えない。

中国という慣れない環境下での国際大会でとい

うことで、皆ナーバスになりがちで実力を発揮で

きないまま終わることもありがちななか、高橋団

長も我々チームに余計なストレスを与えることな

くすべてにおいて暖かく見守ってくださり、やり

やすい環境を作って頂いたことに感謝している。

また、長澤コーチ・伊藤コーチ・末広トレーナ

ー・高通訳の女性スタッフ陣が率先して健康管理、

食事管理、生活指導、練習指導、給水管理等を行

ってくれことで、ヘッドの私が試合に勝つことだ

けに集中することができたのが、今回優勝できた

要因のひとつだと確信している。

選手たちは、日本代表に選ばれたものの、勝負

に対しての重圧と不安に満ちており、戦いへの怖

さがあったと私は感じていた。そのようななか、

私はその怖さを取り除くのではなく、立ち向かわ

せる勇気を与えるために常に選手の背中を押すた

めのアドバイスをし続けたのである。とにかく、

自信をもって逃げずに立ち向かえと、選手をその

気にし、やる気にさせることのみが私の役割であ

った気がする。

でもやはり、さすがに大学日本代表に選ばれる

だけの選手たち。すぐに不安を勇気に変え、一戦

一戦、伸び伸びと立ち向かう姿には、逆にこちら

が勇気をもらい、これは絶対に優勝できるチーム

だと確信できたのであった。

【終わりに】

まずは、大学生にこの東アジアカップという国

際大会を経験する機会を与えてくださっている(公

財)日本ソフトボール協会に感謝を申し上げたい。

そして、大学連盟はもとより、本選手団を陰で支

えてくださった多くの人たちにも感謝を申し上げ

たい。

さて、我々は単なる大学日本代表ではあるが、

日の丸を背負う以上は、チーム作りから結果にこ

だわる戦いに至るまで、先人が築き上げた「ソフ

トボール世界一の日本」に誇りを持ち、ナショナ

ルチームと同じ気持ちで戦ったつもりであり、大

学生でも本気になればここまでできるということ

を証明したかった。

なぜなら、今まで当たり前のように行われてき

ているこのやり方。いわゆる、一度の選考会によ

る選手選考、３日ほどの強化合宿、そしていきな

りの本大会出場等々、ややもすると単年度による

自身の思い出づくりのための大会参加にもなりか

ねないような現行のシステムは、ジュニアでもユ

ースにおいても当てはまることであり、これが本

当に我が国の強化と言えるのか、オリンピックを

見据えたナショナルチームの強化に繋がっている

のか疑問を感じるのである。

今大会も東アジア限定とはいえ、各国のナショ

ナルチームと対戦できるのであれば、しっかりと

強化事業として位置づける必要があるのではない

だろうか。それには、日本ソフトボール協会と連

携をとりながらも大学連盟独自の取り組みとして、

大学生からナショナルチームに選手を派遣できる

ような強化組織を立ち上げ、強化システムを構築

し、その上で強化選手を選出し、それを定期的に

育成強化し、その中から東アジアカップ等の国際

大会へ選手を派遣する。それをさらにはナショナ

ルチームに繋げていけるのが本来の強化の一貫事

業であり、そのような発想があってもよいのでは

ないだろうか。

今回もそうだが、大学生のトップレベルの選手

たちには多くの魅力と可能性があり、ナショナル

チームに匹敵する能力を有する選手も多いのであ

る。もちろん、現在の日本リーグ選手中心での強

化で問題はないのであろうが、2020年に東京オリ

ンピックを控えた現在、今まで以上に中学・高校

・大学生のタレント発掘と強化に目を向けること

が大切なのではないのだろうか。

※本稿は清水監督の報告書を転載させていただきました。



女子大学日本代表 各国の代表チームを撃破し、第３回東アジアカップを制す！

(公財)日本ソフトボール協会ＨＰから転載

去る６月９日(月)～11日(水)の３日間、中国・

広東省順徳で開催されていた「第３回東アジアカ

ップ」に出場していた女子大学日本代表が、各国

の「代表チーム」を次々と撃破。見事２年ぶり２

度目の優勝を飾った。

この「東アジアカップ」は、国際的に見てもソ

フトボールが盛んで競技力の高い東アジア地域の

４チーム（日本、中国、チャイニーズタイペイ(台

湾)、韓国）が集まり、さらなるレベルアップを図

るとともに、オリンピック、アジア競技大会等と

同じように「総合競技大会」として開催されてい

る「東アジア競技大会」でのソフトボール競技の

実施をめざし、それを一つのステップとして、東

アジアからオリンピック競技復帰へのムーブメン

トを起こしていこうとの趣旨のもと、2012年に創

設された大会であり、第１回大会（韓国・大邱で

開催）には、女子大学日本代表が出場し、記念す

べき第１回大会で優勝を飾り、「初代チャンピオ

ン」となっている。

昨年は日本がホスト国としてこの大会を開催し

（岐阜県揖斐川町で開催）、女子日本代表ととも

に女子大学日本代表も参加し、特例的な参加で順

位こそつかなかったが、女子日本代表には敗れた

ものの、中国、チャイニーズタイペイ（台湾）、

韓国の「代表チーム」を次々と撃破。実質的には

「準優勝」という成績を残している。

この第３回大会も、日本を除く３チームが「代

表チーム」での参加。中国、チャイニーズタイペ

イ（台湾）は、８月15日(金)～24日(日)、オラン

ダ・ハーレムで開催される「第14回世界女子選手

権大会」へ向けた強化・調整も兼ね、「ベストメ

ンバー」で大会へ臨み、「世界選手権の前哨戦」

とこの大会を位置づけ、韓国も９月27日(土)～10

月２日(木)、「ホスト国」として「第17回アジア

競技大会」を仁川で開催することが決まっており、

そこに照準を絞り、強化を進めている。

それだけに過去２回の大会以上に、参加チーム

は「本番モード」「臨戦態勢」で大会に臨んでく

ることは間違いなく、「過去最高レベルの大会」

となることが予想された。

大会は、参加全チームによるシングルラウンド

ロビン（１回戦総当たり）の予選リーグを行い、

その順位によって、決勝トーナメントでの対戦相

手を決定。ソフトボール独特のシステムであるペ

ージシステム（敗者復活戦を含むトーナメント）

で最終順位を決定する試合方式で覇が競われた。

女子大学日本代表は、大会初日（６月９日／

月）、まずチャイニーズタイペイ（台湾）と対戦。

先攻の女子大学日本代表は初回、１番・古澤春菜

（園田学園女子大）が四球を選び、出塁すると、

２番・田中瑠莉（園田学園女子大）が確実に送り、

得点圏に走者を進め、３番・榎本千波（城西大）

のところでヒットエンドランを仕掛けると、ショ

ートがサードベースカバーへと動いたこともり、

打球がその動きの逆をついてセンターへと抜け、

二塁走者が一気にホームイン。幸先よく先取点を

挙げた。

しかし、「開幕投手」に指名された池田美樹

（園田学園女子大）がその裏、開幕戦特有の緊張

からか、二死を簡単に取った後、突然コントロー

ルを乱し、３連続四死球で満塁のピンチを招くと、

６番打者にライト前ヒットを浴び、二者が還り、

あっさり逆転を許してしまった。女子大学日本代

表は海部栞菜、酒井彩好を投入し、継投策で防戦

に努めたが、長打３本を含む７安打を浴び、５失

点と本来のピッチングができないまま、ズルズル

と失点を重ねてしまった。

打線も初回の鮮やかな先制攻撃の後は、逆転を
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許し、リードされて追いかける展開になったこと

もあり、焦りからか、「日本らしい」攻撃が見ら

れず、つながりを欠いたまま、わずか３安打に封

じられ、大事な初戦を１－５で落とした。

この日はダブルヘッダーとなり、続いて韓国と

対戦。初戦を落としたことで、この試合も立ち上

がりから重苦しい試合展開となり、先発・秋元菜

穂（東京女子体育大）が３回まで無失点に抑えな

がら、打線がそれを援護できない。初回、２番・

古澤春菜（園田学園女子大）がレフト前ヒットを

放ったものの後続なく、２回表にも、この回先頭

の５番・森田紀代美（山梨学院大）が二塁打を放

ち、次打者の送りバントで三塁まで走者を進めな

がら無得点。３回表も先頭打者が敵失で出塁し、

送りバントを決め、得点圏に走者を進めながら、

「あと一本」が出ず、どうしても得点することが

できない。

迎えた４回表、敵失と２つの四球で二死満塁の

好機をつかみ、１番・塚本智名（中京大）が満塁

本塁打を放ち、重苦しい雰囲気を「一振り」で吹

き飛ばし、一挙４点を先制した。

これで本来のリズムを取り戻した女子大学日本

代表は、６回表にも、再び１番・塚本智名（中京

大）がタイムリースリーベースを放ち、ダメ押し

の１点を追加。

守っては、先発・秋元菜穂（東京女子体育大）

が４回まで被安打３・無失点の力投で試合を作り、

５回裏からは岡村奈々（日本体育大）を投入。す

でに「Ｕ16日本代表」「Ｕ19日本代表」「日本代

表」と各世代で「日本代表」として「世界の舞

台」を経験してきた「実力派」が、貫禄のピッチ

ングで韓国打線を抑え込み、３イニングをパーフ

ェクトピッチング。韓国打線に最後まで得点を許

さず、５－０の完封勝利を収め、今大会初勝利を

挙げた。

大会２日目（６月10日／火）、女子大学日本代

表は、予選リーグ最終戦で中国と対戦。試合は韓

国戦に続き、先発に起用された秋元菜穂（東京女

子体育大）が好投。中国打線をわずか１安打に抑

え、４回まで無失点に封じ、５回裏から岡村奈々

（日本体育大）にバトンタッチ。女子大学日本代

表の「勝利の方程式」で中国打線に得点を許さず、

試合は終盤を迎えた。

女子大学日本代表は６回表、相手守備の乱れか

ら二死二塁のチャンスをつかみ、６番・森田紀代

美（山梨学院大）がレフト前にタイムリー。二塁

走者を迎え入れ、待望の先取点を挙げた。

１点のリードをもらった岡村奈々（日本体育

大）は、６回裏、７回裏を一人の走者も許さぬパ

ーフェクトピッチングで締めくくり、最少得点差

を守り抜き、１－０の完封勝利。予選リーグ２位

通過を決めた。

この日もダブルヘッダーとなり、決勝トーナメ

ントの初戦は、予選リーグで唯一敗れた予選１位

のチャイニーズタイペイ（台湾）との対戦となり、

先攻の女子大学日本代表が１番・塚本智名（中京

大）の先頭打者本塁打で先手を取ると、二死後、

４番・山根すずか（東京女子体育大）、５番・村

上ほのか（山梨学院大）、６番・森田紀代美（山

梨学院大）の３連打で１点を追加。鮮やかな先制

攻撃でこの回２点を先制した。

女子大学日本代表の先発・池田美樹（園田学園

女子大）は、その立ち上がり、いきなり先頭打者

に本塁打を浴びると、清水正ヘッドコーチは、こ

の大会での「勝利の方程式」「必勝パターン」と

なっている岡村奈々（日本体育大）の投入を早め

に決断。２回途中での継投策に出ると、岡村奈々

（日本体育大）は毎回のように走者は出すものの、

「粘り」のピッチングで追加点を許さない。

この力投に打線も応え、３回表には３番・古澤

春菜（園田学園女子大）、４番・山根すずか（東

京女子体育大）、５番・村上ほのか（山梨学院

大）の３連打で１点を追加。４回表には、９番・

鈴木茜（山梨学院大）のセンター前ヒット、相手

守備の乱れなどで一死一・二塁のチャンスをつか

み、２番・田中瑠莉（園田学園女子大）がレフト

前にタイムリー。４点目を奪い、徐々にリードを

広げた。

最後は、今大会「抑えの切り札」とした大活躍
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の岡村奈々（日本体育大）がロングリリーフで最

後を締め、４－１で勝利を収め、決勝進出を決め

た。

大会最終日（６月11日／水）、まず女子大学日

本代表に敗れ、敗者復活戦に回ったチャイニーズ

タイペイ（台湾）と、韓国を破り、勝ち上がって

きた中国が対戦。中国が４－２で勝利を収め、決

勝進出を決め、女子大学日本代表との対戦が決ま

った。

決勝を控え、女子大学日本代表が試合前のシー

トノックに入ると、豪雨に見舞われ、グラウンド

コンディションが悪化。試合を行うことは不可能

と判断され、決勝戦は中止。それまでの成績で女

子大学日本代表の優勝が決定した。

清水正ヘッドコーチ（山梨学院大）は、「今大

会でチームの指揮を執るにあたり、選手たちには

言い続けてきたことは、どんな状況になっても、

最後まで諦めず、戦おうということであった。選

手たちは皆、大学を代表する選手たちであり、技

術も力も十分に持っている。とにかく、最後まで

諦めず、ひたむきに、粘り強く戦うことができれ

ば、自ずと勝利をつかむことができると言い続け

てきた。選手たちはそれを大会を通して実行に移

し、一試合一試合力を残すことなく、全力で戦い

抜いてくれた。それがこのチームの唯一無二の『

テーマ』であり、直前合宿のときから、それを徹

底し、やり抜き、やり遂げたことが、各国の代表

チームを向こうに回しての優勝につながったと思

う」と優勝の喜びを語った。また、「今回は天候

が味方してくれる運もあった。大会直前の強化合

宿は全国的な豪雨であったにもかかわらず、ウチ

（山梨学院大）のグラウンドだけ雨が降らないと

いう奇跡的な出来事からはじまり、今度はその雨

が優勝を後押ししてくれた。合宿の時は、テスト

マッチの相手をしてくれたＮＥＣアクセステクニ

カも、靜甲も、『この雨で試合ができるわけがな

い』といって、山梨へ来ることさえ拒んでいたの

に、本当にウチの大学のグラウンドだけ雨が避け

て通り、ほぼ予定されたスケジュールを消化する

ことができた。それでチームを仕上げることがで

き、今度はその雨が私たちの優勝を後押ししてく

れるなんて……何か運命的なものを感じます」と、

不思議なほど天候を味方につけた『幸運』に感謝

し、「もちろん試合をやっていても勝つ自信はあ

った。初戦こそ落としたが、その試合を教訓にす

ぐに修正し、いろんな球種を見せ、使い、相手を

かわそうとするような『逃げ』のピッチングでは

なく、通用する、使えると感じたボールを中心に

『攻め』の配球に徹したことがよかったと思う。

その結果、内野ゴロを打たせ、しっかりと守る日

本の持ち味を生かす試合ができた。キャッチャー

の森田紀代美（山梨学院大）が攻守に冴えていた

し、若くして国際経験、代表経験豊富な岡村奈々

（日本体育大）、３年連続でこの大会に出場して

いる塚本智名（中京大）が投打の中心となり、チ

ームを引っ張ってくれた。やはりそういう経験を

積んでいる選手は違うな……と感じた。スタッフ

のチームワークもよく、いい雰囲気で大会を戦う

ことができた。とにかく今はホッとしているし、

支えてくださった多くの皆さんに感謝したい」と、

優勝の喜びを語った。

決勝戦が行われないままの優勝は、少々「拍子

抜け」の感もあったが、それでも各国の「代表チ

ーム」を相手に、勝ち獲ったこの優勝は、価値あ

るものといえるだろう。「日本代表」に次ぐカテ

ゴリーである「大学日本代表」が、これだけの力

を持っているという「事実」は心強い限りであり、

「未来」に大きな希望を与えるものである。

世界選手権でも上位に入る中国、チャイニーズ

タイペイ（台湾）を破ったということは、世界で

もトップレベルの力を有していることを証明して

いる。「世界最高レベル」といわれる日本リーグ

で活躍する選手たちとともに、大学勢が競い合い、

切磋琢磨していくことで、日本のソフトボールの

レベルはさらに上がっていくことだろう。

2020年東京オリンピック競技復帰へ向けた期待

が膨らむ中、もしそれが実現すれば、その「主

役」となるのは、今回の東アジアカップを制した
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選手たちかもしれない……。

本大会の個人表彰（編集部註）

大会ＭＶＰ：塚本智名選手（中京大学）

優秀投手賞：岡村奈々選手（日本体育大学）

予選 日 本 台 湾 中 国 韓 国 勝 敗 得点 失点 順 位

日本 ●５－１ ○１－０ ○５－０ ２ １ 11 １ ２位

台湾 ○５－１ ○７－０ ○５－２ ３ ０ 17 ３ １位

中国 ●０－１ ●０－７ ○６－２ １ ２ ６ 10 ３位

韓国 ●０－５ ●２－５ ●２－６ ０ ３ ４ 16 ４位

決勝トーナメント 台湾(予選リーグ１位) １

日本(予選リーグ２位) ４ 雨

天 優勝

台湾(１・２位戦敗者) ２ 中 日本

止

中国(予選リーグ３位) ４

４

韓国(予選リーグ４位) １

第３回東アジアカップに参加して

投手 秋元 菜穂（東京女子体育大学）

今回アジアカップは、私にとって初めての国際

試合となりました。山梨学園での合宿は、実業団

と練習試合を行いチームにとってとても良い調整

が出来たと思います。また、私自身も良いイメー

ジで本戦を迎えることが出来ました。技術面では

インコースを投げ込むことが苦手な私にとって、

清水先生から指導して頂いた、アウトコースはボ

ールを投げインコースで勝負する、という配球は

とても難しく感じました。ですが、この大会を通

じて、その苦手意識は技術面の問題ではなく気持

ちの問題であることを実感し、ピッチングや配球

に対する考え方がすごく変わりました。この合宿

は、チームの結束力が強まり、とても意義のある

ものだったと思います。

大会では、韓国戦と中国戦の先発を任せてもら

い、本当に良い経験をすることが出来ました。普

段、日本で行う試合はどんな試合も緊張してしま

うのですが、今大会は自分自身も驚く程緊張しま

せんでした。緊張せず楽に投げるということが、

今回の結果に繋がったのだと思います。環境が変

わっても、この感覚を忘れず自チームで発揮して

いきたいです。

最後に一つ心残りがあります。それは決勝戦で

投げられなかったことです。今大会で学んだこと

を全て出し切ろうと思っていたので、悔しい気持

ちでいっぱいですが、この"投げたい"という気持

ちが今後の私を大きく成長させてくれると信じて
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います。

たくさんの方の支えがあっての優勝です。９日

間大変お世話になりました。ありがとうございま

した。

投手 池田 美樹（園田学園女子大学）

私は、初めての代表選出、初めての国際試合で、

環境の違いに最初は、緊張やいろいろな戸惑いが

ありました。しかし、３日間の国内強化合宿を経

て、チームメイトや監督、コーチとの絆は深まり、

短期間でのチーム結成ではありましたが、コミュ

ニケーションを密に取りながら、十分な調整をし

て中国に乗り込むことができたと思います。

中国、順徳は６月の平均気温30度を超え、湿度

も高く、日本の気候との違いをすごく感じました。

また、食事面でも気を遣うことが多く、いかにベ

ストな状態で試合に臨めるかが大切だと感じまし

た。また、ゲームでは、日本人選手と外国人選手

のパワーの違いやストライクゾーンの違いを感じ、

国際試合では、このような気候や環境の変化に対

応できる、順応性が必要だと思いました。

チームは試合を重ねるごとに、チームワークが

増し、気持ちを一つにして戦うことができたと思

います。限られた時間の中で、チームが一つにな

ることは、そんなに簡単なことではないと思って

いましたが、目標にしていた優勝をするためには、

何をしなければならないのかを全員が考えられて

いたからこそ、支え合い、気持ちを一つにできた

のだと思います。また、チーム内では、「最後ま

で諦めず、粘り強く戦い抜くこと」を国内合宿の

ときから取り組んでいました。決勝戦は雨天のた

め行われませんでしたが、この取り組みがあった

からこそ全員で優勝をすることができたと思いま

す。個人的には、チームの足を引っ張ってしまう

結果となりましたが、登板したときの今までにな

い責任感や緊張感、充実感を味わうことができま

した。この経験は、東アジアカップだけで終わる

ものではなく、次につながる経験となりました。

私が身をもって体験したことをチームに持ち帰り、

どんどん伝えていきたいと思っていますし、ソフ

トボールがもっと沢山の人々に知られ、オリンピ

ック種目になることを願います。

また、この大会を通して、チームがスムーズに

運営できるようにと協力してくださった、すべて

の皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。これから

も、感謝の気持ちを忘れずに、ソフトボールを通

じて、沢山の人々と繋がっていけたらと思います。

短い期間ではありましたが、チームメイトやたく

さんの方々に支えられて過ごした９日間は、私に

とって大きな財産となり、誇りでもあります。応

援してくださった皆様、本当にありがとうござい

ました。

投手 岡村 奈々（日本体育大学）

６月９日から11日まで第３回アジアカップがあ

りました。事前合宿も４日から三日間と短かった

ですが、日が増すごとにまとまってとても居心地

が良いチームだと感じました。慣れない海外の地

でしたが、長澤先生や伊藤さん、ピンさんや末広

さんなどスタッフの方々のお蔭で不自由なく、試

合や練習に集中することが出来ました。本当に感

謝しています。

９日から始まった予選から、私は試合に登板さ

せてもらった際にはしっかり任せられたイニング

を投げきることと、清水先生よりアウトコースは

ボールでもいいからインコースを投げるときはよ

り集中して思いっきり投げるように指導して頂い

ていたのでそのことだけを意識して投げました。

大会二試合目の韓国戦は私にとって初登板で、少

し緊張しましたが落ち着いて投げる事が出来まし

た。二日目は一番意識してきた中国戦で今日この

二試合を絶対に勝ち抜くことが優勝に一番近づけ

る方法でした。

中国戦はピンチもありましたが１点を守り抜く

ことができ勝つことが出来ました。二試合目は、

台湾で一試合目のリベンジ戦でした。私は２回の

途中から登板させて頂き、７回まで０で抑え投げ

抜くことが出来ました。野手の支えもあり、また

バックやベンチからの声掛けも沢山聞こえてとて

も心強かったです。そして私自身この試合で感じ

たことは、「間の取り方・大切さ」です。自分の

テンポを大切に、投げる前に一呼吸置いて気持ち
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を落ち着かせ投げると自然と良い球がいきました。

一打で点が入るようなピンチのときも、落ち着い

て投げ込むことが出来ました。清水先生から試合

中よく「集中・集中!」という声掛けがありました

が、バッターやキャッチャーミットに集中出来て

いたと思います。

最終日の決勝戦では、中国が台湾を破り戦う予

定でしたがシートノック中に大雨が降り出し試合

が中止になってしまいました。予選で１位だった

ので日本が優勝になりましたが、最後試合ができ

なくてとても残念に思いました。ですが、優勝は

優勝です。あの台湾との試合に負けていたら、こ

の優勝はなかったかもしれません。

大会を終えて感じたことは、スタッフをはじめ

色々な方々のサポートのお蔭で優勝することが出

来たことです。感謝の気持ちでいっぱいです。そ

して、私はBEST PITCHER賞も頂くことが出来まし

た。本当に嬉しかったです。この経験を無駄にせ

ず、これからに繋げていきます。清水先生率いる

このチームに選んでもらって、優勝できて本当に

最高の経験が出来ました。ありがとうございまし

た。

投手 海部 栞菜（環太平洋大学）

６月４日から12日までの大学日本代表として選

考されたことにとても感謝しています。

４日から山梨学院大学で行われた事前合宿は毎

日がとても有意義なものでした。山梨学院大学の

選手の皆さんにはとても感謝の気持ちでいっぱい

です。いろんなことに気を使っていただき、本当

に毎日が充実していました。初の代表選考だった

私は、本当にはじめは不安と緊張でいっぱいでし

た。ですが、４年生の中に経験者が多いこともあ

り、その不安はすぐ薄れて行きました。集まった

初日から実践練習だったのですが、慣れない中で

のことだったので確認事項がとても多くありまし

た。個々の能力が高い分、結束力良いと思いまし

た。そして、５日、６日のテストマッチでは実業

団さんの胸を借り、一生懸命にやらなければいけ

ない課題に対して向かうことが出来ました。ピッ

チャーとしてインコースは強気に、アウトコース

はボールで良いという課題に対して実践して反省

しての繰り返しではありましたが手応えはありま

した。実践の中で私の中で大切にしていたのはチ

ームメイトとのコミュニケーションでした。顔見

知りもいれば、何も知らない選手も居たりと人見

知りの私には苦労しました。ですが、コミュニケ

ーションするように心掛けました。

中国へ旅立ち、現地に着いてからは苦労ばかり

でした。いろんなことに気を配り、何もかも分か

らないことだらけでした。衛生面については事前

の話を聞いたりしていましたが、予想以上のもの

でした。８日の現地での初めての練習はグラウン

ドや気候に慣れるまでとても大変でした。ケース

練習中もこまめに水分補給するなど体調管理が大

変難しかったです。ですが、裏で動いてくださる

スタッフの方々のおかげでスムーズに練習が出来

ました。

東アジアカップ本番を迎えた９日は開会式を前

に試合ということでとても朝は忙しいものでした。

初戦の台湾戦は大学生らしいはつらつとしたプレ

ーが出来なかったのは残念に思います。この試合

で登板の機会をいただきましたが失点をしてしま

い、点差を広げてしまう結果となりました。個人

的にとても残念な結果でした。日本としては２試

合目の韓国戦は自分たちらしく元気に粘り強く試

合が出来たと思いました。

大会２日目も１試合目ということで前日と同じ

行動だったので、体は動きやすかったです。相手

は中国ということで緊迫した試合でした。私はブ

ルペンで準備だけでしたが、良い方の緊張感でい

っぱいでした。この試合では代打で打席に立つこ

とが出来て、後悔のない打席になりました。三振

という結果でしたが、フルスイングが出来たので、

私の中では納得でした。

投手 酒井 彩好（山梨学院大学）

清水監督をはじめスタッフの方々には私たちが

ソフトボールをやりやすい雰囲気や環境を与えて

いただきありがとうございました。そして、事前

合宿では山梨学院大学の選手の皆さんには練習か

ら練習試合までお手伝いをしていただき感謝して
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います。

この短期間で優勝という最高の結果を残せたの

は私自身大きな経験になりました。大会に臨むま

での４日間の事前合宿でのチーム作りや優勝とい

う目標に気持ちを一つにするということは短期間

では厳しいと思っていました。ですが、選手間で

コンビネーションプレーなどは一つ一つ気になる

部分を全員で意見を交わし解消していきました。

そこで感じたことはコミュニケーションを取り全

員の気持ちを一つにすることは短期間でも可能だ

ということが証明できました。

チーム作りは選手間だけでなくスタッフさんと

選手とのコミュニケーションも取れていたので相

談やケアの事についても気軽にお話させていただ

くことができました。大事な試合前のミーティン

グでは清水監督からお話がありそこでも気合いの

入る言葉を頂き心に響きました。それはしっかり

スタッフさんと選手の間でも信頼関係があったか

らこそ響くものがありチーム力も上がったと思い

ます。絶対に落とせない中国戦や台湾戦ではしっ

かりと勝つことができました。勝つことができた

のは清水監督の言葉が胸に響き感謝の気持ちを結

果として残さないといけないと思ったからです。

今回のチームは粘りのチームだとおっしゃってい

ました。自分たちのチームの特徴を個々が頭にイ

ンプットしプレイしていたので試合中の声掛けな

どもそれに近い声掛けをしていました。どんなに

ピンチの場面でも落ち着いて日本らしい大学生ら

しいスタイルでプレイをすることができました。

他国のチームは大学生ではなくナショナルチーム

でしたが各国の雰囲気にのみこまれず自分たちの

ソフトボールをすることができたので勝利に繋が

ったのだと思います。東アジアの各国の選手を見

ると勝負の場面では気持ちをあらわにし気迫が伝

わってきました。やはり気迫で相手を圧倒させる

パワーを持っている選手は勝負を楽しんでいると

感じました。

17人という限られた人数の中、大学ジャパンと

いう自覚を持ちプレーしたからこそ優勝という結

果が残せたのだと思います。スタッフのみなさん、

中国まで応援に駆け付けてくれた保護者さん、お

手伝いしてくれた山梨学院大学のみなさんのおか

げで優勝することができました。本当にありがと

うございました。

捕手 平川 穂波（中京大学）

山梨合宿と中国遠征を通して、あのチームで優

勝できて嬉しかったというのが率直な感想です。

昨年のU 1 9に引き続き、日の丸を背負って戦いま

したが、２年連続で優勝出来たのは嬉しかったで

す。こんな経験は滅多にできないことだと思うの

で、今後に生かしていきたいと思っています。

具体的なことをいいますと、短期間でのチーム

作りの中でみんなでまとまり、優勝という喜びを

みんなで分かち合えたのにはすごく感動しました。

短期間のチーム作りでは、自分の所属チームと比

べないことや、普段の当たり前と短期チームの当

たり前の相違点を理解し対応すること、そしてな

によりコミュニケーションをたくさんとることが

重要だと感じました。

また、二年生ながら選んでいただき、私なりに

できることを探して行動するよう心がけました。

チームのための自分を意識し、行動した結果が今

回の結果です。

個人的な話になってしまいますが、岡村投手の

の個人賞受賞がとても嬉しかったです。ブルペン

でたくさんの球を捕り、キャッチャー目線からの

ことを伝えたりしていたので、マウンドで結果を

出してくれて本当にキャッチャーやっててよかっ

たと思いました。

正直、試合に出たかったという思いもありまし

たが、 私自身の力不足です。今後は今までより努

力し、また日の丸背負って世界と戦えるよう、先

輩方から学んだことを忘れずに頑張っていきたい

です。２年生で選ばれた以上来年以降も期待され

ると思うので、期待に応えられるよう、頑張りま

す。すごく楽しくて嬉しくて、少し悔しい、充実

した９日間でした。

捕手 森田 紀代美（山梨学院大学）

東アジアカップを優勝という形で終わることが

できました。それはやはり、周りの人のサポート
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があったからだと思っています。陰ながら、サポ

ートしてくださった方々には、本当に感謝の気持

ちで一杯です。

６月４日からの合宿がスタートしました。５日

６日と練習試合をしてからの出発になりました。

やはり、本番までの５日間でチームとしてまとま

らなければいけないことはとても難しく感じまし

た。私の中では、選手・スタッフとコミュニケー

ションを多く取ることを心がけました。その結果、

お互いを知ることができたので、不安感なく試合

に入ることができました。どんなに短期間であっ

たとしても、全員がチームとしてまとまろうと思

えば、一つになれることを実感しました。

チームの徹底としては、「粘り強く・諦めず

に」という言葉をテーマに試合に臨みました。そ

の結果、試合で弱気になることもなく、とにかく

諦めずに強気で立ち向かうことができました。一

人一人が場面に応じた役割を果たすことで、大き

な連携ミスなどもなく試合を進めることができま

した。技術面をどうこうするよりも、自分自身が

もっている最大の力を出し切ること、派手にやる

のではなくいつも通りにプレーすることを意識し

て取り組みました。初戦の台湾戦では、堅苦しく、

自分たちのペースで試合を運ぶことができません

でした。しかし、２試合目の韓国戦以降では、小

技を中心に繋ぐバッティングや堅実な守備でチー

ムカラーを出すことができました。

チームの目標は一つであり、誰一人違う方向を

向く人はいなく、全員で同じ方向に向かって戦う

ことができました。選手17人・スタッフ６人でチ

ームになれたからこそ取れた優勝だと思います。

この、東アジアカップで学んだこと、経験したこ

とを胸にこれからも頑張っていきたいと思います。

内野手 榎本 千波（城西大学）

今回、大学日本代表に選ばれ東アジアカップに

出場することが出来、沢山のことを学び、感じる

ことが出来ました。大会に入るにあたって、私は

「優勝するために、自分を活かしチームにどんな

形でも貢献しよう」という気持ちでいました。昨

年、世界ジュニア大会に出場し、国際大会の独特

な雰囲気や、国際ルールを経験し、また、各チー

ムの主力が集まり短期間で一つのものを目指しチ

ームを作るという、難しさも経験してきました。

それを踏まえて、私は「優勝するために、自分を

活かしチームにどんな形でも貢献しよう」という

気持ちでいました。

山梨学院での合宿から始まり、試合に活かして

いけるような練習をしたり、リーグで戦うチーム

と試合をさせていただいたり、大会に臨むにあた

りとても良い環境を作ってくださいました。そこ

での練習や試合で私は『ＤＰ』という役割を与え

られました。守備では私も圧倒される堅い守備を

先輩方がしていて、尊敬しました。まずそこで、

「もっと私も練習してこんな守備ができるように

なりたい」という気持ちが生まれました。正直、

私の技術はまだまだ叶わなくて悔しいなと思いま

す。だからこそ、今回与えられた『ＤＰ』という

役割で「1 0 0％の力をだす」と、気合を入れてい

ました。しかし、緊張や雰囲気などで思った以上

に自分のいつも通りのプレイができず、結果が残

せなくて「ダメだな、悔しいな」と思いました。

中国へ行って大会が始まってからも、私の結果は

伸びずプレイで貢献することはほとんどできませ

んでした。本当に悔しくて、悔しくて、応援して

下さる皆さんや、自分がでる代わりにベンチにい

て大声で声をかけてくれていた仲間に申し訳ない、

という気持ちでいっぱいでした。でも、それを受

け止めてションボリしているようでは結果が残せ

ていないどころか何も貢献出来ていない。と思い、

ベンチにいる時間が長かったので中でプレイして

いる人が見えないところや、盛り上げるところで、

とにかく声を出そうと思いました。結局、数字で

残る記録としてはほとんど結果を残すことが出来

ずに、大会が終わってしまったのですが、まさに

「粘り強さ」と「チーム力」で優勝することがで

きて、とても嬉しく思います。本当に周りの人の

力と沢山の人の思いなかったら絶対に優勝するこ

とは出来なかったと思います。

私は、今回の大会を自分が不甲斐ない結果で終

わりましたがこの９日間という短い期間で、沢山

のことを感じることが出来ました。そして、新た
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に目標も出来ました。それは、大学生活残りの２

年間で２回大学代表に選ばれ、東アジアカップに

スタメン出場し優勝することです。今回の悔しい

思いと、良い経験を忘れず自分を奮い立たせて練

習していきたいです。そして、私の最大の目標は

2020年の東京オリンピックに出場することです。

その目標へ向けて、今回の悔しい思いと、良い経

験を忘れず自分を奮い立たせて練習していきたい

です。また、自分のメンタルの弱さも思い知らさ

れたので、心を強く挑戦していきたいです。

最後になりましたが、今大会に出場にするにあ

たり、高橋団長、清水ヘッドコーチをはじめ、ス

ッタフの皆様、練習に全面的に協力してくださっ

た山梨学院大学の皆さん、他にも遠くから声援を

送って下さった方々、本当にありがとうございま

した。皆様の力なくしては、優勝という結果は得

ることは出来なかったと思います。今後も、ソフ

トボールを続けていくうえで、沢山の方にお世話

になると思います。絶対に感謝の心を忘れず、純

粋な気持ちでソフトボールをしていきたいと思い

ます。ありがとうございました。

内野手 亀井 愛梨（園田学園女子大学）

今回、大学日本代表として東アジアカップを経

験して、今までにない経験がたくさんありました。

中国で開催されるということで、言葉も全く通じ

ず困ったこともありました。試合を通して感じた

ことは、外国人の打球の速さは日本人と違いとて

も速く、守備側ではもっと今以上のスピードが必

要だと思いました。打球が速くてバントの確率が

低く、その分ゲッツーを多くとれたことは、とて

も有利な試合運びになっていったと思います。ス

トライクゾーンの広さには驚きました。日本の場

合では、いつもボールとコールされるところでも、

今回はストライクと言われ、いろいろなことを考

えてしまいバットが全く出ない状況になってしま

いました。そこですぐに対応できるようなバッタ

ーにならなければ、上になればなるほど通用しな

いと思いました。試合展開の流れが遅く、リズム

を作るのが難しかったように感じました。それに、

今までに経験したことがないくらいのジメジメし

た暑さで、体力がすぐに奪われていくのがわかり

ました。

食事面では、食べれるものが少なく、初めの頃

はどうしようかと思っていましたが、その中でい

かに良いパフォーマンスをするためには、やっぱ

りしっかり食べなければいけないと思いました。

自分自身でどう補っていくのか考える毎日でした。

チーム全体的に、最後まで諦めず粘り強く戦っ

ていけば、自然に結果はついてくるととても思い

ました。日が経つにつれ、チームワークも深まり

意見を言い合うなど、大学生らしい良いチームに

なることができました。これも支えて下さった監

督、コーチ、トレーナー、通訳さん、保護者、現

地の方々のおかげだと思います。

今こうしてソフトボールができている環境は、

日本はとても恵まれていると感じました。球場で

試合をすることができたり、練習会場が必ずあっ

たり、いい道具が揃っていたりなど、他の国では

ないことが日本ではあたりまえのようにできてい

ます。このようなことをあたりまえと思わず、感

謝しながらソフトボールを楽しんでいきたいです。

この東アジアカップは唯一大学生が世界のレベ

ルで挑戦できる貴重な大会です。このような大会

を通してオリンピックに少しでも近づけていけた

らいいなと思います。そして今回、この大会のた

めに国内合宿で山梨学院大学の方々が、朝早くか

らグランド整備などソフトボールをしやすい環境

を作ってくださり、しっかりと準備して大会に臨

むことができたからこそ優勝することができたと

思います。本当にありがとうございました。

この経験を生かし、これからももっともっと上

を目指して頑張っていきたいです。

内野手 古澤 春菜（園田学園女子大学）

私自身も今回で３回目の東アジアカップとなっ

た。優勝は難しいのでは、と危ぶまれるなかで結

果的に優勝という形で終えられたこと大変嬉しく

思う。悪天候で決勝戦は行われず予選での結果が

優勝という形になったが、初代チャンピオンの意

地を見せつけられた気がする。国内合宿の時も雨

で、グラウンド整備などを同じ大学生達が何から
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何まで行い、支えてくれた。そのお陰で、いいコ

ンディションで大会を迎えることができた。いつ

もは敵でライバルの仲間達と９日間生活を共にし、

何気ない会話やコミュニケーションをたくさんと

ることで少しづつチームワークができていった。

又、大学生や実業団の方々を相手に国内合宿など

で試合を重ねると共にチームが一つになり、選手

同士だけでなくスタッフの方々との一体感が日を

重ねることに増していった。日本人の私たちと海

外の選手と比べて、打球の速さだったり、体のサ

イズ・パワーは全然違った。しかし今回のテーマ

である"ねばり強く、最後まで諦めず戦う"という

ことを全員で徹底して相手にぶつかり、どんなピ

ンチや逆境があっても一人一人の活躍で乗り越え

ることができた。日本らしく、泥臭くソフトボー

ルをすることが勝利に導いたのだと思う。自チー

ムでも掲げているテーマでもあったので、自分ら

しく戦うことができた。この大会を通して、自分

自身の未熟さが痛感でき数々の課題が見つかった。

いつもはライバルである仲間達の良い所を吸収し、

自チームに帰って磨き直し、さらなる進化を遂げ

たい。この経験を自分自身だけの経験にするので

はなく、仲間達、後輩達と共有していきたいと考

える。このメンバー、スタッフの方々に出逢えた

こと、こんなにも良い経験が出来たことに感謝し

たい。また、2020年のオリンピック復活に向けて

の弾みになってほしい！！

内野手 松畑 美希（日本体育大学）

今回の東アジアカップは、私にとって２度目の

挑戦でした。今年は最上級生というのもあり昨年

より気持ちに余裕がありましたが、いざスタッフ

の方やチームメートと顔合わせをした時は全身に

緊張感がはしり、選ばれた責任とともにこのチー

ムで絶対優勝したいと思いました。短い期間での

合宿となりましたがすぐにみんなうちとける事も

出来たし、スタッフの方とも良い関係になること

が出来、とてもいいチーム状況で中国に入れまし

た。通訳の方や、トレーナーの方、スタッフの方

のおかげでとても過ごしやすい生活を送ることが

出来ました。一戦一戦気の抜けない試合展開が続

きましたが、清水監督からの粘り強くという言葉

を全員で繰り返し最後まで戦い抜けたと思います。

決勝戦は雨で中止になってしまいこのチームで出

来る試合数が減ってしまい残念でしたが、優勝と

いう結果を残すことが出来て本当のよかったです。

私自身ふがいない事ばかりで悔しい気持ちはあり

ますが、今回の課題や素晴らしいプレイを頭にし

っかりと残して、今後自チームに帰って活かして

いきたいと思います。

高橋団長をはじめ、清水監督、長澤さん、伊藤

さん、末広さん、ピンさん率いるこのチームでプ

レイすることが出来て優勝することができてとて

もいい経験が出来ました。本当にありがとうござ

いました。

内野手 山根 すずか（東京女子体育大学）

今回の東アジアカップでは日本での合宿から中

国と本当にたくさんの方にお世話になりました。

日本の合宿では山梨学院大学の選手にも練習のバ

ックアップをしていただいてとてもいい環境で練

習に取り組めました。各大学から集まっている選

手なので個々の技術があってもそれをどのように

生かすのか連携プレイが本当に難しかったです。

バッティングではI S Fのバットで打つ練習をし、

感覚をつかむようにしました。練習試合では個々

のプレイよりもチームのプレイを大切にしました。

次のプレイの声かけや誰がベースに入るのか、カ

ットに入るのか細かい部分まで確かめながら試合

ができてよかったです。雨の予報ではあったにも

かかわらず練習試合ができたこと、雨が降っても

雨天練習場でバッティング練習などができ、本当

に環境がよく気持ちよく大会前の練習ができまし

た。試合が近づくにつれて緊張もありましたが、

各大学から集まったメンバーだとは思えないぐら

いにミーティングでは意見が出てサインを全員で

決めたりと充実した時間を過ごすことができまし

た。

中国では環境も違うなかで食生活から気を遣い、

ただプレイをすればいいわけではないと感じまし

た。環境が違う中でもいつも通りにプレイができ

る選手がいい選手であり、強いチームになるんだ
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と感じました。食べなければ体力は持たなく、体

調管理は１番難しかったです。気候も日本とは違

い、蒸し暑くただ外に立っているだけでも汗が出

てきました。１日２試合とこの環境では本当に厳

しかったのですが、１試合１試合こなすなかでチ

ームがすごくまとまっているのが感じました。初

戦は負けてしまったのですが、そこでチームがこ

れではいけない。自分達に何が足りないのかどう

したら自分達の力が出せるのかなど試合と試合の

短い時間で話し合い次の試合に繋げていきました。

この負けを次に生かしてどのようなチーム作りを

していくのかなど細かいところまで話すことがで

きました。日本の選手が相手ではないことによっ

てどんな選手がわからない部分から油断がでたり、

自分達の中でもミスが出たりと悪いところもあっ

たのですがそれ以上に全員が勝ちにこだわった気

持ちで試合に取り組めたことがとても良かったと

思います。決勝トーナメントでは１回の負けも許

されない厳しい戦いとなりましたが、１試合１試

合チームの団結力が目に見えてわかりこのチーム

だと負けることはないと私は感じました。結果と

して決勝戦は雨の為、中止になり試合ができずに

終わってしまいましたが、このチームで優勝でき

たことは本当に嬉しく思います。この優勝もチー

ムだけではなく、日本から応援してくださってい

る方々や、朝早くからおにぎりを作って下さった

りと私たちにバックアップしてくれた方がいて優

勝を勝ち取ることができたと思いました。

短期間だったのですが、自チームでは経験でき

ないことがこのチームで経験できました。もうこ

のチームでは試合することはできませんが、自チ

ームに帰りこの経験を生かして今後のソフトボー

ルに繋げていきたいと思います。

内野手 山本 絵梨奈（東京女子体育大学）

今回は３度目の東アジアカップ出場となりまし

た。チームは例年と同様、短期結成でしたが、日

に日にチームとして団結を感じられるようになり、

最後はこのチームでもっと試合がしたいと感じる

ほど良いチームでした。今年のチームは良いチー

ムというだけでなく、結果として優勝することが

できました。単に良いチームではなく勝てるチー

ムになれたのは、清水先生をはじめとするスタッ

フの方々のおかげでした。本当に良い経験、良い

想いをさせて頂きました。

個人的な結果としては、先生方の期待に応えら

れず大変申し訳ない気持ちと悔しい気持ちですが、

今回の遠征で自分自身の課題を沢山見つけること

が出来ました。この課題は自チームに戻り克服し、

生かしていきます。そして、またこのような機会

を頂けたときに力を発揮できるように日々精進し

ていきたいと思います。

今回の遠征では海外遠征でしか味わうことので

きないことや気付けないこと等、短期間でしたが

全てが本当に良い経験になりました。また、厳し

い環境の中での遠征でしたがソフトボールに集中

できる環境に整えてくださったスタッフの方々へ

の感謝の気持ちでいっぱいです。今後も周りの方

々への感謝の気持ちを決して忘れず、ソフトボー

ルを楽しみたいと思います。

そして、チームは解団してしまいましたが、ソ

フトボールを愛する仲間として今後とも切磋琢磨

し、大学女子のソフトボール界を盛り上げていき

たいと思います。９日間という短い間でしたが、

本当にありがとうございました。

外野手 鈴木 茜（山梨学院大学）

大学JAPANとしてのチームでソフトボールをや

らせて頂いて本当に学ぶことばかりでとてもいい

経験をさせて頂きました。短期間でも一人一人の

意識や行動次第でチームは作り上げることができ

るということや、"勝ちたい"という気持ちを前面

に出しその中で頭は冷静に一人一人の与えられた

役割をしっかりと理解し、その場でのやるべきこ

とを確実にすることで自然と勝利に繋がること。

そしてチームワークとは作るものではなく一人一

人が自分の役割や立ち位置を理解してこそできる

ものだと実感しました。チームを作っていくうえ

で個々がどれだけ大切であり個々の存在が重要に

なっていくことが改めて思いました。

試合をしていく中で大学日本代表であるという

自覚も強くなり、それがプライドとなりプレイに
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繋がりました。そしてなにより攻撃では一人一人

がチームバッティングを意識しチームとして繋が

っているのがとてもわかりました。チーム全員で

テーマであった粘りを果たしたことで優勝という

結果を勝ち取ることができました。

試合でも雰囲気よく、楽しくプレイできたのも

高橋団長をはじめ、清水ヘッドコーチ、長澤コー

チ、伊藤コーチ、末広トレーナ、ピンさんが私た

ちのために全力でご指導やサポートをして下さっ

たおかげです。全力でやって下さっていたのが本

当に伝わっていたので私もその思いに全力で答え

られるように貢献しようと思いました。

最後になりますが、このように私たちが何不自

由なくプレイに集中できたこと、東アジアカップ

で優勝できたことは、様々な面で支えてくれた方

々のおかげです。合宿では自チームの仲間が、お

手伝いのために朝早くから授業の合間の少ない時

間にグラウンドに足を運んでくださり、悪天候時

のグランド整備と何から何まで支えて頂きました。

本当にありがとうございました。

今回得た経験を一人一人が自チームで生かし活

躍し勝負するのが楽しみです。私もこの経験を活

かしチームに貢献していきます。

外野手 田中 瑠莉（園田学園女子大学）

６月４日からの代表合宿、７日から始まった第

３回東アジアカップでたくさんのことを経験する

ことができました。海外遠征から何をするのも初

めてのことばかりで貴重な体験をすることができ

ました。

代表合宿は山梨学院大学で行い、一日目は練習、

二日目からは実業団の方と練習試合をしました。

はじめは、チームの雰囲気に慣れずコミュニケー

ションもあまりとることができなかったが、ソフ

トボールを通じてだんだんとコミュニケーション

もとることができました。天候が悪く試合ができ

るか不安のなか毎日授業の合間に山梨学院の学生

がサポートをしてグラウンド整備などをしてくれ

て予定していた練習、練習試合もすることができ

ました。この合宿ではいろいろな方の支援、サポ

ートがあると感じ感謝することばかりでした。

７日の夜中から中国に行って、環境の違いに驚

きました。中国はどのようなとこかは耳にしてい

たけど実際にいって体験するのと聞くのでは全然

違いました。環境の違いで一番驚いたのは、トイ

レです。試合会場のトイレは扉が閉まらなかった

です。また、トイレットペーパーが流せないこと

にも驚き何回も捨てそうになりました。食事は一

言でいうと私は油って感じでした。だから見た目

おいしそうな焼きそばを食べても油の味しかしな

かったです。一番おいしいと思ったのはカスター

ドパイでした。気温も６月なのに真夏のような暑

さで立っているだけでも汗が垂れ落ちてくるぐら

いでした。そんな中はじまった第３回東アジアカ

ップでは海外遠征はもちろんのこと海外のチーム

と試合することもはじめてでした。開会式の前に

試合があって国内では聞いたことのないことがあ

り驚きました。国際試合は国内でするのとは違い

日の丸をつけていると思うと今までとは違う緊張

感でした。また、どの海外チームもパワーもあり

打球のスピード、走塁の速さは全く違い勉強にな

ることばかりでした。迫力が全く違い守っていて

威圧感がありました。緊張した中でも自分の持っ

ている力を十分にだしてプレイする難しさを改め

てわかりました。試合は初戦の台湾戦は落として

しまったが、韓国、中国には勝ち決勝トーナメン

トで台湾を破り、中国との決勝で大雨が降り中止

になり、結果、優勝することができました。決勝

戦をして優勝したかったのですが、一戦の大切さ

もわかりました。中国に予選で勝っていなかった

ら、２位通過で優勝はなかったので中国戦をチー

ム一丸となって勝ててよかったです。またこのチ

ームで優勝することができて本当によかったです。

このチームを引率してくださった監督、コーチ、

トレナー、スタッフの方々、山梨学院の学生さん

には本当に感謝しています。他にも、影で支えて

くれた方々にも感謝です。日の丸をつける自覚も

学ぶことができ貴重な体験ができました。この経

験を生かして次につなげていけるようにこれから

もがんばります。この日本代表チームに一員にな

れてうれしかったです。ありがとうございました。
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外野手 塚本 智名（中京大学）

私は、東アジアカップに３年連続選んでいただ

き、国際舞台で経験を積むことができたことを大

変嬉しく思っています。

国内合宿の時には、大学日本代表が世界のレベ

ルにどのくらい通じるのだろうかと思っていまし

た。今年は、足を使ったチームなので、少しでも

貢献したいと思っていました。連携で不安な部分

もありましたが、ＮＥＣや靜甲と試合をする中で、

チーム力が少しずつ上がり、大会本番を迎えるこ

とができました。

今回は、中国開催の大会ともあって、日本とは

違ったグラウンドや現地の暑さに驚きました。環

境に慣れないまま迎えた台湾戦は、全体的に緊張

した雰囲気があり、本来の力を発揮できないまま

終わってしまい、とても悔しさを残した試合とな

ってしまいました。私は、チームに何ができるか、

それぞれが役割を考えてチーム一丸となれば、絶

対に勝つことができると思いました。初戦の敗戦

から、ミーティング等を重ね、話し合う中でチー

ムに一体感が現れ、粘り強さとつながりのあるチ

ームになってきたように感じました。

中国、台湾、韓国、日本の四カ国の代表選手が

出場する国際大会の中で、「勝利をめざし、ひた

むきに努力を重ね、何事も全力でプレイする。そ

して、最後まで決して諦めない！」ことの大切を

改めて感じることができました。また、『日本代

表』として日の丸を背負い、戦うことの意味、重

さを感じました。国際舞台という緊張感の中、各

国と試合を行い、最後には優勝という結果を勝ち

獲ることができて本当に良かったと思います。初

戦は「負け」から始まったチームでしたが、そこ

から這い上がり「優勝」を勝ち取ることができて

本当に嬉しかったです。勝利を目指して、粘り強

く戦うひたむきな思いは、想像以上の強い力を生

むと実感しました。

スポーツに向かう真摯な姿は、何よりも人々に

感動や勇気を与えます。今後も大学日本代表とし

て頑張ってきたことを糧として「責任ある行動」

と「自覚」をもち、仲間とともに切磋琢磨してい

きたいと思います。また、応援してくださる方々

への感謝の気持ちを忘れず常に全力でプレイし、

日本を担う選手として国際舞台で活躍できるよう

励んでいきたいです。ありがとうございました。

外野手 村上 ほのか（山梨学院大学）

日本代表として、合宿から東アジアカップを終

えて感じたことは、各チームの代表選手とあの短

い期間であれだけの良いチームを作れるというこ

と、勝負する楽しさということを知りました。

私は、日本代表の経験がなく初めて背中に日の

丸を背負い、チームのキャプテンとしてやらせて

頂きました。自チームをまとめるのとは違う緊張

感があり、最初はチームとしてまとめることに必

死でしたが、コミュニケーションを重ねていけば

いくほどチームのまとまりというのも強くなり、

合宿を終えたころにはひとつのチームとして仕上

がり、東アジアカップが行われた中国へ入ってい

きました。

私が感じたことは、あのチーム、あの環境でし

かあじわえない緊張感を肌で感じることが出来た

ことが私にとっても大きな財産になりました。そ

して、何よりチームワークの良さや、チーム一人

一人の役割があったからこそ東アジアカップを制

覇することが出来たと思います。また、日本代表

チームとして戦うときも一人一人が勝ちたいとい

う気持ち、日本代表としてのプライドが前面にあ

ったからこそあの短い期間の中でチームワークを

築き、勝負する楽しさというのが結果として表れ

たのだと思います。

ヘッドコーチの清水先生を中心とし、チーム全

体が目指していることを一人一人が理解をし、個

々がやるべきことは何かを考えられたからこそチ

ームとしての歯車が成り立っていたと思います。

また、私達がソフトボールのしやすい環境を作

ってくださった日本代表スタッフをはじめ山梨学

院大学の皆さんのサポートがあったからこそ東ア

ジアカップに集中することができ、東アジアカッ

プを制覇することができたことを心から感謝して

います。
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会期：平成26年８月29日(金)～９月１日(月)

会場：岩手県花巻市／石鳥谷ふれあい運動公園Ｃ・Ｄ・Ｆ・Ｇ球場

大会概要

早稲田大学 ３連覇で４度目の優勝

大会記録長：関根 睦

本年度のインカレは女子大会と同時開催で、詩

人で小説家の宮沢賢治ゆかりの岩手県花巻市石鳥

谷ふれあい運動公園において、８月30日(土)～９

月１日(月)の３日間で開催された。

第１回戦が行われた第１日目こそ小雨模様の中

での開催であったが、グラウンドの状態は良く、

地元岩手県ソフトボール協会、花巻市ソフトボー

ル協会および全日本大学連盟の各関係者の尽力で

予定通りの日程で本大会を開催することができた。

優勝したのは大会３連覇の早稲田大。歓喜の胴

上げで吉村正監督が宙に舞った。

１回戦から決勝戦まで全31試合の総得点は3 2 3

点で、勝利チームの１試合あたり平均得点は7 . 6

点、敗戦チームの平均得点が2 . 8点であった。得

点差が10差以上の試合は４試合であったが、１点

差で決着がついた試合も６試合あった。

規定打席数12打席以上での首位打者は池田康平

（早稲田大）の0.571。早稲田大は打撃10傑に４

名が入る。全本塁打数は56本、うち満塁本塁打は

吉田享平（早稲田大）の１本。最多本塁打は大嶋

翼（早稲田大）の３本であった。

規定投球回数11回以上での防御率では、河野拓

郎（日本体育大）と竹本流星（中京学院大）がと

もに1.24で同率首位。河野拓郎は奪三振でも33と

トップに立った。

得点差によるコールドゲームは７試合で、また

延長戦となったのは１試合だけである。平均試合

時間は１時間55分、最短試合は１時間６分、最長

試合は２時間38分、２時間を超す試合は12試合あ

った。なお、歴代新記録の更新はなかった。

大会講評

早稲田大学 圧巻の３連覇

北海道東北地区常任理事 大塚 健樹

岩手では初となる文部科学大臣杯全日本大学ソ

フトボール選手権大会は、８面の球場を備える花

巻市石鳥谷ふれあい運動公園で開催された。大会

は、男女が同一の会場で試合できる環境の中で白

熱した試合が順調に展開され、大会運営にご協力

をいただいた各位に、心より感謝申し上げます。

さて、試合結果になりますが大会は、２年連続

優勝中の早稲田大学が安定した試合運びで優勝を

飾り、３連覇を成し遂げた。特に決勝は、優勝候

補の一角であった日本体育大学を準々決勝で破り、

勢いに乗る環太平洋大学との打撃戦を制し、コー

ルド勝ちという圧巻の試合運びであった。

この２校以外のベスト４には、関西大学、神戸

学院大学が入り、西が３チームという状況で、全

体的には西が優位であったと思える大会となった。

東北地区での大会開催であることから北海道・東

北地区のチームの奮起が期待されたが、好試合で

はあったが一回戦で全チームが敗退したことは誠

に残念で、今後さらなる奮起を望みたい。

また、ここ数年の傾向で今大会も「打高投低」

で打撃戦の試合が多かったことから、投手のレベ

ルアップを図ることが急務であることが、浮き彫

りになった大会であった。さらに、ベスト16に進

出した広島大学、徳島大学に代表されるよう国公

立大学の活躍も今大会の特徴であった。

最後に、男女同一会場での試合で、男子の豪快

な打撃に歓声を挙げる場面や、投手の速球に感嘆

する声に数多く触れられた。多くの方から男子の

迫力に驚いたとの声をかけていただき、男子ソフ

トのファンが増えることが期待される。
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文部科学大臣杯第49回全日本大学男子ソフトボール選手権大会

８月30日(土) ８月31(日) ９月１日(月)
１．国 士 舘 大 学(49) ４

０
２．京 都 産 業 大 学(36) ２

２
３．日 本 体 育 大 学(49) ８

４
４．同 志 社 大 学(32) ０

11
５．大 阪 体 育 大 学(14) ２

７
６．環 太 平 洋 大 学(８) ６

３
７．東 海 大 学(40) ３

３
８．沖 縄 国 際 大 学(20) ８ 環太平洋大学

６
９．国 際 武 道 大 学(21) ６

６
10．岐 阜 聖 徳 学 園 大 学(10) 10

４
11．城 西 大 学(20) ６

８
12．神 戸 学 院 大 学(24) ７

６
13．北 海 道 大 学(２) ０ 神戸学院大学

14
14．広 島 大 学(14) ３

３ 早

（

15．福 井 県 立 大 学(４) 12 ３
０ 稲 年

16．香 川 大 学(13) ７ 連
田 続

17．徳 島 大 学(７) ９ ４
10 大 回

18．長 崎 国 際 大 学(初) ７ 目
０ 学

）

19．宮 城 教 育 大 学(２) ４
８

20．広 島 工 業 大 学(７) ９
５

21．早 稲 田 大 学(49) 14
７

22．京 都 大 学(20) ２
７

23．中 京 大 学(44) ７
０

24．九 州 産 業 大 学(11) １
13

25．東 京 学 芸 大 学(６) ６
０

26．常 葉 大 学(17) １
３

27．熊 本 学 園 大 学(27) ７
11

28．関 西 大 学(38) ８
０

29．千 葉 大 学(５) ０ 関西大学
４

30．中 京 学 院 大 学(11) 10
２

31．中 央 大 学(25) ３
０

32．立 命 館 大 学(32) ２

※（ ）内は出場回数で、校名変更のあった大学は以前の名称での出場も含む。
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試合結果

▼第１日（８月30日）１回戦

京都産業大学 ００００２００：２
国 士 舘 大 学 ０００３０１ｘ：４

［京］●松岡涼介・新田哲也－溝上郁英

［国］○武井大樹－畑 優也

【評】国士舘大学、集中打で初戦突破！

両チーム無得点で迎えた４回裏、国士舘大学は

無死から四球から５番、６番の連続安打に暴投が

絡み３点を先取。６回にも５番、６番の連続安打

に犠打と犠飛で１点を追加し接戦を制した。

一方、京都産業大学は１回無死満塁の好機を得

たが無得点。先行された５回表、４安打と犠打で

２点を返すが要所を抑えられ敗れた。

日本体育大学 ０３４０１ ：８
同 志 社 大 学 ０００００ ：０

［日］○河野拓郎、中坂 誠、齋藤将平、

吉田 光－山内直人

(本)谷本卓哉 (三)谷本卓哉

(二)河村健佑

［同］●佐復洋太、大濱 航－茶畑佑介

(三)石川諒輔

【評】日本体育大学が圧勝で２回戦へ進出！

日本体育大学は２回表死球で走者が出ると、７

番・河野、９番・中西の安打などで３点を先制。

３回には１番・谷本の右中間本塁打などでさらに

４点を加点。５回にも谷本の三塁打で１点を挙げ

大差での勝利を収めた。

一方、同志社大学は、３回に８番・石川（諒）

の右翼横を抜く三塁打が出るまで日体大先発・河

野の好投に抑えられていたがいた。その後３人の

継投により好機を得たが、後続を断たれ無得点で

の敗退となった。

大阪体育大学 ２００００００：２
環太平洋大学 １３０１１０ｘ：６

［大］●三原広太郎、松田崇志－中西卓也

(三)河井友希 (二)古川成児

［環］児玉勝利、○丹生谷翔馬－知土 志徳

(本)細川卓翁 (二)井上 知厚

【評】環太平洋大学が接戦を制し２回戦へ進出！

環太平洋大学は、１点を先制されて迎えた２回

に無死満塁から犠飛で１点を返し同点とすると３

番・井上の二塁打で２走者を返し逆転。その後４

回に１点、５回には代打細川の中越本塁打で追加

点を挙げ勝利した。

一方、大阪体育大学は、初回１番・古川が二塁

打から足を絡めた攻撃で２点を先制。２回以降、

好機を得るが後続を断たれ敗退した。

東 海 大 学 ０２０１０００：３
沖縄国際大学 １４２０１０ｘ：８

［東］●高橋宏允－一圓悠希

(二)田中翔太、丸山友輔

［沖］○島袋卓也－仲本 匡

(本)大湾貴登、崎間大海、金城太樹

(三)城間勇人②、菊池 倫 (二)崎間大海

【評】沖縄国際、長打攻勢で東海大学を下す！

沖縄国際大学は、１回裏に２番・大湾が中越本

塁打を放ち先制。その後も本塁打２本、三塁打３

本、二塁打１本を放って合計８点を挙げ、東海大

学を圧倒した。

東海大学は、９安打を放ったが、散発だっため

３点を返すにとどまり敗退した。

国 際 武 道 大 学 ２１２００１０：６
岐阜聖徳学園大学 ５２０３００ｘ：10

［国］●滝口悠真－ 大曽根教雄

(本)平山将規、滝口悠真、大曽根教雄

［岐］○鈴木達也－諏訪直哉

(三)諏訪直哉 (二)近藤潤一

【評】岐阜聖徳 逆転で勝利、２回戦へ進出！

２点を先制された１回裏、岐阜聖徳学園大学は

安打に敵失を絡め一気に５点を挙げて逆転。２回、

４回にも安打と敵失等で追加点を挙げて計10点と

し勝利を収めた。

一方、国際武道大学は初回３番・平山の右越２

点本塁打で先制。３回、６回にも滝口、大曾根の

本塁打で加点するが、要所を鈴木投手に抑えられ

て追撃及ばず敗退した。
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城 西 大 学 ０２０００１３：６
神戸学院大学 ２０００３０2x：７

［城］宮原 廉、沢勝也、●宮原 廉－鳥山和也

(本)岡本直也、岡崎智樹、鳥山和也

(二)池田昭一朗

［神］○永野 塁－森 大祐

(本)岩田貴晶、上村岳大 (二)杉江 章

【評】神戸学院 逆転サヨナラで２回戦進出！

神戸学院大学は、１点をリードされた最終回５

番・上村の中越本塁打で同点。２四球と安打で二

死満塁とし、２番・土井の初球、再出場した投手

の暴投でサヨナラ勝利した。

一方、城西大学は、７回表３番・鳥山の３点右

越本塁打で逆転し、１点差で裏の守りについたが、

本塁打で同点とされた後、守りきれず敗れた。

北海道大学 ０００００００：０
広 島 大 学 ０１０００２ｘ：３

［北］●木村 拓－十良澤健二

［広］○庄林 希－久保光野

(本)荒木一真 (三)荒木一真

【評】広島大学、北海道大学を２安打に抑え完封

で勝利し２回戦へ進出！

広島大学は、２回裏８番・荒木の三塁打と暴投

で１点を先取。６回にも走者を一人置いて荒木の

右中間越え本塁打で追加し勝利した。

一方、北海道大学は、相手投手・庄林に２安打、

三振１と抑えられて敗れた。

香 川 大 学 ０００５１１０：７
福井県立大学 ０７０００５ｘ：12

［香］●柳田諭志－佐式亮将

(二)須田恭祥

［福］○山口直樹、小野寺宏一－八木 基

(三)後藤 涼、中村卓晧

(二)高橋和志、白鳥宗篤

【評】福井県立大学 ７点差を追いつかれるも辛

くも振り切り２回戦へ！

福井県立大学は２回裏、二死満塁から相手の守

備の乱れに乗じ２点を先制した後、４本の長短打

を連ね、計７点を挙げ主導権を握った。一方、香

川大学は、４回表に四死球と安打で二死満塁とし

た後、安打、四球、二塁打で５点を挙げ２点差に

迫り、６回に同点とした。追いつかれた福井県立

大は、６回裏、四球とバント安打で無死一二塁と

した後、犠打が敵失となり２点を挙げ、勝利を手

にした。

徳 島 大 学 ３１１１０１２：９
長崎国際大学 ２０００００５：７

［徳］○勝本翔平－狭山 俊

(本)坪田知也 (三)塩士亮平

(二)寺橋正晃 上田井真輝

［長］●浦 達也－升水大瑚

(本)分藤俊太

【評】徳島大学 乱打戦を制し初戦突破！

徳島大学は初回、４番坪田の本塁打で幸先よく

３点を先制。長崎国際大学もすぐさま初回、６番

久田の安打で２点を返した。徳島大学は２回、３

回、４回と小刻みに１点ずつ追加点をあげ、点差

を広げて７回にも上田井の安打で２点を追加し、

試合を優位に進めた。７回裏、７点差を追う長崎

国際大学は、失策と４番分藤の本塁打で５点を返

し、２点差まで追い詰めたが、後続を絶たれ万事

休す。徳島大学は、長崎国際大学の反撃をしのぎ

何とか逃げ切った。

広島工業大学 ００５１１２０：９
宮城教育大学 ００１０３００：４

［広］○赤木翔一、平山 大－穴吹公紀、

赤木翔一

(三)江凌也 (二)上河翔平

［宮］●佐藤 響、大槻佳生、佐藤 響－

三塚昭太朗

【評】広島工業大学 ９点奪い快勝！

広島工業大学は、３回に７番上河の二塁打と９

番江尻の三塁打等で一挙５点を先制する。宮城教

育大学も、すぐ３回に３本の安打を集中し１点を

返す。広島工業大学の６点リードで迎えた５回裏

の宮城教育大学は、四球と死球を絡め３点を奪い

点差を縮めるも、６回に広島工業大学が２点を追
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加し、再び点差を広げる。広島工業大は、赤城・

平山乃投手リレーで、粘る宮城教育大を振り切っ

た。

早稲田大学 ００００３11 ：14
京 都 大 学 ０００１１０ ：２

［早］○松木俊皓、吉田尚央－沓澤 翔

(本)高橋希望、吉田享平 (三)水本将文

［京］●角野槙一、湯井大貴、角野槙一

－福部翔太

(本)湯井大貴

【評】早稲田大学、後半の猛攻で３連覇に向け初

戦突破！

先制を許した早大は５回、６番高橋の３ランで

逆転。続く６回には４番吉田の満塁本塁打で追加

点を奪った後も手を緩めず計11点。一気に勝敗の

行方を決した。

一方の京大は４回、湯井の先制本塁打で先行し

たが、６回に投手陣が相手打線に掴まり、点差を

離されて悔しいコールド負けとなった。

九州産業大学 ００１００００：１
中 京 大 学 ０００３４０ｘ：７

［九］●中村和也－下釜 航

(本)須藤貴士 (二)中村和也

［中］○花岡大輝、古橋和也－水本健太

(本)佐野俊介、鈴木友也 (三)山口恭平

【評】中京大学 本塁打攻勢で逆転勝利！

１点を追う４回裏、中京大学は一死後連続安打

で迎えた一三塁のチャンスに７番佐野（俊）が左

越二本塁打を放ち逆転に成功。更に５回裏連続安

打で迎えた好機に４番鈴木（友）が中越に本塁打

を放ちだめ押しとなる３点を追加し勝負を決めた。

一方 九産大は３回、３番須藤（貴）が左越本

塁打するもその後は追加点を奪えず敗れた。

東京学芸大学 １０３００１１：６
常 葉 大 学 ００００１００：１

［東］○藤井 峻－池田岳史

(本)藤井 峻、菱沼竜也

(三)福岡 真司②

［常］●田村幸也－佐藤拳士

(本)兼井祐太 (二)田村幸也

【評】学芸大、４番藤井の一振りで２回戦進出！

１回 学芸大は２番福岡の三塁打を足掛かりに

１点を先制、３回には４番藤井の３点本塁打で試

合を優位に進め、後半も２点を加点し勝利した。

常葉大は５回裏、１番兼井の本塁打で１点を返

したが及ばなかった。

熊本学園大学 ０１０１０１１３：７
関 西 大 学 １００２１０4x：８

［熊］●江藤 紘－八丁弘樹

(三)盛田英雄 (二)盛田英雄

［関］○松田祐汰－黒田裕太

(三)岡田知洋、松田祐汰

【評】関西大学 タイブレーカーを制し、逆転で

２回戦へ！

関西大学は３点を追う８回裏、６番宮瀧の二遊

間安打で１点を挙げ、その後一死二塁で９番松田

の右中間三塁打で同点とし、次打者大柿の果敢な

走塁がエラーを誘いサヨナラで勝利した。

一方熊本大学は３度追いつき、タイブレーカー

後の８回に４安打で３点を挙げ勝利を手にすると

思われたが、逆転を許し敗れた。

千 葉 大 学 ００００ ：０
中京学院大学 ４０６ｘ ：10

［千］●井上大地－武藤晃史

［中］○竹本流星－西里博樹

(本)荒川侑介 髙尾 健 (三)田中琢也

【評】中京学院 １安打完封でコールド勝ち！

中京学院大学は初回、１番田中の三塁打を足掛

かりに５安打で４点を先取した。３回には８番荒

川の２ランと３番高尾の３ラン等で６点を追加し、

４回コールド勝ちした。竹本投手は、８奪三振１

安打完封の好投で相手打線を寄せ付けなかった。

千葉大学は４回に初めての走者を出し、二死満

塁と攻めたがあと１本が出ず敗退した。

立命館大学 ２００００００：２
中 央 大 学 ０００１００2x：３
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［立］●中原隼生－三谷 舜

(本))田中雄大

［中］○川村卓未－井原奨之

(本)荒川侑介 髙尾 健 (三)田中琢也

【評】中央 逆転サヨナラ勝ちで２回戦進出！

中央大学は、１対２で迎えた７回裏、遊撃手の

失策と悪送球で同点とし、５番富士の二遊間を抜

けるタイムリー安打でサヨナラ勝ちとなった。

立命館大学は初回、３番田中の右翼線を抜ける

ランニングホームランで２点を先制したが、その

後は中央の川村投手に要所を締められ追加点を奪

えず逆転を許し悔しい敗戦となった。

▼第２日（８月31日）２回戦

日本体育大学 ０２０１０１０：４
国 士 舘 大 学 ０００００００：０

［日］○河野拓郎－山内直人

［国］●武井大樹－畑 優也

【評】日本体育大学 準々決勝進出！

優勝経験のある両校の戦いは投手戦と思われた

が、守備が勝敗の分かれ目となった。日本体育大

学は、相手チームの失策に乗じ小刻みに点数を重

ね勝利した。守っては、河野投手が毎回12奪三振

で、クリーンナップをことごとく抑える素晴らし

いピッチングを見せた。

一方、国士舘大学は、武井投手の好投に報えず、

失策が全得点に結びつく残念な結果となった。

環太平洋大学 ３１２０００１：７
沖縄国際大学 １０１０１００：３

［環］○児玉勝利、難波 諄、生谷 翔馬－

知土志徳、岩原史典

(本)仲敦也 (三)宇根良祐、尾本心平

(二)小幡瑛司

［沖］●島袋卓也、金城太樹－仲本 匡

(三)菊池 倫

【評】環太平洋大学 逃げ切りで準々決勝進出！

環太平洋大学は初回、１番・宇根の一二塁を抜

く安打を足がかりに敵失と６番、７番の連打で３

点を先制。２回に１点、３回には６番・仲森の右

越本塁打と小幡、宇根の長打で２点を追加。小刻

みに得点を重ね逃げ切った。

一方、沖縄国際大学は１回、３回、５回と１点

ずつを返すも好守に阻まれ、反撃及ばず敗退した。

岐阜聖徳学園大学 ０３００３００：６
神 戸 学 院 大 学 ００００８０ｘ：８

［岐］●鈴木達也－諏訪直哉

(本)木下直人、渡邉康平、奥彰秀

(二)馬場一希、吉田賢嗣

［神］楠岡侑也、○永野 塁－森 大祐

(三)杉江 章 (二)岩田貴晶、藤原和城

【評】神戸学院大学 逆転で準々決勝進出！

６点リードされた神戸学院大学は５回裏、二死

から１番・近藤の安打を皮切りに３四球を挟み６

連続安打で８点を挙げ試合を逆転。準々決勝進出

を決めた。

一方、岐阜聖徳学院大学は２回表、４番・木下

の本塁打など４安打を集中し３点を先制。５回に

も渡邊、奥村の本塁打で３点を追加し試合を優位

に進めたが、神戸の粘りに屈し敗れた。

広 島 大 学 ５０４０５ ：９
福井県立大学 ０００００ ：14

［広］庄林 希、○片岡真一－久保光野

(本)佐藤優介、東浦友樹、片岡真一

(三)庄林 希 (二)久保光野

［福］●山口直樹、小野寺宏一－八木 基

【評】広島大学 二桁安打・得点で圧勝！

広島大学は初回、連続四球を足掛かりに打者一

巡の攻撃で５点を先制。その後、佐藤、東浦、片

岡の本塁打等で追加点を挙げ、コールドでベスト

８へ勝ち上がった。

一方、福井県立大学は、広島大・庄林―片岡の

リレーの前に散発４安打に終わり、立ち上がりの

大量失点を克服できず完封負けを喫した。

徳 島 大 学 ０００６０３１：10
広島工業大学 ００２１０１４：８

［徳］○勝本翔平、池北尚人、勝本翔平－狭山俊

(本)吉良和眞、(三)鈴江晃平、三谷優太②
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(二)鈴江晃平

［広］平山 大、●赤木翔一－赤木翔一、

穴吹公紀、田中元己

(本)上河翔平 (二)沖田信哉

【評】徳島大学 接戦を制し準々決勝へ進出！

徳島大学は２点先制されて迎えた３回、広島工

業大学の２番手投手・赤木から２番吉良がセンタ

ー越えの本塁打などで６点を挙げ逆転。６回には

９番三谷がこの試合２本目となる三塁打を放つと、

１番鈴江の長打などで３点を追加。７回にも１点

加え追いすがる広島工業大学を振り切り勝利した。

一方広島工業大学は、３回に７番上河の右中間

越えの本塁打などで、逆転された後も得点を重ね、

６点差で迎えた７回裏に４点を挙げるも力尽き敗

退となった。

中 京 大 学 ００００２００：２
早稲田大学 ２１０２２０ｘ：７

［中］●古橋和也、花岡大輝－水本健太

(二)水本健太、佐野悠真

［早］○松木俊皓、吉田尚央－沓澤 翔

(本)今村大樹 (三)兼子修治

(二)吉田享平

【評】早稲田大学 12安打の猛攻で、準々決勝進

出を決める！

早稲田は１回、４番・吉田享平の二塁打などで

２点を先制し試合の主導権を握ると、その後も長

打と足を絡めた多彩な攻撃で加点し、中京大学を

突き放し準々決勝に駒を進めた。

一方中京大は５回、中越え適時打で２点を返し

たが、相手の守備を崩すことが出来ず敗退した。

東京学芸大学 ００００ ：０
関 西 大 学 ４２５ｘ ：11

［東］●藤井 峻、柳森大毅－池田岳史

(二)間弓義之

［関］○野原拓哉－黒田裕太

(本)野原拓哉、大柿廣明

(三)大柿廣明、宮瀧裕貴

【評】関西大学 猛打で圧勝！

関西大学は初回、無死二三塁の好機に３番・太

田亮介のレフト前安打で１点を先制。その後、３

回までに９番・野原拓哉と１番・大柿廣明の連続

本塁打を含む13安打を放ち合計１得点を挙げ、４

回コールド勝ちで準々決勝へ駒を進めた。

一方の東京学芸大学は、序盤にノーアウトで走

者を出すもの後続なく、関西大学の野原拓哉投手

に完封を許した。

中 央 大 学 ０００００００：０
中京学院大学 ２００２００ｘ：４

［央］●川村卓未－井原奨之

［京］○竹本流星－西里博樹、

(本)山下 治 (三)西里博樹

【評】中京学院大学 完封で準々決勝進出！

中京学院大学は１回裏、走者一人を置き４番・

山下の左中間越えの本塁打で２点を先制。更に４

回裏、走者一二塁で８番西里の右翼線を破る三塁

打で２点を追加し試合を決めた。

一方、中央大は中京の竹本投手に12三振３安打

と要所を抑えられ、悔しい敗戦となった。

▼第２日（８月31日）準々決勝戦

環太平洋大学 ０００００３０：３
日本体育大学 ０１０１０００：２

［環］○大原諒太郎－知土志徳

(本)谷本祥太

［日］●河野拓郎－山内直人

【評】環太平洋大学 大逆転で勝利！

伸びのある日本体育大学、河野の直球を打ちあ

ぐね三振を重ねていた環太平洋大学は、６回連続

安打で無死一二塁。後続が三振、三ゴロで走者が

入れ替わり簡単に二死となった後、３番・谷本が

４球目を強振。打球は右越３点本塁打となり逆転

し、準決勝にコマを進めた。

一方、２点を先行して主導権を握っていた日体

大、13三振を奪う好投の河野が６回に投げ急いだ

１球は悔やまれる。

広 島 大 学 ００００１２０：３
神戸学院大学 ０１００３０ｘ：４
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［広］●庄林 希－久保光野

［神］○楠岡侑也、永野 塁－森 大祐

(三)永田伸之 (二)上村岳大

【評】神戸学院大学 激戦を制し準決勝進出！

神戸学院大学は同点で迎えた５回裏、連打と死

球で二死満塁とし、１番・永田の左越三塁打で３

得点し勝ち越しに成功。接戦を制し逃げ切った。

一方、広島大学は６回に１点差まで詰め寄るも

神戸の２番手投手・永野に要所を締められ惜しく

も敗れた。

徳 島 大 学 ００００００ ：０
早稲田大学 ００４０２1x ：７

［徳］●勝本翔平－狭山 俊

［早］○松木俊皓、豊田誉彦－沓澤 翔

(三)吉田享平

【評】早稲田大学、効率の良い得点で勝利！

早稲田大学は３回、一死満塁の好機に３番・溝

口の内野ゴロで先制すると、４番・吉田の左中間

三塁打で３点を追加し、試合を優位に進めた。５

回にも溝口の適時打、吉田の犠飛で２点を追加。

６回にも代打・大塚の中前適時打で７点目を挙げ

コールド勝ち。

徳島大学も走者を出すもの、早稲田大学の松本

・豊田の両投手の好投に抑えられ得点を挙げるこ

とができず敗れた。

中京学院大学 ０００１１００：２
関 西 大 学 ０００２１０ｘ：３

［中］●竹本流星－西里博樹

(本)荒川侑介

［関］○松田祐汰－黒田裕太

(三)太田亮介

【評】関西大学、投手戦を制し準決勝進出！

関西大学は先制された直後の４回裏、３番・太

田亮介が三塁打で反撃し逆転に成功。その直後に

同点とされるも、１番・大柿廣明のタイムリーで

勝ち越し、準決勝進出を決めた。

一方中京学院大学は４回、６番荒川侑介の本塁

打で先制し、逆転された直後には４番・山下 治

のタイムリーで同点としたが、塁を賑わすものの

好守に阻まれてあと一歩届かなかった。

▼第３日（９月１日）準決勝戦

環太平洋大学 ２０１２５０１：11
神戸学院大学 ０５００１００：６

［環］児玉勝利、丹生谷翔馬、○大原諒太郎－

知土志徳

(本)宇根良祐、吉國将吾、井上知厚、

知土志徳 (三)大畑恵太、尾本心平

(二)知土志徳②、谷本祥太

［神］●永野 塁、楠岡侑也－森 大祐

(本)上村岳大 (三)土井涼輔

(二)杉江 章

【評】環太平洋学、長打攻勢で４年ぶり決勝へ！

この準決勝戦は両チームの強力な打撃力を見せ

つけ、逆転、再逆転と男子らしい迫力のある試合

となった。

環太平洋大は初回、一死一・二塁から４番・大

畑恵太がライト線を抜く三塁打で２点を先制。神

戸学院大も２回、６番・杉江章の右中間二塁打か

ら始まり、５安打などで５点を挙げ逆転した。し

かし、環太平洋大は３回、１番・宇根良祐のソロ

本塁打、４回にも９番の代打・吉國将吾の２点本

塁打で５対５の同点に追いついた。５回には３番

・井上知厚が右中間本塁打で再逆転。さらに二死

二・三塁として、７番・小幡瑛司のセンターへ抜

ける適時打で２点を追加。８番・知土志徳がレフ

トオーバーの二塁打で続くと、９番に再出場した

尾本心平がライト前への２点適時打を放ち、５点

差として環太平洋大の勝利を決定づけた。

関 西 大 学 ０００００００：０
早稲田大学 ００００５０ｘ：５

［関］●松田裕汰－黒田裕太

［早］○松木俊皓、吉田尚央－沓澤 翔

(本)吉田享平、大嶋 翼

(二)今村大樹

【評】早稲田大学 ３年連続決勝進出！

もう１試合の準決勝戦は、大阪・関西大と、東



56

平成 26 年度全日本大学ソフトボール連盟機関誌

京・早稲田大の東西両雄の対決となった。

試合中盤までは両チームとも得点を許さない投

手戦であったが、早稲田大の２本の本塁打が勝負

を決めた。

早稲田大は５回、８番・今村大樹と続く９番・

沓澤翔の連続安打で出塁するも、２人が外野フラ

イに打ち取られ二死、３番・溝口聖が死球で二死

満塁となったところで、４番・主将の吉田享平の

フルスイングが右中間への満塁本塁打。追いうち

をかけるように、続く５番・大嶋翼がレフトオー

バーの連続本塁打でこの回５点を挙げ、これまで

の緊迫した試合に決着をつけた。

関西大は２回と４回に、二死二・三塁という絶

好機を２度迎えたが、早稲田大先発の松木俊皓投

手の投球がズバリとコーナーに決まり、いずれも

見逃しの三振に打ち取られて得点できなかった。

▼第３日（９月１日）決勝戦

環太平洋大学 ０１３２０ ：６
早 稲 田 大 学 ３３１６ｘ ：13

［環］●大原諒太郎、丹生谷翔馬－知土志徳、

岩原史典

(本)谷本祥太、大畑恵太

［早］○松木俊皓、吉田尚央－沓澤 翔

(本)金子祐也② 大嶋 翼②

【評】早稲田大学 ３年連続４回目の優勝！！

決勝戦は、前回大会の覇者・早稲田大が環太平

洋大の追撃を圧倒的な力で突き放し、３年連続４

度目の優勝。岩手に「都の西北」が鳴り響いた。

早稲田大は初回、２番・金子祐也がセンターを

越える２点本塁打で先制。５番・大嶋翼もレフト

オーバーの本塁打で、計３点を挙げた。環太平洋

大も２回、５番・谷本祥太がレフトの頭上に本塁

打を放ち２点差とするが、早稲田大はその裏、金

子祐也がこの試合２本目のセンターオーバーの３

点本塁打で５点差と突き放した。追いかける環太

平洋大は３回、３連続安打の後、二死から７番・

小幡瑛司のレフト前適時打などで３点を挙げて２

点差まで追った。その裏、早稲田大が大嶋翼の本

塁打で１点を追加し引き離そうと図る。

粘る環太平洋大は４回表、４番・大畑恵太のセ

ンターオーバー２点本塁打でようやく１点差とし、

あと一歩で強敵の早稲田大に追いつくかと思えた。

しかし、昨年の優勝チームである早稲田大はその

裏、４番・大嶋翼、５番・高橋希望、６番・池田

康平の連続安打を含む６安打の猛攻で６点を挙げ、

終わってみれば５回コールド勝ち。全国各ブロッ

ク予選を勝ち抜いてきた精鋭チームに対し、投打

力ともさらに上をいき、３連覇を納得させる早稲

田大のチーム力を見せつけられた決勝戦であった。

全日本大学(男子)選手権大会入賞校・入賞回数

大学名 優勝回数 ２位回数 ３位回数 大学名 優勝回数 ２位回数 ３位回数

日本体育大学 ２８ ５ ４ 関 西 大 学 １ ５

国 士 舘 大 学 ４ ７ ６ 国際武道大学 １ １

早 稲 田 大 学 ４ ３ ７ 都留文科大学 １

中 京 大 学 ３ ６ ７ 広島修道大学 ４

東 海 大 学 ２ ５ ６ 九州東海大学 ２

立 命 館 大 学 ２ ２ ３ 茨 城 大 学 １

沖縄国際大学 ２ ２ 愛 媛 大 学 １

京都産業大学 １ ４ ５ 愛 知 大 学 １

中京学院大学 １ １ １ 大阪体育大学 １

環太平洋大学 １ １ 山梨学院大学 １

琉 球 大 学 １ 龍 谷 大 学 １

福 岡 大 学 ４ ７ 九州産業大学 １

高崎経済大学 ３ １ 熊本学園大学 １

同 志 社 大 学 ３ １ 九州共立大学 １

学 習 院 大 学 １ ２ 高知工科大学 １

神戸学院大学 １ ６ ※49回連続出場校：日本体育大学・早稲田大学・国士舘大学
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男子大会投手成績ベスト10 （規定投球イニング数11以上）

順 打 打 被 失 自 被 与 与 奪 被 暴 不 投 防 勝 負 試

選 手 名 大 学 名 投球回 者 安 責 犠 四 死 三 本 正 球 御 試 試 合

位 数 数 打 点 点 打 球 球 振 打 数 投 数 率 合 合 数

１ 河野 拓郎 日本体育 17 61 58 8 3 3 0 2 1 33 1 0 0 246 1.24 ２ １ ３

１ 竹本 流星 中京学院 17 65 57 9 3 3 2 5 1 26 0 2 0 269 1.24 ２ １ ３

３ 庄林 希 広 島 15 65 57 13 4 4 1 6 1 18 0 1 0 250 1.87 １ １ ３

４ 武井 大樹 国 士 舘 14 63 57 16 6 4 3 3 0 18 0 0 0 233 2.00 １ １ ２

５ 松木 俊皓 早 稲 田 24 104 100 28 8 8 1 2 1 23 2 0 0 350 2.33 ５ ０ ５

６ 川村 卓未 中央大学 13 52 48 9 6 6 1 2 1 8 2 0 0 195 3.23 １ １ ２

７ 松田 裕汰 関 西 21 101 93 28 14 11 3 2 3 16 3 1 0 330 3.67 ２ １ ３

８ 勝本 翔平 徳 島 19 93 78 24 18 12 3 6 6 8 2 0 0 225 4.42 ２ １ ３

９ 大原涼太郎 環太平洋 15 2/3 73 67 20 16 12 1 3 2 6 5 1 0 223 5.36 ２ １ ３

10 永野 塁 神戸学院 18 86 82 28 18 14 0 4 0 15 8 0 0 323 5.44 ２ １ ４

男子大会打撃ベスト20（規定打席数12以上）

順 位 打 打 安 得 打 犠 四 死 三 盗 残 打 出 本 三 二 試

選 手 名 大 学 名 塁 塁 塁 打撃率 合

位 置 席 数 打 点 点 打 球 球 振 塁 塁 妨 塁 打 打 打 数

１ ７ 池田 康平 早 稲 田 15 14 ８ ４ ０ １ ０ ０ ０ ４ ４ ０ ８ ０ ０ ０ 0.５７１ ５

２ ５ 小幡 瑛司 環太平洋 17 16 ９ ２ ５ １ ０ ０ ２ ０ ５ ０ ９ ０ ０ １ 0.５６３ ５

２ ７ 杉江 章 神戸学院 14 11 ６ ３ ３ ２ １ ０ １ １ ３ ０ ７ ０ １ ２ 0.５４５ ４

４ ５ 大嶋 翼 早 稲 田 16 15 ８ ５ ５ １ ０ ０ １ ０ ２ ０ ８ ３ ０ ０ 0.５３３ ５

５ DP 上村 岳大 神戸学院 15 12 ６ ４ ４ ０ ３ ０ １ ０ ３ ０ ９ ２ ０ １ 0.５００ ４

５ ５ 吉良 和眞 徳 島 12 ８ ４ ３ ３ １ ３ ０ １ ０ ３ ０ ７ １ ０ ０ 0.５００ ３

５ ８ 鈴江 晃平 徳 島 13 12 ６ ３ ２ ０ １ ０ ０ ０ ３ ０ ７ ０ １ １ 0.５００ ３

５ ８ 兼子 修治 早 稲 田 18 12 ６ ６ ２ ０ ４ ２ １ ３ ５ ０ 12 ０ １ ０ 0.５００ ５

５ ６ 吉田 享平 早 稲 田 18 14 ７ ５ 14 １ ３ ０ ３ ０ ６ ０ 10 ２ １ １ 0.５００ ５

10 ７ 大畑 恵太 環太平洋 18 17 ８ ３ ５ ０ １ ０ ３ ０ ６ ０ ９ １ １ ０ 0.４７１ ５

11 ３ 岩田 貴晶 神戸学院 16 13 ６ ３ ６ ０ ３ ０ １ ０ ７ ０ ９ １ ０ １ 0.４６２ ４

11 ８ 大柿 廣明 関 西 15 13 ６ ５ ２ ０ １ １ ０ １ ３ ０ ８ １ １ ０ 0.４６２ ４

11 ５ 岡田 知洋 関 西 13 13 ６ ２ ５ ０ ０ ０ ２ １ ３ ０ ６ ０ １ ０ 0.４６２ ４

14 ３ 宮瀧 裕貴 関 西 13 12 ５ ２ １ １ ０ ０ １ ０ ２ ０ ５ ０ １ ０ 0.４１７ ４

15 ８ 尾本 心平 環太平洋 12 10 ４ １ ３ ０ ２ ０ ４ ０ ６ ０ ６ ０ ２ ０ 0.４００ ５

15 ４ 溝口 聖 早 稲 田 18 15 ６ ６ ２ ０ ２ １ ０ ０ ２ ０ ９ ０ ０ ０ 0.４００ ５

17 ８ 永田 伸之 神戸学院 17 13 ５ ３ ３ ０ ３ １ ３ ０ ４ ０ ９ ０ １ ０ 0.３８５ ４

18 ９ 井上 知厚 環太平洋 18 16 ６ ５ ３ ０ ２ ０ ４ ２ ４ ０ ８ １ ０ １ 0.３７５ ５

19 ２ 知土 志徳 環太平洋 13 11 ４ ３ １ ０ ２ ０ ４ ０ １ ０ ６ １ ０ ２ 0.３６４ ５

20 ５ 土井 涼輔 神戸学院 16 14 ５ ４ １ ０ ２ ０ ５ ０ ４ ０ ７ ０ １ ０ 0.３５７ ４
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早 稲 田 50 年 目 の 夏

早稲田大学男子ソフトボール部主将 吉 田 享 平

我われ早稲田大学ソフトボール部は、第49回全

日本大学選手権大会で優勝をし、三連覇を果たす

ことができました。この偉業を成し遂げることが

できとても嬉しく思い、またご支援、ご指導くだ

さった多くの方々に感謝の気持ちでいっぱいです。

また今年は我らがソフトボール部にとって記念す

べき年でありました。同窓会時代を合わせて、創

部50年を迎えました。そんな記念すべき年にイン

カレ優勝という最高の華を添えられたことも大変

嬉しく思います。

今年のチームは「早稲田たれ」というスローガ

ンのもと一年間活動してきました。部員一人ひと

りが"早稲田"の一員であることを自覚し、早稲田

大学ソフトボール部に在籍していることに喜びと

誇りを持って行動するように努めさせました。

私自身高校まで野球をやっており、ソフトボー

ル部に入部した当初はソフトボールとはなんとマ

イナーでつまらない競技なんだと思っていました。

しかし今ではソフトボールに対し誰よりも愛着を

持ち、ソフトボールの楽しさも十二分に把握して

いるつもりです。そんなソフトボールをやってい

たことを、卒業した後にも胸を張って言えるよう

な環境作りをしたいと思っていました。

特に男子ソフトボールの地位を上げ誇りの持て

る競技にすることができるのは、知名度も高く、

大学で二連覇している早稲田大学であると考えて

いました。他のどのチームより誠実にプレーをし、

真摯にソフトボールに向き合ってきました。そん

な早稲田が勝つことで、憧れられ、目指されるチ

ームになることで男子ソフトボール界に良い風を

吹かせられたらと努力してきました。

しかし今年一年は苦労の連続でした。新チーム

が始まってから一つのタイトルも取れず、東日本

選手権大会においては五連覇という記録を途絶え

させることになってしまいました。四年ぶりに行

われた第19回アメリカ遠征ではNAFA World Series

に参加させていただきました。とても多くのこと

を経験させていただきよい学びになりましたが、

大会では準優勝という結果で満足のいくものでは

ありませんでした。期待されながらも大会でひと

つも結果を残すことができず、大きな不安を抱え

てインカレを迎えました。

その不安も多くの方々のご指導、ご声援のおか

げで吹き飛ばされていきました。まずは吉村正監

督。ソフトボール部を築き発展させ、私たちにソ

フトボールを通じて多くのことを学ばせてくださ

いました。どんな状況にも負けない強い「人間

力」を鍛えてくださいました。

今年こそはと本気でアベック優勝を共に目指し

た女子部。負けてしまった悔しさもあっただろう

に気持ちを切り替えて駆けつけてくれ、心強い仲

間となってくれました。

主務の柏原祐太の声掛けにより来てくださった

応援部。主将副将など豪華な布陣で校旗を引っ提

げ駆けつけてくれました。

色々な角度からアドバイスしてくださったコー

チの高杉さん、木村さん、今まで支えてくださっ

た保護者の方々、ソフト部の歴史を作ってくださ

ったOBの方々、また早稲田に関わるすべての人た

ちのおかげで、早稲田が一丸となって掴み取った

優勝のような気がします。

皆さんに感謝の気持ちしかありません。ありが

とうございました。

これからは吉村先生ご指導の下、溝口新主将を

中心としたチームで新たな50年への素晴らしいス

タートを切り、さらなる発展を遂げてくれること

を期待しております。また、男子ソフトボール界

がより素晴らしい競技になるために、ソフトボー

ルの一ファンとして応援していきたいと思います。
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会期：平成26年８月29日(金)～９月１日(月)

会場：岩手県花巻市／石鳥谷ふれあい運動公園Ａ・Ｂ・Ｅ・Ｈ球場

大会概要

東京国際大学（東京） 創部５年目で初優勝！！

大会記録長 伊藤 高行

本大会は、北上平野に位置する岩手県花巻市石

鳥谷ふれあい運動公園ソフトボール場において各

ブロック予選会を勝ち抜いた32チームの精鋭が全

国から相集い開催された。

花巻市は、「早池峰の風薫る安らぎと活力にみ

ちたイーハトーブはなまき」を将来都市像に定め

豊かな自然環境と温泉をはじめとする豊かな観光

資源を活用し、未来に向かって活力ある豊かな地

域社会づくりを進めている魅力あるまちです。

今年の大会は、１日目に一時雨模様となったも

のの、以後は好天に恵まれ、絶好のグランドコン

ディションのもと大学の頂点を目指す熱き戦いが

３日間にわたり繰り広げられた。

試合は、決勝戦を含む７試合が試合規定による

点差コールドゲームとなるなどチーム間の実力差

が感じられる試合があったものの、全体としては、

あまり点差が開かない熱い試合が繰り広げられ、

19回目の優勝を目指す日本体育大学、昨年の雪辱

を期し７回目の優勝を目指す園田学園女子大学、

創部５年目の東京京国際大学、創部３年目の東京

富士大学が準決勝に勝ち進んだ。

決勝戦は、東京国際大学が２回裏に１点を先制

されるも、直後の３回表に準決勝戦サヨナラゲー

ムの勢いをそのままに、２本の長打を含む３安打

で２点を返し逆転すると、６回にも１番・硲の右

中間を深々と破る満塁ランニング本塁打などで６

点を加え、日本体育大学を６回コールドゲームで

下し、三科真澄監督の指揮のもと、創部５年目で

歓喜の初優勝を成し遂げた。

印象に残った選手

打者では、日本体育大学の捕手・澤井美佑は、

打撃率５割７分１厘・打点６を記録するなどチー

ムの要として活躍した。また、東京国際大学の硲

は、決勝戦では本塁打と三塁打を記録するなど、

打撃率５割を記録し、チーム優勝に大きく貢献し

た。また、投手では、東京国際大学の金井里奈が、

伸びのある速球を主体にした力強い投球で５試合

すべてを完投し、勝利数５勝、防御率0.58を記録

し、チーム優勝に大きく貢献した。また園田学園

女子大学の池田美樹も、粘り強い投球で防御率0.

58を記録し、勝利数４勝を挙げた。なお、本大会

においては歴代新記録の更新はなかった。

大会講評

新旧チームの激突で幕

北海道東北地区常任理事 大塚 健樹

一回戦は、多少実力に差があるチームもあり、

コールド試合も見られたが、大会全体としては、

接戦の多い多い大会であった。

決勝は、大会屈指の好投手を池田を要し優勝候

補の一角であった園田学園女子大学を延長戦の末

下して勢いに乗る東京国際大学と、安定した試合

運びで勝ち上がった日本体育大学の試合となった。

結果は、試合終盤の６回に一挙６点を挙げた三科

監督率いる東京国際大学がコールド勝ちし、創部

５年目での初優勝で幕を閉じた。

全体として、男子の大会もも同じ会場で行われ

たこともあり、多くの観客が集まった、非常に活

気のある大会となったと同時に、ベスト４に東京

富士大学が入るなど、優勝した東京国際大学含め

新興で近年力をつけてきているチームが勝ち進ん

だ、新旧チームの力の差が埋まってきたとの印象

をもった大会でもあった。
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30日(土) 31日(日) １日(月)
１．中 京 大 学(39) １

０
２．関 東 学 園 大 学(４) ２

１
３．立 命 館 大 学(13) ４

４
４．松 本 大 学(９) ２ 東京富士大学

４
５．東 海 学 園 大 学(13) １

４
６．東 京 富 士 大 学(３) ３

６
７．岐 阜 経 済 大 学(初) ４

０
８．富 士 大 学(10) ５ 日本体育大学

１
９．大 阪 国 際 大 学(30) 10

０
10．東 北 福 祉 大 学(12) ３

12
11．鈴 鹿 国 際 化 大 学(６) ０

１
12．日 本 体 育 大 学(49) １

６
13．広 島 大 学(初) ０

２
14．仙 台 大 学(17) ７ 東

０
15．熊 本 学 園 大 学 部(16) ４ 京

９

（

16．日 本 女 子 体 育 大 学(45) ５ 国
初

17．城 西 大 学(12) ９ 際
５

）

18．美 作 大 学(初) ０ 大
１

19．金 沢 学 院 大 学(５) ０ 学
４

20．神 戸 親 和 女 子 大 学(15) ６
２

21．早 稲 田 大 学(11) ２
０

22．奈良文化女子短期大学(初) ０
２

23．東 京 国 際 大 学(４) ８
１

24．I P U ･ 環 太平洋大学(８) １
８

25．国 士 舘 大 学(20) ５
３

26．環太平洋大学短期大学部(17) ０
０

27．東 海 大 学(27) ２
６

28．武 庫 川 女 子 大 学(39) ５
１

29．山 梨 学 院 大 学(６) ７ 園田学園女子大学
０

30．関 西 大 学(初) ０
１

31．東 京 女 子 体 育 学(49) １
２

32．園 田 学 園 女 子 大 学(37) ５

※（ ）内は出場回数で、校名変更のあった大学は以前の名称での出場も含む。
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試合結果

▼第１日（８月30日）１回戦

関東学園大学 ００００２００：２
中 京 大 学 ００１００００：１

［関］○猪井玲那－柳尾美佳

（二)橋本 彩

［中］●山本光莉、森あすか－平川穂波

【評】関東学園大学 前年度覇者を逆転で倒し２

回戦進出！

１点を追う関東学園は５回裏、一死二、三塁で

８番橋本彩が左中間を抜く二塁打を放ち、２得点

し逆転に成功した。その後も守備では出塁を許し

ても要所で締め、前年度覇者に土をつけた。

一方、中京は３回裏、先制点を挙げるもの、逆

転を許し、その後も攻撃が散発に終わり、連覇の

夢は消えた。

立命館大学 ０００００２２：４
松 本 大 学 ０００００１１：２

［立］○加藤あずさ－山澤 葵

［松］●山下ひかり、山越栞奈、杉山恭香－

早川涼香

(本)水沢陽香 (三)水沢陽香

【評】立命館大学 逃げ切りで１回戦突破！

両チーム無得点のま迎えた６回、立命館大は、

１番原愛実の安打を足掛かりに安打暴投四球で２

得点を挙げ、続く７回にも２得点追加し２回戦へ

駒を進めた。

一方、松本大学も、１番水沢陽香が本塁打と二

塁打で奮起するもの、打線が続かず敗退した。

東海学園大学 ０１０００００：１
東京富士大学 １０２０００ｘ：３

［海］●長瀬りえ－石川千夏

(二)石川千夏

［京］○江渡祐希－深沢未花

(二)長谷川ゆりか、麓あずさ

【評】東京富士大学 接戦を制し２回戦へ！

東京富士大は１回裏、２番長谷川の二塁打と機

動力を生かし１点先制、その後３回にも２安打１

四球で２点を追加し試合を決めた。

一方、東海学園は２回表に１得点し同点に追い

つくもすぐに突き離され、その後は突破口を見い

だせず涙を飲んだ。

岐阜経済大学 ００２０２００：４
富 士 大 学 １０２０１０1x：５

［岐］●若林恵里奈－大塚友紀

(三)大畑成美 (二)井上智尋

［富］○草苅里菜－須貝祥江

【評】富士大学が地元の意地を見せ接戦を制す！

富士大は、初回先頭打者内田千尋がいきなりセ

ンター越えのホームランで先制点を挙げるも逆転

された３回裏、根本実佳の適時二塁打で同点とし、

連続安打で再度逆転した。同点で迎えた最終回、

先頭打者が安打で出塁すると四球と犠打で三進し、

７番加藤夏望の内野安打でサヨナラ勝ちした。

一方、初出場の岐阜経済大は、５番大畑成美の

三塁打を始めとする10安打で富士大に迫ったが、

一歩及ばず惜敗した。

東北福祉大学 １００１１ ：３

大阪国際大学 ０２３５ｘ ：10

［東］●伊藤綾香、河口美久、遠藤あおい－

清水菜々子、佐々木菜緒、清水菜々子

［大］○石田紗也佳－岡村香織

(三)吉田愛純、(二)石丸美沙、井上眞奈美

【評】大阪国際大学 コールドで初戦突破！

１点を追う大阪国際は、２回、６番吉田愛純の

右翼超三塁打と７番岡村香織の右前適時打で同点

とし、馬場春菜の適時打で逆転。続く３回には、

一死満塁から３得点、４回には石丸、井上の二塁

打を含め打者一巡で、５点を加えコールドで試合

を決めた。

一方、東北福祉大は、１点を先制するも相手投

手の緩急をつけた投球と好守備に阻まれ、３点に

とどまり敗れた。

日本体育大学 ００００１００：１
鈴鹿国際大学 ０００００００：０

［日］○岡村奈々－宇野有加里、澤井美佑
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［鈴］●三木聡美、田畑結女－松山裕衣

【評】日本体育大学 接戦を制し２回戦へ！

引き締まった良い試合だった。両投手の好投で

無得点のま迎えた５回、日体大は２安打と四球で

得た二死満塁の好機に、３番澤井美佑が四球を選

び、押し出しの先制点を挙げた。その虎の子の１

点を、岡村投手が４安打に抑え、三塁を踏ませ

ない好投で守り切った。

一方、鈴鹿国際は、相手投手の力のある投球に

もう１本が出ず、涙をのんだ。ファイトある攻守

で挑む姿に好感が持たれた。

広島大学 ００００００ ：０
仙台大学 ５００１０1x ：７

［広］●中村晴香－中川京子

［仙］○青山美沙紀－小室由香里

(二)大久保かなえ

【評】仙台大学 コールドで２回戦進出！

仙台大は立ち上がりの初回、１番大久保かなえ

の二塁打を足掛かりに、四死球、野手選択を絡め、

打者10人で一挙５点を先制した。その後、４回に

と６回に３安打１得点を加点して、コールド勝ち

を収めた。

一方、広島大は、相手投手の速球に押され、９

三振無安打（ノーヒットノーラン６回参考記録）

に封じられた。立ち上がりの失点が悔やまれる。

日本女子体育大学 ３０００００２：５
熊 本 学 園 大 学 １１０２０００：４

［日］○佐藤紫帆－佐々木竜子

(二)佐々木竜子、角本 遥

［熊］上田 藍、●末藤のぞみ－東 淳美

(三)片岡里奈、九谷りこ (二)片岡里奈

【評】日本女子体育 最終回逆転で勝ち上がる！

最終回１点を追う日本女子体育大は、安打の走

者を２連続のバント安打で還し同点とした。さら

に、４番山田結美の中前安打で逆転し勝利した。

一方、熊本学園は初回の３失点を小刻みに還し

４回に逆転したが、好投の２番手投手が、最後に

つかまり、涙をのんだ。

美作大学 ０００００ ：０
城西大学 １５３０ｘ ：９

［美］●玉田華苗、平佐みくに、玉田華苗－

藪日香里

(二)藪日香里

［城］田上沙也加、○金澤麻美、並木あかね－

綿貫奈緒

(三)榎本千波、對馬弥子 (二)對馬弥子

【評】城西大学コールドで２回戦へ進出！

城西大学は初回、二死満塁より６番對馬の適時

打で１点先取。２回には長短打４本で打者10人を

送り５点の追加点を挙げ、前半で試合を優位に進

めコールド勝ちした。

一方、美作大学は３投手の継投に打ちあぐみ完

封を許した。

金 沢 学 院 大 学 ０００００００：０
神戸親和女子大学 ２０３０１０ｘ：６

［金］●木梨鈴子、古武家怜奈、木梨鈴子－

上之浦成美

(二)長岡優花

［神］○太田春香－中尾 萌

【評】神戸親和女子大学 初戦を完封勝利！

神戸親和女子は初回、吉田樹那と山本彩加の二

塁打で２点を先取。その後、３回、５回と長短打

で追加点を挙げ試合を決めた。

一方、金沢学院は、３回４回と二塁まで走者を

進めるも、相手投手の好投に阻まれ、無得点で敗

退した。

早 稲 田 大 学 ２００００００：２
奈良文化女子短大 ０００００００：０

［早］○常盤柴文－山岡里奈

(二)大内佳那

［奈］●豊田理沙、大塚巳那子、森本叶恵－

上 麻未

【評】早稲田 常盤投手の好投で２回戦進出！

早稲田は初回、先頭打者大内の二塁打を含む３

安打と２四球で２点を先取。その後、立ち直った

相手投手陣に散発に抑えられたが、常盤投手の好

投で逃げ切った。
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一方、奈良文化は、２回４回７回に安打で走者

を出すもの、一度も三塁を踏むことなく敗退した。

環太平洋大学 ０１００００ ：１
東京国際大学 ５０１００2x ：８

［環］●豊永 優、竹原由菜－宮本真緒

［東］○金井里奈－降矢 香

(二)宇田川愛美、金井里奈、松本由佳

【評】東京国際大学がコールドで２回戦進出！

東京国際大は、初回二死から相手守備の乱れで

出塁した走者を宇田川愛実・金井里奈の二塁打な

どで５点先制し、試合の主導権を握った。更に３

回６回に得点を追加し試合を決めた。

一方、環太平洋大は、２回に犠飛で１点還すも

の、その後は相手の堅守に阻まれ、追加点を挙げ

ることができず敗退した。

環太平洋大学短大 ０００００００：０
国 士 舘 大 学 １０００１３ｘ：５

［環］●上長野芽衣－宮尾由奈美

(二)渡辺春花、中島香澄

［国］○吉田千紘－伊藤里香

(三)小坂紗季

【評】国士舘大学後半の攻撃で初戦突破！

国士舘大学は、初回に二死から四球を足掛りに

連続安打で先制。その後、５回に１点、６回には

打者８人で３得点を挙げ、勝利を決定づけた。

一方、環太平洋短大は、１回に渡辺春花、６回

に中島香澄が、それぞれ二塁打で出塁するもの、

後続を断たれ、無念の敗退となった。

武庫川女子大学 ０００００４１：５
東 海 大 学 ０１１００００：２

［武］田中明日香、阿部美南、○尾崎千裕－

横野丹音

(本)川口 藍 (三)川島怜那

［東］●菊地原悠－露木智加

(二)土田三奈美

【評】武庫川女子大学 劇的な逆転勝利！

２点先行され、なかなか点が取れずに苦しんで

いた武庫川女子大は、６回表二死満塁のチャンス

で、１番川口藍がセンター方向へ柵越えホームラ

ンを放ち、一気に逆転。７回裏にも７番川島怜那

の三塁打で追加点を挙げ、試合を決めた。守って

は、３番手尾崎投手が失点０の好投でリードを守

り切った。

一方、東海大は、３番重原早紀の適時打で先制。

試合の流れを掴んだかに見えたが、５回以降得点

好機にあと１本が出ず、惜しくも初戦敗退となっ

た。

山梨学院大学 ３０１３０ ：７
関 西 大 学 ０００００ ：０

［山］○清水琴乃－森田紀代美

(三)根岸百合子 (二)根岸百合子②

［関］●宮原那奈、夏山愛絵、宮原那奈－

守部きらら

(三)院去智子

【評】山梨学院大学 初戦コールドで飾る！

山梨学院は、初回バントと足を絡めた攻撃で満

塁にすると、４番DP根岸百合子の三塁打で走者一

掃の３得点を先取。その後も機動力を生かし追加

点を挙げた。投手清水琴乃もコースを突く好投を

見せ快勝する。

一方、 関西は、出塁するも得点につながらず

敗退した。

園田学園女子大学 ３００２０００：５
東京女子体育大学 ００００１００：１

［園］○池田美樹－二宮はな

［東］●秋元菜穂－仲村渠美寿々

(二)山田静佳、櫻岡春香、山本絵梨奈

【評】園田学園 投打かみ合い初戦逃げ切る！

園田学園女子大は初回、無死一、二塁で３番古

澤春菜が中堅手の前へはじき返した打球を後ろへ

逃がし二者生還、続く４番DP中川なおみが右前安

打で３得点を挙げた。更に４回、先頭打者「二宮

はな」の安打と犠打などで２点を加点し、試合を

優位に進めて２回戦へ駒を進めた。

一方、東京女子大は、３本の二塁打を放つが１

得点にとどまり敗退した。
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▼第２日（８月31日）２回戦

関東学園大学 ０００００００：０
立 命 館 大 学 ０００００４ｘ：４

［関］●猪井玲那、西里佳子－柳尾美佳

［立］○加藤あずさ－山澤葵

【評】立命館大学投手戦を制し準々決勝へ進出！

０対０で迎えた６回、立命館は一死満塁と攻め、

４番澤井翠、５番森田歩の適時打で３点、更に６

番土居文香の内野安打で１点。計４得点を挙げ勝

利した。

一方、関東学園は加藤投手に散発２安打に抑え

ら、後が続かず敗戦した。

富 士 大 学 ０００００００：０
東京富士大学 １０３０００ｘ：４

［富］●草苅里菜－須貝祥江

(二)須貝 由佳

［東］○江渡祐希、福原千尋－深沢未花

(三)田口美佳

【評】東京富士、４番打者の活躍で準々決勝へ！

東京富士は初回、二死三塁で４番田口美佳のレ

フト前安打で１点を先制。３回にも一死一・二塁

から４番田口美佳の三塁打で２点を追加し試合を

決めた。

富士は５回に６番須貝由佳の二塁打で好機を作

り７番加藤夏望の内野ゴロを野手がもたつく間に

本塁を狙ったが憤死し、一歩及ばなかった。

大阪国際大学 ０００００００：０
日本体育大学 １０００００ｘ：１

［大］●石田紗也佳－岡村香織

［日］○岡村奈々－宇野有加里、澤井美佑、

宇野有加里

（三)西藤優美

【評】日本体育大学、完封勝利！

日本体育大学は初回、３・４・５番の３連続安

打で１点先制。この虎の子を守りきって完封勝利

を収めた。

大阪国際大学は、日本体育大学の岡村投手の好

投に１安打９三振、三塁を一度も踏むことなく抑

えられて敗退した。

日本女子体育大学 １０００１７ ：９
仙 台 大 学 ２０００００ ：４

［日］○佐藤紫帆－佐々木竜子

(三)星美奈代、佐田栄美

(二)角本 遥、星美奈代、三浦 悠

［仙］●青山美沙紀－小室由香里

（三)青山美沙紀

【評】日本女子体育大学、打線爆発で勝利する！

日本女子は角本の二塁打を皮切りに連続安打で

１点を先制。その裏逆転されたが、５回に同点と

し、６回には三浦の二塁打で好機を掴み、星と代

打羽佐田の連続三塁打で猛攻を見せ、一挙７点を

挙げ試合を決めた。

一方、仙台大学は、相手の動きを見ながら足を

使った巧みな攻撃で逆転に成功したが、その後打

線が振るわず、２回戦で敗退した。

神戸親和女子大学 ２１００００１：４
城 西 大 学 １００３１０ｘ：５

［神］●太田春香、竹次史織－中尾 萌

(三)吉田樹那

［城］田上沙也加、○金澤麻美－綿貫奈緒

(三)蟹沢夏帆

【評】城西大学逆転で勝利、準々決勝進出

２点を追う城西大は４回裏、二死満塁のチャン

スに、１番蟹沢の中越三塁打で一挙３得点し逆転

に成功。続く５回裏にも四球で出塁の走者を３連

打で進めて１点を加点し試合を決めた。

一方、神戸親和大は、初回に城西大田上投手の

立ち上がりを攻め４安打で２点先制。その後２回

にも加点したが、２番手金澤投手を攻略できず４

回に逆転を許した。最後の踏ん張りで７回に１点

差に詰め寄るも相手好守備に阻まれ惜敗した。

早 稲 田 大 学 ０００００００：０
東京国際大学 ００００００1x：１

［早］常盤柴文、●泉 花穂－山岡里奈

福島早知子

［東］○金井里奈－降矢 香

【評】東京国際大学、劇的サヨナラ打で勝利。準

々決勝へ！



65

ウインドミル№18

両者無得点のま迎えた最終回、後攻の東京国際

大学は四球で出塁の走者を一塁に置き、続く打者

の打球が走者と重なり、これを野手が後逸。故意

四球もあり無死満塁で９番遠藤千夏が左中間へタ

イムリーを放ち、これが決勝打になり緊迫した試

合に終止符を打った。

一方、早稲田大学はいくつかチャンスを掴みな

がら相手の好守備に阻まれ得点できなかった。一

つの失策に泣いた試合だった。

国 士 舘 大 学 ０２０１０００：３
武庫川女子大学 ００００４２ｘ：６

［国］●吉田千紘、鈴野由梨奈－伊藤里香、

近藤美紀

(二)依田奏緒、林 怜美

［武］田中明日香、阿部美南、○尾崎千裕－

吉田美姫

(三)川口 藍 (二)明楽佳那子

【評】武庫川女子大学、逆転で準々決勝進出！

３点を先制された武庫川女子は、５回、９番中

村の四球を足がかりに１番川口の中越え三塁打を

含む４安打を放ち、一挙４点を挙げ逆転に成功。

６回にも一死二・三塁から３番明楽の２点二塁打

で加点。そのまま逃げ切り、準々決勝へと駒を進

めた。

一方、国士舘は、２回に先制し、５回以降、得

点圏に走者を出すも、あと１本が出ず敗退した。

山 梨 学 院 大 学 ０００００００：０
園田学園女子大学 ０００１０１ｘ：２

［山］●清水琴乃－森田紀代美

(二)村上ほのか

［園］○池田美樹－二宮はな

(三)亀井愛梨 (二)古澤春菜

【評】園田学園 、接戦を制し準々決勝へ！

園田学園女子大学は４回、２番亀井の右中間を

破る三塁打で出塁し、３番古澤の適時打で先制。

６回には、二死一塁で３番古澤が左中間を破る二

塁打で加点、そのま逃げ切った。

一方、山梨学院大学は５回、６回に得点圏に走

者を進めながらもあと一本が出ず、涙をのんだ。

清水投手は７奪三振の力投をみせたが報いられな

かった。

▼第２日（８月31日）準々決勝戦

東京富士大学 ０２００２１１：６
立 命 館 大 学 ０００００１０：１

［東］○江渡祐希－深沢未花

（二)田口秀佳

［立］●加藤あずさ－山澤 葵

(本)山澤 葵

【評】東京富士、投打がかみ合い準決勝進出！

東京富士大学は２回に先制し、５回・６回と足

を生かした攻撃で追加点を重ねる。投げては江渡

投手が３安打に抑え、勝利をつかんだ。

立命館大学は６回山澤の本塁打で１点を還すも、

好投江渡投手を打ち崩すことができず敗退した。

日本女子体育大学 ００００ ：０
日 本 体 育 大 学 ４７１ｘ ：12

［女］●佐藤紫帆－佐々木竜子

［体］○岡村奈々、大村 茜、有馬 瞳－

宇野有加里、澤井美佑

(三)槌谷史花、西藤優美 (二)田村ひかり、

西藤優美、澤井美佑②、松畑美希

【評】日本体育大学、毎回安打で準決勝進出！

日本体育大学は初回に一番の槌谷の三塁打を皮

切りに連続安打で４点を挙げた。続く２回にも９

安打で一挙７点を加え快勝した。連続48回出場の

貫録をみせた試合だった。

一方、日本体育大学は、相手チームの３投手に

抑えられ、持ち味を出せず終わり悔いの残る試合

となった。

城 西 大 学 ００００１０００：１
東京国際大学 ０００００１０1x：２

［城］田上沙也加、●金澤麻美－綿貫奈緒

［東］○金井里奈－降矢 香

【評】東京国際大学、タイブレーカーを制し準決

勝戦へ進出！

同点で迎えた８回、東京国際大学は一死満塁と
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し、５番宇田川がライトへ犠牲フライとなる決勝

打を放ち、２試合連続のサヨナラ勝利を収めた。

一方、城西大学は５回に先制するも、あと１本

が出ず、力投する田上・金澤両投手に華をそえる

ことができず惜敗した。

武庫川女子大学 ０００００００：０
園田学園女子大学 ００００００1x：１

［武］●尾崎千裕－吉田美姫

［園］原 奈々、○池田美樹－二宮はな

（三)中川なおみ

【評】園田学園女子大学、劇的サヨナラ勝ちで準

決勝進出！

兵庫ダービーとなった対戦は、０－０と息詰ま

る投手戦で、最終回裏を迎えた。園田学園はその

裏二死から、４番中川が右翼越えの二塁打、四球

の後、６番田井が中前に安打し、勝利を決める走

者を迎え入れた。押され気味であった園田学園が

劇的なサヨナラ勝ちを飾った。

一方、武庫川女子は４回に二死満塁の好機を生

かすことができず惜敗した。完投した尾崎は、５

回まで走者を出さず好投したが最後に力尽きた。

▼第３日（９月１日）準決勝戦

日本体育大学 ０００００００１２３：６
東京富士大学 ０００００００１２１：４

［日］○岡村奈々、大村 茜－宇野有加里

(本)松畑美希、宇野有加里 (二)西藤優美

［東］●江渡祐希、福原千尋、小林 楓－

深沢未花

(三)荻野みなみ

【評】日本体育大学は、延長を制し決勝戦進出！

日体大・岡村、東京富士大・江渡両投手の好投

で息詰まる投手戦となり、両チーム無得点のまま、

タイブレーカーに突入した。

８回に１点、９回に２点をそれぞれ取り合い、

両チームの勝利への｢執念｣が感じられる試合にな

ったが、日体大が10回表、４番・宇野の２点本塁

打などで３点を勝ち越し、その裏、東京富士大も

懸命の反撃を試みたが、リリーフした木村から１

点を返したものの、反撃はここまで。東京富士大

は決勝進出はならなかったが、創部３年目で３位

の好成績を残した。

園田学園女子大学 ０００００１０００：１
東 京 国 際 大 学 ００００００１０1x：２

［園］●池田美樹－二宮はな

［東］○金井里奈－降矢 香

（三)大谷安奈 (二)石田美奈

【評】東京国際大学、延長を制し初の決勝進出！

東京国際大・金井、園田学園女子大・池田の白

熱した投げ合いが５回まで続いた。

園田学園女子大は６回表、７番・亀井、８番・

児嶋、９番・本岡の３連打で無死満塁の好機をつ

かみ、一死後、２番・堤の中犠飛で待望の先取点

を挙げた。

１点を追う東京国際大は土壇場の７回裏、７番

・大谷の右中間三塁打を足掛かりに、一死後、９

番・遠藤の内野安打で大谷が還り、同点。延長に

持ち込むと、９回裏一死満塁好機から、代打・原

の中犠飛で三塁勝者が還り、劇的なサヨナラ。東

京国際大が強豪・園田学園女子大を下し、決勝に

勝ち進んだ。

▼第３日（９月１日）決勝戦

東京国際大学 ００２００６ ：８
日本体育大学 ０１００００ ：１

［東］○金井里奈－降矢 香

(本)硲 早希 (三)硲 早希、松本由佳

(二)宇田川 愛美

［日］●岡村奈々、大村 茜－宇野有加里、

澤井美佑

(二)宇野有加里②、西藤優美

【評】東京国際大学、創部５年で初優勝！

日体大は２回裏、４番・佐藤が左越二塁打。次

打者の内野ゴロで三進し、６番のショートゴロで

本塁へ突入するも憤死。チャンスが潰えたかに見

えたが、７番・西藤がライトへ二塁打を放ち一塁

走者が一気に生還。１点を先制した。

東京国際大はその直後、１番・硲が右翼線三塁
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打で出塁すると、代打・原が期待に応えて左前適

時打を放ちすかさず同点に追いついた。さらに二

死後、５番・宇田川が左中間へ三塁打を放ち逆転

に成功した。勢いづいた東京国際大は６回表、一

死満塁の好機に、１番・硲右が中間を破るランニ

ングホームランを放つなど、５本の長短打を集中、

大量６点を加えた。先発・金井も３回以降は要所

を抑えて追加点を許さず、東京国際大が６回コー

ルド勝ちで新鋭が古豪を押さえ込み、北京オリン

ピックの金メダリスト・三科真澄監督の指揮のも

と、創部５年目で｢頂点｣に登り詰め、歓喜の初優

勝を成し遂げた。

全日本大学(女子)選手権大会入賞校・入賞回数

大学名 優勝回数 ２位回数 ３位回数 大学名 優勝回数 ２位回数 ３位回数

日本体育大学 １８ １３ ６ 東海女子大学 １ １

東京女子体育大学 １５ １５ ８ 東海学園大学 １ １

園田学園女子大学 ６ ４ ９ 鈴鹿国際大学 １ １

東北福祉大学 ３ ２ 九州女子大学 ２

日本女子体育大学 １ ５ ８ 仙 台 大 学 ２

大阪成蹊女子短大 １ ４ ５ 関西外国語大学 １

中 京 大 学 １ １１ 神戸親和女子大学 １

淑 徳 大 学 １ ２ 龍 谷 大 学 １

大阪大谷大学 １ ２ 愛媛女子短期大学 １

中京女子大学 １ １ 龍 谷 大 学 １

早 稲 田 大 学 １ １ 清 和 大 学 １

東京国際大学 １ 福 岡 大 学 １

武庫川女子大学 ２ ６ 立 命 館 大 学 １

大阪国際大学 ２ ２ 環太平洋大学 １

大阪体育大学 １ １ 東京富士大学 １

※旧校名分を含む ※第39回の優勝は２校 ※49回連続出場校：日本体育大学・東京女子体育大学

女子大会投手成績ベスト10 （規定投球イニング数11以上）

順 打 打 被 失 自 被 与 与 奪 被 暴 不 投 防 勝 負 試

選 手 名 大 学 名 投球回 者 安 責 犠 四 死 三 本 正 球 御 試 試 合

位 数 数 打 点 点 打 球 球 振 打 数 投 数 率 合 合 数

１ 常盤 柴文 早 稲 田 11 41 37 ６ ０ ０ １ ２ １ 10 ０ ０ ０ 183 0.00 １ ０ ２

２ 尾崎 千裕 武 庫 川 13.2/3 50 45 ６ １ １ ３ ８ ０ ２ ０ ０ ０ 209 0.51 ２ １ ３

３ 池田 美樹 園田学園 24.1/3 98 87 18 ３ ２ ５ ４ １ 15 ０ ０ ０ 354 0.58 ３ １ ４

４ 金井 里奈 東京国際 36 136 123 26 ４ ３ ８ ３ ２ 24 ０ ０ ０ 551 0.58 ５ ０ ５

５ 江渡 祐希 東京富士 29.2/3 114 96 18 ７ ４ 10 ７ ３ 18 ２ １ ０ 425 0.94 ３ １ ４

６ 石田紗也佳 大阪国際 11 49 42 13 ４ ２ ３ ３ １ ２ ０ ０ ０ 202 1.27 １ １ ２

６ 清水 琴乃 山梨学院 11 40 39 ７ ２ ２ １ ０ ０ ９ ０ ０ ０ 115 1.27 １ １ ２

８ 岡村 奈々 日本体育 30.1/3 117 104 19 ９ ７ ４ ６ ３ 24 １ １ ０ 442 1.62 ４ １ ５

９ 加藤あずさ 立 命 館 21 90 76 22 ８ ７ ５ ８ １ 16 １ １ ０ 365 2.33 ２ １ ３

10 猪井 玲那 関東学園 12.1/3 48 43 11 ５ ５ ２ ３ ０ ５ ０ ０ ０ 195 2.84 １ １ ２
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女子大会打撃ベスト20（規定打席数12以上）

順 位 打 打 安 得 打 犠 四 死 三 盗 残 打 出 本 三 二 試

選 手 名 大 学 名 塁 塁 塁 打撃率

位 置 席 数 打 点 点 打 球 球 振 塁 塁 妨 塁 打 打 打 合

１ 29 澤井 美佑 日本体育 17 14 ８ ３ ６ １ ２ ０ ３ ０ ３ ０ 10 ０ ０ ２ 0.５７１ ５

２ DP 田口 美佳 東京富士 14 10 ５ ３ ４ １ ３ ０ ３ １ ３ ０ ８ ０ １ ０ 0.５００ ４

２ ６ 硲 早希 東京国際 20 18 ９ ３ ４ １ １ ０ ０ ０ ７ ０ ７ １ １ ０ 0.５００ ５

４ ５ 麓 あずさ 東京富士 13 11 ５ ２ ２ １ １ ０ ０ １ ６ ０ ６ ０ ０ １ 0.４５５ ４

５ ７ 宇田川愛美 東京国際 19 18 ８ ２ ４ １ ０ ０ ０ １ ７ ０ ８ ０ ０ ２ 0.４４４ ５

６ ６ 石見 香枝 日本体育 17 16 ７ ２ ２ ０ １ ０ ２ ０ ３ ０ ８ ０ ０ ０ 0.４３８ ５

７ ５ 西藤 優美 日本体育 15 14 ６ １ ５ ０ １ ０ ０ ０ ６ ０ ７ ０ ２ ３ 0.４２９ ５

８ DP 宇野有加里 日本体育 17 15 ６ ２ ３ ０ ２ ０ ０ ０ ４ ０ ８ １ ０ ２ 0.４００ ５

９ ３ 松本 由佳 東京国際 18 11 ４ ２ ２ １ ５ １ ３ ０ ５ ０ 10 ０ １ １ 0.３６４ ５

10 ９ 槌谷 史花 日本体育 18 17 ６ ４ １ ０ １ ０ １ ０ ４ ０ ７ ０ １ ０ 0.３５３ ５

11 ４ 長谷川ゆりか 東京富士 15 15 ５ １ １ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ０ ５ ０ ０ １ 0.３３３ ４

11 DP 遠藤 千夏 東京国際 17 12 ４ １ ２ １ １ ３ ３ ０ ８ ０ ８ ０ ０ ０ 0.３３３ ５

13 ５ 石田 美奈 東京国際 19 16 ５ ３ ０ ０ ２ １ ０ ２ ３ ０ ８ ０ ０ １ 0.３１３ ５

14 ８ 大谷 安奈 東京国際 18 14 ４ ５ ０ ０ １ ２ １ ３ ５ １ ７ ０ １ ０ 0.２８６ ５

15 ７ 荻野みなみ 東京富士 14 11 ３ ３ ２ ０ ３ ０ １ ０ １ ０ ６ ０ １ ０ 0.２７３ ４

15 ６ 古澤 春菜 園田学園 13 11 ３ １ ２ １ １ ０ ２ ０ ２ ０ ４ ０ ０ １ 0.２７３ ４

17 ８ 蟹沢 夏帆 城 西 12 ９ ２ １ ４ ２ １ ０ ２ １ ４ ０ ３ ０ １ ０ 0.２２２ ３

18 ３ 田口 秀佳 東京富士 13 10 ２ ０ ３ １ ２ ０ １ ０ １ ０ ４ ０ ０ １ 0.２００ ４

18 ７ 堤 加菜子 園田学園 13 10 ２ １ １ １ ０ ２ ０ １ ２ ０ ４ ０ ０ ０ 0.２００ ４

20 ２ 降矢 香 東京国際 19 16 ３ ２ ２ ０ ３ ０ ２ ０ ４ ０ ６ ０ ０ １ 0.１８８ ５

大 学 日 本 一 に な る ま で

東京国際大学女子ソフトボール部主将 降 矢 香

東京国際大学女子ソフトボール部は今年で創部

５年目を迎えました。「愛されて勝つ」というチ

ーム理念のもと、宇津木総監督、三科監督、城戸

コーチ、高木トレーナーと毎日ソフトボールと真

剣に向き合い活動しています。「愛されて勝つ」

というのは、ソフトボールの技術向上はもちろん

ですが、それ以上に目配り、気配り、心配りなど

人として当たり前の礼儀や人間性を磨いていくと

いうことです。全国には強いチームがたくさんあ

りますが、その中でもどこよりも応援していただ

けるチームを目指しています。

本学のソフトボール部はエリートの集まりでは

ありません。高校時代は全国大会に出ることを目

標としており、全国優勝を目指していた子は一握

りでした。そんな全国大会も知らないような私た

ちに宇津木総監督をはじめ、三科監督、城戸コー
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チは一からご指導くださいました。入学当初はキ

ャッチボールもまともにすることが出来ませんで

した。勝つ上で必要なゴロ捕球や送りバントとい

った基本すら出来ず、すべてゼロからのスタート

でした。試合をすれば下手で馬鹿にされ、笑われ、

悔しい思いもしてきました。そんな時、三科監督

からある言葉を頂きました。「下手なのだから馬

鹿にされて当然、笑われて当然。ただ相手には同

じことするな。でも、あなたたちが全力でやった

結果笑われたのかな？60％でやって笑われたなら

悔しがる価値もない。いつかは優勝できるかもし

れない。しかし、いま勝ちたいなら、自分が下手

くそだと受け入れられる心があるなら、他のチー

ムの10倍やりなさい。」という言葉でした。その

とき私たちは気づかされました。頑張っている自

分に満足しているだけで、愛されて勝つための本

質が分かっていなかったのだと。その日から生活

は一変しました。自主練習をする人が増え、ソフ

トボールに真剣に打ち込むために自分の欲を１つ

我慢し、その時間をソフトボールにあてる人など、

向き合い方は様々でしたが全員が同じ方向を向い

ていきました。また城戸コーチからは「負け癖の

あるチームはトーナメントでは勝てない。ソフト

ボールに限らずなんでも日本一になる癖をつけな

さい。その結果ソフトボールで日本一になること

が最高。妥協をしない、負けず嫌いになりなさ

い。」という言葉を頂きました。その言葉をもと

に、道具を大切に使うこと、グラウンド整備、挨

拶、行進・・・ソフトボール以外のことにも「日

本一」にこだわりはじめました。

そして迎えた第49回全日本大学選手権大会では

５試合を勝ち抜き優勝という結果を残すことが出

来ました。すべて強豪校との対戦ではありました

が、日々の積み重ねを試合で徹底してできた結果

と、自分たちはやってきたという自信があったか

らこその結果だと思います。また、試合に入るに

あたり何不自由ない環境を作り、役割を理解し行

動してくれたレギュラー外の選手が日本一のベン

チワークをしてくれた結果でもあります。

これからは追われる立場となりますが、まだま

だ追われるようなチームではありません。常に挑

戦、成長し続けていきたいと思います。

そして、どんなときも応援に駆け付けてくださ

る理事長先生をはじめ学校関係者の皆様に支えら

れ今があります。ご尽力くださるすべての方々へ

の感謝の気持ちを忘れずこれからも日々精進して

参ります。

Facebook 始めました。

全日本大学ソフトボール連盟広報記録部会では、インカレ直

前からFacebookを始めました。速報はツイッターで、ある程度

まとまった新鮮な情報はFacebookで、詳しい記録はHPでとそれぞれの特性

を活かして情報を発信していきたいと考えたからです。

インカレ大会期間中には20回更新し、試合結果と写真を主に掲載しまし

た。当初は１日あたり１千名程度のリーチでしたが、最終日には６千名を

超えるリーチでした。大会期間中の合計リーチは２万７千を超えました。

今後とも、共催大会・後援大会を含めて新鮮な情報を発信していきます

ので、「いいね！」ばかりでなく、コメントやシェアもよろしくお願いい

たします。



第29回東日本大学(男子)ソフトボール選手権大会
会期：平成26年８月７日(木)～８月11(月)
会場：東京都八王子市／滝が原グラウンド

８日 ９日 11日
１．早 稲 田 大 学 14

２．盛 岡 大 学 １ ２
２

３．日 本 大 学 12 ０

４．城 西 大 学 28
４ 国士舘大学

５．成 蹊 大 学 １ ０

６．山 梨 学 院 大 学 ７
０

７．桜 美 林 大 学 ５
８

８．東 京 理 科 大 学 ０
９

９．国 士 舘 大 学 ３ 国際武道大学
０

10．日 本 大 学 工 学 部 19
２

11．帝 京 大 学 18
３

12．福 島 大 学 ９
19

13．東 京 大 学 15 優
２ 勝

14．東 北 大 学 ２
１ 日

15．東 京 学 芸 大 学 10 本
13 体

16．国 際 武 道 大 学 16 育
６ 大

17．明 星 大 学 ０ 学（

18．千 葉 大 学 13 ５
０ 年

19．立 教 大 学 ３ ぶ
７ り

20．高 崎 経 済 大 学 ５ 12
９ 回

21．東 京 都 市 大 学 ０ 東海大学 目
０

）

22．宮 城 教 育 大 学 ６
１

23．学 習 院 大 学 13
９

24．東 海 大 学 10
９

25．明 治 大 学 ３
３

26．筑 波 大 学 ０
１

27．慶 應 義 塾 大 学 ７
０

28．埼 玉 大 学 ０
９

29．中 央 大 学 ３
６

30．関 東 学 園 大 学 ８
０

31．専 修 大 学 １
４

32．仙 台 大 学 ０
７

33．日 本 体 育 大 学 ７
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第29回東日本大学(女子)ソフトボール選手権大会

会期：平成26年８月７日(木)～11日(月)
会場：東京都八王子市／滝が原グラウンド

８日 ９日 11日
１．山 梨 学 院 大 学 ０

２．淑 徳 大 学 ０ ３
３

３．日 本 体 育 大 学 ７
８

４．松 本 大 学 14
１

５．日 本 大 学 ４
０

６．城 西 大 学 ３
７

７．国 士 舘 大 学 ５
５

８．仙 台 大 学 15
０

９．桜 美 林 大 学 ２
６

10．清 和 大 学 １
６

11．東 京 女 子 体 育 大 学 ８
２

12．筑 波 大 学 １ 東女体大
０

13．学 習 院 大 学 ９
２

14．東 京 国 際 大 学 ０ 優勝
11

15．早 稲 田 大 学 １ 日本体育大学

16．金 沢 学 院 大 学 ０ (３年ぶり16回目)

17．東 京 学 芸 大 学 １ ５
５

18．東 海 大 学 ８
東海大学

19．専 修 大 学 ４ ０
１

20．順 天 堂 大 学 ９
０

21．日 本 女 子 体 育 大 学 11
11

22．盛 岡 大 学 ０
１

23．慶 應 義 塾 大 学 ０ 東京富士大学
２

24．関 東 学 園 大 学 ８
１

25．中 央 大 学 ３
１

26．富 士 大 学 10 ９

27．城 西 国 際 大 学 ０
３

28．東 北 福 祉 大 学 11 ２

29．東 京 富 士 大 学 ４
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第46回西日本大学(男子)ソフトボール選手権大会

会期：平成26年８月８日(金)～11日(月)

会場：山口県宇部市／東部体育広場 他

８月９日 ８月10日 ８月11日

１．環 太 平 洋 大 学 11
８

２．九 州 産 業 大 学 ４
13

３．龍 谷 大 学 ４
１

４．高 知 工 科 大 学 ３
９

５．岐 阜 聖 徳 学 園 大 学 ３
11

６．広 島 工 業 大 学 １
８

７．大 阪 産 業 大 学 ４
１

８．福 岡 大 学 ３
14

９．南 山 大 学 ９
０

10．崇 城 大 学 ８
３

11．神 戸 大 学 ３
12

12．広 島 大 学 ９
４

13．中 京 大 学 ７
８

14．長 崎 国 際 大 学 ０
11

15．大 阪 経 済 大 学 11
１ 優勝

16．九 州 共 立 大 学 ８
環太平洋大学

17．常 葉 大 学 12
２ (２年連続４回目)

18．香 川 大 学 ２
５

19．関 西 大 学 ９
８

20．岡 山 大 学 １
４

21．京 都 産 業 大 学 ８
12

22．鹿 児 島 国 際 大 学 ３
４

23．愛 知 大 学 ４
０

24．沖 縄 国 際 大 学 ７
12

25．大 阪 体 育 大 学 ６
５

26．広 島 修 道 大 学 ７
１

27．同 志 社 大 学 ８
13

28．熊 本 学 園 大 学 ９
５

29．徳 島 大 学 ０
12

30．立 命 館 大 学 12
９

31．神 戸 学 院 大 学 ８
６

32．中 京 学 院 大 学 ２
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第46回西日本大学(女子)ソフトボール選手権大会

会期：平成26年８月８日(金)～11日(月)

会場：山口県宇部市／東部体育広場 他

８月９日 ８月10日 ８月11日

１．園 田 学 園 女 子 大 学 11

２．美 作 大 学 １ ４
４

３．太 成 学 院 大 学 13
４

４．日 本 福 祉 大 学 ２
２

５．環太平洋大学短期大学部 ６ ３

６．武 庫 川 女 子 大 学 ５
６

７．I P U ・ 環 太平洋大学 ５

８．常 葉 大 学 ０ ４
４

９．大 阪 国 際 大 学 ４
２

10．熊 本 学 園 大 学 ３
０

11．神 戸 親 和 女 子 大 学 ５ １
優勝

12．東 海 学 園 大 学 ７
園田学園女子大

13．九 州 共 立 大 学 ３
(３年連続15回目)

14．奈良学園大学奈良文化女子短 13 ４
４

15．鳥 取 短 期 大 学 ０
１

16．鈴 鹿 国 際 大 学 １
７

17．関 西 大 学 ３ ３

18．広 島 大 学 ０
２

19．四 国 大 学 ３

20．大 阪 大 谷 大 学 ２ ５
22

21．中 京 大 学 ４
４

22．天 理 大 学 ６
０

23．岐 阜 経 済 大 学 ２ ２

24．立 命 館 大 学 12
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第13回 大学ソフトボール東海オープン（女子）大会結果

会期：平成26年３月19日(水)・21日(金)

会場：愛知県安城市／安城市総合運動公園ソフトボール球場ＡＢ・野球場Ｃ

予選リーグ戦（３月19日）

Ｅｸﾞﾙｰﾌﾟ 関 学 日 福 常 葉 順位 Ｆｸﾞﾙｰﾌﾟ 福 岡 山 梨 東園Ｂ 順位

● ○ ● ○
関東学園 ２ 福 岡 ２

３－４ ６－２ ０－４ ７－０

○ ○ ○ ○
日本福祉 １ 山梨学院 １

４－３ 10－０ ４－０ 10－０

● ● ● ●
常 葉 ３ 東海学園Ｂ ３

２－６ ０－10 ０－７ ０－10

Ｇｸﾞﾙｰﾌﾟ 東園Ａ 東 国 至学館 順位 Ｈｸﾞﾙｰﾌﾟ 中 京 同志社 中 院 順位

● ○ ○ ○
東海学園Ａ ２ 中 京 １

１－６ ６－１ ６－０ ５－０

○ ○ ● ○
東京国際 １ 同 志 社 ２

０－６ ８－１

● ● ● ●
至 学 館 ３ 中京学院 ３

１－６ ０－５ ０－５ １－８

順位決定戦（３月21日）

１～３位決定戦 ４～６位決定戦 ７～10位決定戦

日本福祉７－０山梨学院 東海学園Ａ14－２同 志 社 11 ４

中 京０－７山梨学院 関 東 学 園６－４同 志 社
４ ５ ４ ５

中 京19－８日本福祉 関 東 学 園０－７東海学園Ａ

最終順位

優勝：山梨学院大学・日本福祉大学・中京大学（３校同率優勝） 常 東 至 中

（中京大は３年連続７回目、日本福祉大と山梨学院大は初） 園 学 京

４位：東海学園大学Ａ、５位：関東学園大学、６位：同志社大学 葉 Ｂ 館 学

７位：東海学園大学Ｂ、８位：中京学院大学、９位：常葉大学 院

10位：至学館大学

※東京国際大学と福岡大学は順位決定戦を棄権 ６ ２
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第13回 大学ソフトボール東海オープン（男子）大会結果

会期：平成26年３月25日(火)・27日(木)

会場：愛知県豊田市／豊田市運動公園ソフトボール場・多目的広場

予選リーグ戦（３月25日）

Ａｸﾞﾙｰﾌﾟ 同志社 関 学 愛 知 順位 Ｂｸﾞﾙｰﾌﾟ 中 院 京 都 日 福 順位

○ ○ ○ ○
同 志 社 １ 中京学院 １

８－１ ５－２ ７－１ 10－１

● ○ ● ○
関東学園 ２ 京 都 ２

１－７ 10－７ ７－１ ９－２

● ● ● ●
愛 知 ３ 日本福祉 ３

２－５ ７－10 １－10 ２－９

Ｃｸﾞﾙｰﾌﾟ 中 央 聖 徳 常 葉 順位 Ｄｸﾞﾙｰﾌﾟ 中 京 広 島 愛 院 順位

○ △ ○ △
中 央 １ 中 京 １

９－０ ２－２ ５－４ ６－６

● ○ ● ●
岐阜聖徳 ２ 広 島 ３

０－９ 16－７ ４－５ ８－12

△ ● △ ○
常 葉 ３ 愛知学院 ２

２－２ ７－16 ６－６ 12－８

※１～２位は失点率による。

順位決定戦（３月27日）

１～４位決定戦 ５～８位決定戦 ９～12位決定戦

８ ７ ２ ４ ２ ５

８ ２ 10 ５ 10 ９ 12 ４ ５ ４ ０ １

同

（

中

（

中

（

中

（

関

（

京

（

岐

（

愛

（

愛

（

日

（

常

（

広

（

志優 京３ 央２ 京４ 東６ 都７ 阜５ 知８ 知10 本12 葉11 島９

社勝 学位 大位 大位 学位 大位 聖位 学位 大位 福位 大位 大位

大

）

院

）

学

）

学

）

園

）

学

）

徳

）

院

）

学

）

祉

）

学

）

学

）

学 大 大 学 大 大

学 学 園 学 学

大

７ ２ ９ ２ １ 11

75

ウインドミル№18



76

平成 26 年度全日本大学ソフトボール連盟機関誌

第15回 「峠のまち」Matsuida Cup 男・女大学ソフトボール強化大会

会期：平成26年４月19日(土)～20日(日)

会場：群馬県安中市／五料運動場・坂本スポーツ広場・久芳スポーツ広場

横川LEAG 高経Ａ 城高Ｂ 都留文 山 梨 順 碓氷LEAG 関 学 千 葉 東 海 信 州

高崎経済 ● ○ ○ ○ ○ ○
２ 関東学園 １

Ａ ２－３ 11－１ ９－４ ６－０ ４－２ 21－１

城西高経 ○ ○ ○ ● ○ ●
１ 千 葉 ３

Ｂ ３－２ ６－０ ８－２ ０－６ 12－２ ８－17

● ● ● ● ● ○
都留文科 ４ 東 海 ２

１－11 ０－６ ２－15 ２－４ ２－12 11－３

● ● ○ ● ○ ●
山梨学院 ３ 信 州 ４

４－９ ２－８ 15－２ １－21 17－８ ３－11

※城西大学は１日目のみ参加。 ※２～４位は大会規定による。

順位決定戦

◇１～２位：高崎経済大学Ｂ５－１関東学園大学 ◇３～４位：東海大学８－２高崎経済大学Ａ

◆５～６位：千 葉 大 学８－４山梨学院大学 ◆７～８位：都留文科大学９－９信州大学

【女子】

ＢLEAG 新 島 東 福 富 士 城 西 順 ＤLEAG 国 武 松 本 関 学 東 海 順

● ● ● ○ ● ●
新島短期 ４ 国際武道 ３

３－４ ２－８ ０－10 ９－５ ３－13 ６－17

○ ○ ○ ● ● ●
東北福祉 １ 松 本 ４

４－３ ２－０ ４－３ ５－９ ０－２ ３－６

○ ● ● ○ ○ ○
富 士 ３ 関東学園 １

８－２ ０－２ ２－４ 13－３ ２－０ ７－４

○ ● ○ ○ ○ ●
城 西 ２ 東 海 ２

10－０ ３－４ ４－２ 17－６ ６－３ ４－７

順位決定戦

◇１～２位：関東学園大学５－３東北福祉大学 ◇３～４位：城西大学６－２東海大学

◆５～６位：富士大学９－０国際武道大学 ◆７～８位：新島短期大学７－６松本大学

【最終結果】（男子／女子）

優 勝：高崎経済大学Ｂ／関東学園大学 第５位：千 葉 大 学／富 士 大 学

準優勝：関東学園大学／東北福祉大学 第６位：山梨学院大学／国 際 武 道 大 学

第３位：東 海 大 学／城 西 大 学 第７位：信 州 大 学／新島学園短期大学

第４位：高崎経済大学Ａ／東 海 大 学 第８位：都留文科大学／松 本 大 学

※男子７～８位は大会規定による。
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第11回 北信越大学オープンソフトボール大会

会期：平成26年７月12日(土)

会場：福井県あわら市／坂井グラウンド 他

【男子】

１．兵 庫 教 育 大 学 ４

２．富 山 大 学 Ｂ ２

３．富 山 大 学 Ａ ９

４．信 州 大 学 ４
７月13日は雨天中止 順位の決定はできず

５．高 崎 経 済 大 学 11

６．福 井 大 学 ３

７．愛 知 学 院 大 学 12

８．福 井 県 立 大 学

【女子】

１．大 阪 国 際 大 学 16

２．金 沢 大 学 ２

３．東 京 国 際 大 学 ４

４．関 西 大 学 ３
７月13日は雨天中止 順位の決定はできず

５．兵 庫 教 育 大 学 １

６．松 本 大 学 ８

７．金 沢 学 院 大 学 ０

８．東 海 大 学 ３

2014 HAKUBA CUP 大学女子ソフトボール大会

会期：平成26年８月19日(火)～21日(木)

会場：長野県白馬村／村営北部グラウンド他

予選リーグ戦

予選Ａ 大阪国際 国際武道 岐阜経済 順 予選Ｂ 金沢学院 新島学園 至 学 館 順

大阪国際 ○７－０ ○３－２ １ 金沢学院 ○５－３ ●３－４ ２

国際武道 ●０－７ ●２－10 ３ 新島学園 ●３－５ ●２－３ ３

岐阜経済 ●２－３ ○10－２ ２ 至 学 館 ○４－３ ○３－２ １
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予選Ｃ 城 西 大阪青山 東京富士 順 予選Ｄ 大阪体育 日本福祉 清 和 順

城 西 ○９－２ ●１－３ ２ 大阪体育 ○５－１ ●４－７ ２

大阪青山 ●２－９ ●１－６ ３ 日本福祉 ●１－５ ○５－０ １

東京富士 ○６－１ ○３－１ １ 清 和 ○７－４ ●０－５ ３

※順位は失点率（総失点÷総守備回数）による。
予選Ｅ 東京国際 東海学園 松 本 順

東京国際 ○６－０ ○５－１ １

東海学園 ●０－６ ○８－３ ２

松 本 ●１－５ ●３－８ ３

決勝リーグ戦

１位Ｌ. 大阪国際 至 学 館 東京富士 日本福祉 東京国際 勝 分 敗 失率点 順位

大阪国際 ○７－０ ●０－６ ○５－２ ●１－２ ２ ０ ２ ３位

至 学 館 ●０－７ ●１－８ △３－３ ●０－６ ０ １ ３ 1.000 ５位

東京富士 ○６－０ ○８－１ ○２－０ △２－２ ３ １ ０ 0.111 ２位

日本福祉 ●２－５ △３－３ ●０－２ ●０－３ ０ １ ３ 0.464 ４位

東京国際 ○２－１ ○６－０ △２－２ ○３－０ ３ １ ０ 0.103 優勝

※東京国際大学は２年連続２回目の優勝

２位Ｌ. 岐阜経済 金沢学院 城 西 大阪体育 東海学園 勝 分 敗 失点率 順位

岐阜経済 ●２－４ ●０－２ ○３－２ ○７－０ ２ ０ ２ 0.286 ７位

金沢学院 ○４－２ ●３－10 ○２－０ ●０－４ ２ ０ ２ 0.615 ９位

城 西 ○２－０ ○10－３ ●１－３ ○８－５ ３ ０ １ ６位

大阪体育 ●２－３ ●０－２ ○３－１ ●１－６ １ ０ ３ 10位

東海学園 ●０－７ ○４－０ ●５－８ ○６－１ ２ ０ ２ 0.571 ８位

３位Ｌ． 国際武道 新島学園 大阪青山 清 和 松 本 勝 分 敗 失点点 順位

国際武道 ●６－９ ●０－４ ●５－９ ●０－９ ０ ０ ４ 15位

新島学園 ○９－６ ○６－３ ●２－３ ●０－６ ２ ０ ２ 0.642 14位

大阪青山 ○４－０ ●３－６ ○６－５ ●０－４ ２ ０ ２ 0.535 12位

清 和 ○９－５ ○３－２ ●５－６ ●３－５ ２ ０ ２ 0.642 13位

松 本 ○９－０ ○６－０ ○４－０ ○５－３ ３ ０ １ 11位
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第45回 関東大学男女ソフトボール選手権大会

会期：平成26年11月14日(金)～17日(月)

会場：千葉県成田市／大谷津運動公園多目的広場他(女子)・下総運動公園野球場他(男子)

【女子】

１ 東 京 富 士 大 学 ３

２ 東 海 大 学 11 ６
１

３ 千 葉 大 学 ０
６

４ 淑 徳 大 学 ６
１

５ 中 央 大 学 １ ０

６ 国 際 武 道 大 学 ６
４

７ 専 修 大 学 １

８ 順 天 堂 大 学 ６ １
18

９ 東 京 学 芸 大 学 ９
５

10 東 京 国 際 大 学 ５
８

11 山 梨 学 院 大 学 ４ ８

12 学 習 院 大 学 ０

13 清 和 大 学 １ 優勝 東京富士大学
（２年連続２回目）

14 早 稲 田 大 学 13 ０
５

15 筑 波 大 学 ０
１

16 慶 應 義 塾 大 学 ６
０

17 埼 玉 大 学 ０ ３

18 東京女子体育大学 10
１

19 関 東 学 園 大 学 ５

20 国 士 舘 大 学 ３ １
４

21 城 西 大 学 ４
２

22 日本女子体育大学 ９
０

23 城 西 国 際 大 学 ２ ９

24 日 本 体 育 大 学 ６
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【男子】

１ 国 士 舘 大 学 ５

２ 筑 波 大 学 ０ ８

３

３ 山 梨 学 院 大 学 12

１

４ 東 京 理 科 大 学 ５

２

５ 慶 應 義 塾 大 学 １ ０

６ 文 教 大 学 １

４

７ 日 本 体 育 大 学 ７

８ 中 央 学 院 大 学 ０ ９

０

９ 東 京 学 芸 大 学 18

６

10 東 京 国 際 大 学 10

２

11 桜 美 林 大 学 ９

１

12 関 東 学 園 大 学 14

３

13 東 京 大 学 １

優勝 日本体育大学

14 専 修 大 学 14 （３年ぶり26回目）

１

15 日大生物資源科学部 ７

０

16 千 葉 大 学 ６

８

17 立 教 大 学 ０

５

18 高 崎 経 済 大 学 ２

５

19 学 習 院 大 学 ５ ８

20 城 西 大 学 ７

１

21 早 稲 田 大 学 17

３

22 埼 玉 大 学 ０

10

23 日 本 大 学 ３

１

24 国 際 武 道 大 学 ４

２

25 中 央 大 学 13

１

26 茨 城 大 学 ０ １

27 東 海 大 学 ６
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藤原初男杯第６回全国大学・実業団対抗ソフトボール選抜大会

会期：平成26年11月22日～24日

会場：愛知県豊田市／豊田市運動公園ソフトボール場・多目的広場

Ａグループ トヨタ 東 富 大 谷 中 京 理 化 富 士 園 田 東 学 勝 分 敗 順

● ○ ○ ○
ト ヨ タ ３ ０ １ -

１－２ ７－０ 12－０ 11－４

○ △ ○ ●
東京富士 ２ １ １ -

２－１ １－１ ５－０ １－９

● ● ● ●
大阪大谷 ０ ０ ４ -

０－７ １－６ ４－５ ０－１

△ ○ ○ ○
中 京 ３ ０ １ -

１－１ ６－１ 10－１ ７－３

● ○ ○ ●
東海理化 ２ ０ ２ -

０－５ ５－４ ５－１ ３－６

● ● ● ●
富 士 ０ ０ ４ -

０－12 １－10 １－５ ４－７

● ● ○ ●
園田学園 １ ０ ３ -

４－11 ３－７ ６－３ １－15

○ ○ ○ ○
東海学園 ４ ０ ０ ２

９－１ １－０ ７－４ 15－１

Ｂグループ 織 機 松 本 ＩＰＵ 鈴 国 DENSO 国 際 東 福 日 福 勝 分 敗 順

○ ○ ○ ○
豊田織機 ４ ０ ０ １

７－０ ８－０ 10－０ ４－０

● ● ● ●
松 本 ０ ０ ４ -

０－７ ０－４ １－８ ４－５

● ● ○ ○
環太平洋 ２ ０ ０ -

０－８ 10－11 ４－２ ０－４

○ ○ ○ ○
鈴鹿国際 ４ ０ ０ ３

４－０ 11－10 ８－１ ７－５

○ ● ○ ○
デンソー ３ ０ １ -

８－１ ２－４ ６－０ ９－１

● ● ● ○
大阪国際 １ ０ ３ -

０－10 １－８ ０－６ ６－４

● ● ● ○
東北福祉 １ ０ ３ -

０－４ ５－７ １－９ ６－２

○ ○ ● ●
日本福祉 ２ ０ ２ -

５－４ ４－０ ４－６ ２－６

優勝：豊田自動織機(0.00) 準優勝：東海学園大学(1.68) ３位：鈴鹿国際大学(4.31)

※優勝～３位は上記( )内の失点率による。４位以下については順位を決定しない。



第60回全日本総合男子選手権大会

会期：平成26年９月20日(土)～22日(月)

会場：愛知県刈谷市／刈谷球場 他

１．甲斐ソフトボールクラブ (山 梨） ０
３

２．日 新 製 鋼 (広 島) 12
３

３．ニ ュ ー バ ッ フ ァ ロ ー (北海道） ０
６

４．Ｎ ｅ ｏ 長 崎 (長 崎） 10
２

５．㈱ デ ン ソ ー (愛 知） ２
５

６．ウ エ ダ バ ッ フ ァ ロ ー (広 島） ３
１

７．沖縄ファーストメディカル (沖 縄） ０
４

８．福島ソフトボールクラブ (福 島） １
６

９．国 際 武 道 大 学 (千 葉) ３
７

10 大 阪 桃 次 郎 (大 阪） 10
１

11．金沢教員ソフトボールクラブ (石 川） ３
１

12．ジ ェ イ テ ク ト (徳 島） ５
０

13．岐 阜 エ コ デ ン Ｓ Ｃ (岐 阜） ８
８

14．大阪サンタフェクラブ (大 阪） ３
12 Ｎ

（

15．旭 化 成 (宮 崎） ５
９ ｅ 初

16．原 巽 ジ ャ ガ ー ズ (埼 玉） ４
ｏ 優

17．ホンダエンジニアリング (栃 木） ８
５ 長 勝

18．上 中 産 業 Ｓ ・ Ｂ ・ Ｃ (和歌山） １
４ 崎

）

19．中 京 大 学 (愛 知) ４
２

20．Ｓ ・ Ｔ オ ー ル 大 阪 (大 分） ３
１

21．豊 田 自 動 織 機 (愛 知） ９
０

22．環 太 平 洋 大 学 (岡 山） １
３

23．ダ イ ワ ア ク ト (佐 賀） ９
１

24．取 手 イ ン デ ィ ア ン ス (茨 城) ０
３

25．ＹＡＭＡＧＡＴＡ ＣＬＵＢ (山 形) ３
１

26．神 戸 学 院 大 学 (兵 庫） 10
１

27．ト ヨ タ 自 動 車 ㈱ (愛 知） ８
５

28．丸 山 物 産 Ｓ Ｂ Ｃ (鹿児島） １
３

29．三 菱 重 工 名 古 屋 (愛 知） ０
４

30．平 林 金 属 男 子 Ｓ Ｂ Ｃ (岡 山） ２
０

31．愛 媛 ウ エ ス ト (愛 媛） ７
１

32．高 崎 市 役 所 (群 馬） ３
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第66回全日本総合女子選手権大会

会期：平成26年９月13日(金)～15日(月)

会場：和歌山県紀の川市／粉河運動場・橋本市南馬場緑地広場 他

１．ト ヨ タ 自 動 車 (愛 知） 11
１

２．ＩＰＵ・環太平洋大学 (岡 山） １
４

３．日 立 (神奈川) ７
０

４．大和電機工業株式会社 (長 野） ０
４

５．ＮＥＣアクセステクニカ (静 岡） ２
１

６．東 京 富 士 大 学 (東 京） １
１

７．Ｈ Ｏ Ｎ Ｄ Ａ (京 都） １
２

８．静 甲 株 式 会 社 (静 岡) ９
７

９．福 岡 大 学 (福 岡) ３
３

10．大垣ミナモソフトボールクラブ (岐 阜） ５
０

11．伊 予 銀 行 (愛 媛） ２
４

12．東 京 国 際 大 学 (埼 玉） ０
１

13．デ ン ソ ー (愛 知） ３
５

14．カネボウ化粧品小田原 (神奈川) ２ ト
６

（

15．甲賀健康医療専門学校 (滋 賀) ３ ヨ ２
０ 年

16．東 北 福 祉 大 学 (宮 城) ４ タ 連
続

17．平 林 金 属 株 式 会 社 (岡 山） ０ 自 ４
８ 回

18．SGホールディングスグループ (京 都） 14 動 目
９

）

19．山 梨 学 院 大 学 (山 梨) ７ 車
２

20．和歌山Ｄｒｅａｍｅｒｓ (和歌山） ０
３

21．環太平洋大学短期大学部 (愛 媛） ０
７

22．ペ ヤ ン グ (岡 山） ８
２

23．園 田 学 園 女 子 大 学 (兵 庫） １
１

24．戸 田 中 央 総 合 病 院 (埼 玉） ３
０

25．ひらまつ病院SAGA ALL STARS (佐 賀） ０
４

26．太 陽 誘 電 (群 馬） ７
３

27．富 士 大 学 (岩 手） ０
１

28．豊 田 自 動 織 機 (愛 知） ７
０

29．シ オ ノ ギ 製 薬 (兵 庫） ４
０

30．Ｙ Ｋ Ｋ (富 山） ０
４

31．日 本 精 工 (滋 賀） ０
７

32．ルネサスエレクトロニクス高崎 (群 馬） ６
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【北海道東北地区】

平成26年度北海道・東北地区大学ソフトボール春季大会（男子）

会期：平成26年４月19日(土)・20日(日)、５月３日(土)・４日(日)

会場：岩手県一関市／一関総合運動公園、宮城県柴田町／阿武隈川運動場

チーム 北海道 八戸工 弘 前 盛 岡 東 北 宮 教 仙 台 福 島 日大工 勝 負 順

○ ○ ○
北 海 道 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ３ ０ -

14－４ 12－５ 12－４

● ● ●
八戸工業 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ０ ３ -

６－25 ９－13 ２－15

○ ○ ● ● ● ●
弘 前 ＊ ＊ ２ ４ ５

25－６ 19－10 11－16 ５－８ ８－11 ３－８

○ ● ● ● ● ●
盛 岡 ＊ ＊ １ ５ ７

13－９ 10－19 14－19 ３－12 ５－６ １－15

● ○ ○ ● ● ●
東 北 ＊ ２ ４ ６

４－14 16－11 11－３ ４－９ ６－８ ５－６

○ ○ ○ ● ● ○
宮城教育 ＊ ４ ２ ２

15－２ ８－５ 19－14 ３－11 ２－５ 11－９

● ○ ○ ○ ○ ●
仙 台 ＊ ＊ ４ ２ ３

５－12 12－３ ９－４ ５－２ ９－３ 13－17

● ○ ○ ○ ● ○
福 島 ＊ ＊ ４ ２ ４

４－12 11－８ ６－５ ８－６ ３－９ 19－９

○ ○ ○ ● ○ ●
日大工学 ＊ ＊ ４ ２ １

８－３ 15－１ ６－５ ９－11 17－13 ９－19

※シードの関係で６試合以上を対象に順位付けする。勝率が同じ場合は、総得点の多い順、総失点の少ない順
で順位をつける。

平成26年度北海道・東北地区大学ソフトボール春季大会（女子）

会期：平成26年４月26日(土)・27日(日)

会場：岩手県八幡平市／松尾総合運動公園多目的運動広場

チーム 弘 前 盛 岡 富 士 東北福祉 仙 台 勝 分 敗 順位

弘 前 ○12－11 ●０－13 ●１－13 ●０－８ １ ０ ３ ４

盛 岡 ●11－12 ●０－25 ●０－７ ●５－６ ０ ０ ５ ５

富 士 ○13－０ ○25－０ ○２－１ ○11－１ ４ ０ ０ １

東北福祉 ○13－１ ○７－０ ●１－２ ○14－１ ３ ０ １ ２

仙 台 ○８－０ ○６－５ ●１－11 ●１－14 ２ ０ ２ ３
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第35回北海道・東北地区大学ソフトボール選手権大会

兼、第49回全日本大学ソフトボール選手権大会北海道・東北地区予選会

会期：平成26年５月17日(土)～18日(日)

会場：青森県青森市／市スポーツ広場(男子)、矢島町／多目的運動広場他(女子)

男子 女子

１．日本大学工学部 ９ １．富 士 大 学 ７ 東

19 北

２．福 島 大 学 ８ ０ ２．宮城学院女子大学 ０ 福

10 ２祉

３．仙 台 大 学 ６ 15 ３．仙 台 大 学 16 大

北 ３ 学

４．北 海 道 大 学 27 海 ４．盛 岡 大 学 ６

（

16 道 ３

５．八 戸 工 業 大 学 ０ 大 ５．弘 前 大 学 ９ 年

学 １ 連

６．東 北 大 学 ８

（

６．宮城教育大学 ５ 続

２ 初 ７９

７．盛 岡 大 学 15

）

７．北 翔 大 学 ０ 回

２ 19 目

８．弘 前 大 学 １ ８．東北福祉大学 17

）

９

９．宮 城 教 育 大 学 23 仙台大学 ８

仙台大学

弘前大学 １

男子インカレ出場は、北海道大学(３年ぶり２回目)と 女子インカレ出場は、東北福祉大学(12年連続12回目)、

宮城教育大学(15年ぶり２回目） 富士大学(５年連続10回目)、仙台大学(２年連続17回目)

2014年度 北海道・東北地区大学ソフトボール秋季大会

会期：平成26年10月11日・12日(男子)、18日・19日(女子)

会場：岩手県／八幡平市松尾総合運動公園

【男子】
〈予選リーグ戦〉

Ａﾌ゙ ﾛｯｸ 北海道 福 島 仙 台 東 北 順 Ｂﾌ゙ ﾛｯｸ 宮 教 盛 岡 日大工 弘 前 順

● ● ○ ○ ● ○
北海道 ３ 宮城教育 １

２－６ １－11 ６－３ 19－３ 13－17 13－９

○ ● ○ ● ○ ●
福 島 ２ 盛 岡 ４

６－２ ４－11 14－５ ３－19 ９－８ 12－14

○ ○ ○ ○ ● ●
仙 台 １ 日大工学 ３

11－１ 21－４ 14－８ 17－13 ８－９ ４－13

● ● ● ● ○ ○
東 北 ４ 弘 前 ２

３－６ ５－14 ８－14 ９－13 14－12 13－４

※１～２、３～４位は得失点差による。
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〈順位決定戦〉 〈最終順位〉

１・２位決定戦 仙台大学 18－０ 宮城教育大学 優勝：仙台大学 ２位：宮城教育大学

３・４位決定戦 弘前大学 ４－２ 福島大学 ３位：弘前大学 ４位：福島大学

５・６位決定戦 北海道大学 ８－１ 日本大学工学部 ５位：北海道大学 ６位：日本大学工学部

７・８位決定戦 東北大学部 12－９ 盛岡大学 ７位：東北大学 ８位：盛岡大学

【女子】

チーム 盛 岡 富 士 東北福祉 宮城教育 仙 台 勝 分 敗 順位

盛 岡 ●０－16 ●０－19 ○４－３ ●０－５ １ ０ ３ ４位

富 士 ○16－０ ●２－４ ○10－１ ○12－０ ３ ０ １ ２位

東北福祉 ○19－０ ○４－２ ○９－０ ○６－３ ４ ０ ０ 優勝

宮城教育 ●３－４ ●１－10 ●３－８ ０ ０ ４ ５位

仙 台 ○５－０ ●０－12 ●３－６ ○６－３ ２ ０ ２ ３位

【関東地区】 第９回関東学生男子ソフトボール春季リーグ戦

会期：平成26年５月３日・４日・５日

会場：埼玉県坂戸市／坂戸市民総合運動公園野球場、毛呂山町／西戸グラウンド

Ⅰ部リーグ

チーム 城 西 東京理科 国際武道 関東学園 東 海 都留文科 勝 分 敗 順 位

城 西 ○４－２ ○３－０ ○９－６ ○６－１ ○10－３ ５ ０ ０ 優勝

東京理科 ●２－４ ●２－８ ○８－３ ●９－18 ○４－３ ２ ０ ３ ５位

国際武道 ●０－３ ○８－２ ○10－１ ○７－４ ○９－０ ４ ０ １ ２位

関東学園 ●６－９ ●３－８ ●１－10 ○８－０ ○９－１ ２ ０ ３ ３位

東 海 ●１－６ ○18－９ ●４－７ ●０－８ ○12－６ ２ ０ ３ ４位

都留文科 ●３－10 ●３－４ ●０－９ ●１－９ ●６－12 ０ ０ ５ ６位

※勝ち点同数の順位はリーグ戦規定に基づき決定。
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Ⅱ部リーグ

チーム 千 葉 高崎経済 茨 城 東京国際 中央学院 山梨学院 勝 分 敗 順 位

茨 城 ○８－４ ○７－６ ○20－３ ○13－２ △８－８ ４ １ ０ １位

高崎経済 ●４－８ ○18－10 ○22－６ ○25－３ ○６－４ ４ ０ １ ２位

茨 城 ●６－７ ●10－18 ○24－６ ○８－６ △７－７ ２ １ ２ ４位

東京国際 ●３－20 ●６－22 ●６－24 ○20－２ ●３－14 １ ０ ４ ５位

中央学院 ●２－13 ●３－25 ●６－８ ●２－20 ●８－15 ０ ０ ５ ６位

山梨学院 △８－８ ●４－６ △７－７ ○14－３ ○15－８ ２ ２ １ ３位

Ⅲ部リーグ

チーム 埼 玉 日大生資 文 教 筑 波 日大生産 勝 分 敗 順 位

埼 玉 ○17－８ ○11－３ ○９－５ ○27－11 ４ ０ ０ １位

日大生資 ●８－17 ●４－27 ●12－15 ○16－11 １ ０ ３ ４位

文 教 ●３－11 ○27－４ ○11－３ ○28－７ ３ ０ １ ２位

筑 波 ●５－９ ○15－12 ●３－11 ○18－９ ２ ０ ２ ３位

日大生産 ●11－27 ●11－16 ●７－28 ●９－18 ０ ０ ４ ５位

Ⅰ部Ⅱ部入替戦 都留文科大学(Ⅰ部６位) ０－８ 千葉大学(Ⅱ部１位) ※千葉大学はⅠ部昇格

Ⅱ部Ⅲ部入替戦 中央学院大学(Ⅱ部６位) １－28 埼玉大学(Ⅲ部１位) ※埼玉大学はⅡ部昇格

第９回 関東学生女子ソフトボール春季リーグ戦

会期：平成26年５月３日・４日・５日

会場：埼玉県毛呂山町／大類ソフトボールパーク、鶴ヶ島市／運動公園

Ⅰ部リーグ

チーム 城 西 東京国際 関東学園 山梨学院 淑 徳 東 海 勝 分 敗 順 位

城 西 ○４－３ ○５－３ ○８－１ ○７－０ ○10－３ ５ ０ ０ 優勝

東京国際 ●３－４ ○６－３ ●０－１ ○４－１ △５－５ ２ １ ２ ３位

関東学園 ●３－５ ●３－６ ●１－５ ○５－２ △２－２ １ １ ３ ４位

山梨学院 ●１－８ ○１－０ ○５－１ ○８－１ ○４－２ ４ ０ １ ２位

淑 徳 ●０－７ ●１－４ ●２－５ ●１－８ ○８－６ １ ０ ４ ５位

東 海 ●３－10 △５－５ △２－２ ●２－４ ●６－８ ０ ２ ３ ６位
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Ⅱ部リーグ

チーム 清 和 国際武道 新島学園 城西国際 筑 波 文 教 勝 分 敗 順 位

清 和 ○２－０ ●１－３ ○４－２ ○９－２ ○６－５ ４ ０ １ ２位

国際武道 ●０－２ ●１－２ ●２－６ ○９－１ ●10－12 １ ０ ４ ４位

新島学園 ○３－１ ○２－１ ○４－２ ○15－４ ○２－１ ５ ０ ０ １位

城西国際 ●２－４ ○６－２ ●２－４ ○11－８ ○４－０ ３ ０ ２ ３位

筑 波 ●２－９ ●１－９ ●４－15 ●８－11 ○３－２ １ ０ ４ ６位

文 教 ●５－６ ○12－10 ●１－２ ●０－４ ●３－２ １ ０ ４ ５位

※勝ち点同数の順位はリーグ戦規定に基づき決定。

Ⅲ部リーグ

チーム 順 天 堂 千 葉 埼 玉 日大生資 茨 城 勝 分 敗 順 位

順 天 堂 ●１－５ ○13－０ ○７－３ ○８－１ ３ ０ １ ２位

千 葉 ○５－１ ○７－０ ○16－４ ○７－２ ４ ０ ０ １位

埼 玉 ●０－13 ●０－７ ○７－３ ●０－３ １ ０ ３ ４位

日大生資 ●３－７ ●４－16 ●３－７ △９－９ ０ １ ３ ５位

茨 城 ●１－８ ●２－７ ○３－０ △９－９ １ １ ２ ３位

Ⅰ部Ⅱ部入替戦 東海大学(Ⅰ部６位) ２－３ 新島学園短大(Ⅱ部１位) ※新島学園短期大学はⅠ部昇格

Ⅱ部Ⅲ部入替戦 筑波大学(Ⅱ部６位) ９－10 千 葉 大 学(Ⅲ部１位) ※千葉大学はⅡ部昇格

第22回関東学生ソフトボール選手権大会

兼 第49回全日本大学ソフトボール選手権大会関東地区予選会

会期：平成26年６月21日・23日

会場：栃木県足利市／渡良瀬運動場、岩井分水路緑 他

男子の部
10 ８ 関東学園大学

１ 城 西 大 学 ３ ３
東 ３ ９ 文 教 大 学

２ 東京理科大学 11 １ 海 ３
１ 大 ７ 10 都留文科大学

３ 筑 波 大 学 １ 学 11
６ ２ 10 11 千 葉 大 学

４ 中央学院大学 ０
１ 13 12 高崎経済大学

５ 東京国際大学 15 ０
５ ３ 13 山梨学院大学

６ 茨 城 大 学 ０ ５
13 ３ 14 埼 玉 大 学

７ 東 海 大 学 10 ５
９ 15 国際武道大学
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インカレ出場権獲得校

東 海 大 学（13年ぶり５回目の優勝、４年連続40回目）、国際武道大学（15年連続21回目）

城 西 大 学（２年連続20回目）、千 葉 大 学（３年ぶり５回目）

女子の部

１ 城 西 大 学 12

２ 文 教 大 学 20 ３
２

３ 日大生資科学部 ２

４ 淑 徳 大 学 ８ ３

５ 順 天 堂 大 学 13 ３
０ ２

６ 千 葉 大 学 ６

７ 関 東 学 園 大 学 ４

８ 東 京 国 際 大 学 ６ 優勝 城西大学

９ 茨 城 大 学 ０ (３年ぶり４回目)
３ ３

10 東 海 大 学 10 ０

11 新島学園短期大学 ０

12 城 西 国 際 大 学 12 １
４

13 清 和 大 学 ６
０

14 国 際 武 道 大 学 ７
８ ２

15 筑 波 大 学 ０

16 山 梨 学 院 大 学 ８

敗者復活第５代表決定戦

文 教 大 学 ０
８

淑 徳 大 学 ５

東 海 大 学 ８
東海大学

順 天 堂 大 学 ９ ５
２

新島学園短期大学 ４
16 ９

城 西 国 際 大 学 ５

国 際 武 道 大 学 １

インカレ出場権獲得校

城 西 大 学（12年連続12回目）、東京国際大学（４年連続４回目）、関東学園大学（３年連続４回目）、

山梨学院大学（６年連続６回目）、東 海 大 学（２年連続27回目）
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第14回 関東学生男子ソフトボール秋季リーグ戦

会期：Ⅰ部 平成26年10月４日・５日・12日、Ⅱ部 10月11日～13日、Ⅲ部 10月11日～13日

会場：高崎市／群馬総合グラウンド（Ⅰ部）、藤岡市／烏川緑地グラウンド（ⅠⅡⅢ部）

Ⅰ部リーグ

チーム 城 西 国際武道 関東学園 東 海 東京理科 千 葉 勝 分 敗 順 位

城 西 ●１－２ ○７－０ ○９－２ ○７－４ ○５－１ ４ ０ １ 優勝

国際武道 ○２－１ ○２－０ △２－２ ●５－７ ○14－13 ３ １ １ ２位

関東学園 ●０－７ ●０－２ ●６－８ ●７－９ △６－６ ０ １ ４ ６位

東 海 ●２－９ △２－２ ○８－６ △０－０ ○９－２ ２ ２ １ ３位

東京理科 ●４－７ ○７－５ ○９－７ △０－０ ●１－７ ２ １ ２ ４位

千 葉 ●１－５ ●13－14 △６－６ ●２－９ ○７－１ １ １ ３ ５位

Ⅱ部リーグ

チーム 都留文科 高崎経済 山梨学院 茨 城 東京国際 埼 玉 勝 分 敗 順 位

都留文科 ●６－13 ●７－９ ○４－３ ●３－４ ●５－９ １ ０ ４ ５位

高崎経済 ○13－６ ○10－３ ○11－10 ○13－７ △６－６ ３ １ １ 優勝

山梨学院 ○９－７ ●２－０ ○９－５ ○９－８ ●１－２ ３ ０ ２ ２位

茨 城 ●３－４ ●10－11 ●５－９ ●７－10 ○10－７ １ ０ ４ ６位

東京国際 ○４－３ ●７－13 ●８－９ ○10－７ ○９－５ ３ ０ ２ ３位

埼 玉 ○９－５ △６－６ ○２－１ ●７－10 ●５－９ ２ １ ２ ４位

※２～３位、５～６位は同じ勝ち点で並んだため、大会規約により順位を決定。

Ⅲ部リーグ

チーム 中央学院 文 教 筑波 日大生資 日大生産 勝 分 敗 順 位

中央学院 ●３－10 ●７－20 ●６－17 ●４－８ ０ ０ ４ ５位

文 教 ○10－３ ○10－３ ○15－３ ○11－７ ４ ０ ０ 優勝

筑 波 ○20－７ ●３－10 ●11－16 ●７－９ １ ０ ３ ４位

日大生資 ○17－６ ●３－５ ○16－11 ○27－２ ３ ０ １ ２位

日大生産 ○８－４ ●７－11 ○９－７ ●２－27 ２ ０ ２ ３位

入替戦 10月26日(日) 高崎経済大学グラウンド

Ⅰ部～Ⅱ部 関東学園大学(Ⅰ部６位) １－５ 高崎経済大学(Ⅱ部１位) ※高崎経済大学はⅠ部昇格

Ⅱ部～Ⅲ部 茨 城 大 学(Ⅱ部６位) ５－17 文 教 大 学(Ⅲ部１位) ※文教大学はⅡ部昇格
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第14回 関東学生女子ソフトボール秋季リーグ戦

会期：平成26年10月11日、12日、18日

会場：毛呂山町／大類ソフトボールパーク・駒形公園ソフトボール場 他

Ⅰ部リーグ

チーム 城 西 山梨学院 東京国際 関東学園 淑 徳 新島学園 勝 分 敗 順 位

城 西 ●３－12 ●３－４ ○２－０ ○６－１ ○７－０ ３ ０ ２ ３位

山梨学院 ○12－３ ○１－０ ○６－０ ○７－０ ○19－１ ５ ０ ０ 優勝

東京国際 ○４－３ ●０－１ △０－０ ○12－０ ○５－３ ３ １ １ ２位

関東学園 ●０－２ ●０－６ △０－０ ○６－１ ○５－０ ２ １ ２ ４位

淑 徳 ●１－６ ●０－７ ●０－12 ●１－６ ○３－２ １ ０ ４ ５位

新島学園 ●０－７ ●１－19 ●３－５ ●０－５ ●２－３ ０ ０ ５ ６位

Ⅱ部リーグ

チーム 東 海 清 和 城西国際 国際武道 文 教 千 葉 勝 分 敗 順 位

東 海 ●０－２ ○７－０ ○３－０ ○８－１ ○14－０ ４ ０ １ １位

清 和 ○２－０ △６－６ ○４－１ ○６－１ △４－４ ３ ２ ０ ２位

城西国際 ●０－７ △６－６ ●１－３ ○８－５ ○15－０ ２ １ ２ ４位

国際武道 ●０－３ ●１－４ ○３－１ ○５－２ ○９－２ ３ ０ ２ ３位

文 教 ●１－８ ●１－６ ●５－８ ●２－５ ○９－０ １ ０ ４ ５位

千 葉 ●０－14 △４－４ ●０－15 ●２－９ ●０－９ ０ １ ４ ６位

Ⅲ部リーグ

チーム 筑 波 順 天 堂 茨 城 埼 玉 日大生物 勝 分 敗 順 位

筑 波 ●２－３ ○１－０ ○19－０ ○12－０ ３ ０ １ ２位

順 天 堂 ○３－２ ○12－11 ○８－０ ○８－２ ４ ０ ０ １位

茨 城 ●０－１ ●11－12 ○20－０ ○11－０ ２ ０ ２ ３位

埼 玉 ●０－19 ●０－８ ●０－20 ○９－８ １ ０ ３ ４位

日大生物 ●０－12 ●２－８ ●０－11 ●８－９ ０ ０ ４ ５位

入替戦 10月19日 毛呂山町／西戸グラウンド

Ⅰ部Ⅱ部入替戦 新島学園短大(Ⅰ部６位) ３－６ 東 海 大 学(Ⅱ部１位) ※東海大学はⅠ部昇格

Ⅱ部Ⅲ部入替戦 千 葉 大 学(Ⅱ部６位) ５－18 順天堂大学(Ⅲ部１位) ※順天堂大学はⅡ部昇格
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【北信越地区】

第20回北信越地区大学男子・女子ソフトボール選手権大会

（兼、文部科学大臣杯第49回全日本大学ソフトボール選手権大会予選会）

会 期：平成26年５月19日(土)・20日(日)

会 場：長野県上田市／古戦場公園多目的グラウンド・運動公園グラウンド

男子 富 山 福 井 福井県立 信 州 金 沢 勝 分 敗 順 位

富 山 ○18－３ ●７－10 ○15－５ ●７－16 ２ ０ ２ ３位

福 井 ●３－18 ●０－15 ●４－14 ●11－12 ０ ０ ４ ５位

福井県立 ○10－７ ○15－０ ○12－６ ○５－３ ４ ０ ０ １位

信 州 ●５－15 ○14－４ ●６－12 ●７－９ １ ０ ４ ４位

金 沢 ○16－７ ○12－11 ●３－５ ○９－７ ３ ０ １ ２位

※インカレ出場権獲得校：福井県立大学（２年ぶり４回目）

女子 信 州 金沢学位 富 山 松 本 金 沢 勝 分 敗 順 位

信 州 ●０－８ ○15－３ ●０－12 ○９－４ ２ ０ ２ ３位

金沢学院 ○８－０ ○33－０ ●０－10 ○16－０ ３ ０ １ ２位

富 山 ●３－15 ●０－33 ●３－17 ●７－14 ０ ０ ４ ５位

松 本 ○12－０ ○10－０ ○17－３ ○11－０ ４ ０ ０ １位

金 沢 ●４－９ ●０－16 ○14－７ ●０－11 １ ０ ３ ４位

※インカレ出場権獲得校：松本大学（９年連続９回目）、金沢学院大学（５年連続５回目）

第21回 北信越大学男女新人ソフトボール選手権大会

会期：平成26年10月18日(土)・19日(日)

会場：富山県富山市／岩瀬スポーツ公園ソフトボール場

男子

チーム 金 沢 福井県立 信 州 富 山 勝 分 敗 失点率 順 位

金 沢 ●12－16 ●２－17 ●８－18 ０ ０ ３ 4.636 ４位

福井県立 ○16－12 ○９－２ ●２－18 ２ ０ １ 2.462 ３位

信 州 ○17－２ ●２－９ ○９－７ ２ ０ １ 1.385 優勝

富 山 ○18－８ ○18－２ ●７－９ ２ ０ １ 1.583 ２位

※１～３位は失点率による。
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女子

チーム 金 沢 金沢学院 松 本 信 州 富 山 勝 分 敗 失点率 順位

金 沢 ●０－11 ●０－24 ●５－15 ●２－６ ０ ０ ４ 2.947 ５位

金沢学院 ○11－０ △０－０ ○10－０ ○18－０ ３ １ ０ 0.000 優勝

松 本 ○24－０ △０－０ ○９－２ ○17－０ ３ １ ０ 0.111 ２位

信 州 ○15－５ ●０－10 ●２－９ ○16－０ ２ ０ ２ 1.333 ３位

富 山 ○６－２ ●０－18 ●０－17 ●０－16 １ ０ ３ 3.313 ４位

※１～２位は失点率による。

【東京地区】 平成26年度 第46回東京都大学ソフトボール春季リーグ戦

会期：平成26年４月26日～５月11日

会場：国士舘大学・早稲田大学 他

男子１部

チーム 日本体育 中 央 国 士 舘 早 稲 田 学 習 院 東京学芸 勝 分 敗 順 位

日本体育 ○６－０ ●４－６ ●６－13 ○10－０ ○15－０ ３ ０ ２ ３位

中 央 ●０－６ ●３－４ ●０－10 ○15－３ ○14－２ ２ ０ ３ ４位

国 士 舘 ○６－４ ○４－３ ○８－１ ○11－２ ○14－２ ５ ０ ０ １位

早 稲 田 ○13－６ ○10－０ ●１－８ ○16－２ ○12－０ ４ ０ １ ２位

学 習 院 ●０－10 ●３－15 ●２－11 ●２－16 ●７－９ ０ ０ ５ ６位

東京学芸 ●０－15 ●２－14 ●２－14 ●０－12 ○９－７ １ ０ ４ ５位

男子２部

チーム 明 治 慶應義塾 東京都市 専 修 桜 美 林 日 本 勝 分 敗 順 位

慶應義塾 ●１－６ ●12－13 ●７－10 ○７－６ ●１－10 １ ０ ４ ６位

慶應義塾 ○６－１ ○９－３ ○５－３ ●13－14 ●５－８ ３ ０ ２ ２位

東京都市 ○13－12 ●３－９ ●９－12 ○12－２ ●２－６ ２ ０ ３ ３位

専 修 ○10－７ ●３－５ ○12－９ ●３－４ ●１－11 ２ ０ ３ ４位

桜 美 林 ●６－７ ○14－13 ●２－12 ○４－３ ●２－14 ２ ０ ３ ５位

日 本 ○10－１ ○８－５ ○６－２ ○11－１ ○14－２ ５ ０ ０ １位

※３位～４位は失点率による。
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男子３部 Ａセレクション

チーム 立 教 成 蹊 東 京 東京農業 勝 分 敗 順 位

立 教 ○14－９ ●２－６ ○11－３ ２ ０ １ ２位

成 蹊 ●９－14 ●５－16 ●８－９ ０ ０ ３ ４位

東 京 ○６－２ ○16－５ ○10－０ ３ ０ ０ １位

東京農業 ●３－11 ○９－８ ●０－10 １ ０ ２ ３位

男子３部 Ｂセレクション

チーム 東 洋 帝 京 明 星 文教湘南 勝 分 敗 順 位

東 洋 ●８－17 ●８－10 ○24－６ １ ０ ２ ３位

帝 京 ○17－８ ●０－８ ○15－４ ２ ０ １ ２位

明 星 ○10－８ ○８－０ ○16－１ ３ ０ ０ １位

文教湘南 ●６－24 ●４ 15 ●１－16 ０ ０ ３ ４位

男子３部ＡＢセレクション優勝決定戦 明星大学 ５－２ 東京大学

男子入れ替え戦

１部－２部

学習院大学(６位) ９－８ 日本大学(１位)

※学習院大学は１部残留

２部－３部

明治大学(６位) 16－５ 明星大学(１位)

※明治大学は２部残留

女子１部

チーム 東京女体 国 士 舘 日本体育 早 稲 田 東京富士 日本女体 勝 分 敗 順 位

東京女体 ○４－１ ●６－７ ●２－３ ○２－１ ○６－０ ３ ０ ２ ３位

国 士 舘 ●１－４ ●１－８ ●０－５ ●１－７ ○10－８ １ ０ ４ ５位

日本体育 ○７－６ ○８－１ ○８－４ ○６－４ ○13－０ ５ ０ ０ １位

早 稲 田 ○３－２ ○５－０ ●４－８ ●０－５ ○５－０ ３ ０ ２ ４位

東京富士 ●１－２ ○７－１ ●４－６ ○５－０ ○７－０ ３ ０ ２ ２位

日本女体 ●０－６ ●８－10 ●０－13 ●０－５ ●０－７ ０ ０ ５ ６位

※２～４位は失点率による。
女子２部

チーム 専 修 桜 美 林 東京学芸 学 習 院 中 央 慶應義塾 勝 分 敗 順 位

専 修 ○10－９ ●１－８ ●９－10 ●７－９ ●２－６ １ ０ ４ ６位

桜 美 林 ●９－10 ●０－10 ○７－０ ●２－15 ○８－２ ２ ０ ３ ４位

東京学芸 ○８－１ ○10－０ ○８－０ ○12－１ ○７－３ ５ ０ ０ １位

学 習 院 ○10－９ ●０－７ ●０－８ ○11－10 ○10－２ ３ ０ ２ ２位

中 央 ○９－７ ○15－２ ●１－12 ●10－11 ○20－４ ３ ０ ２ ３位

慶應義塾 ○６－２ ●２－８ ●３－７ ●２－10 ●４－20 １ ０ ４ ５位

※２～３位、５～６位は、直接対戦の結果による。
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女子３部

チーム 成 蹊 明 治 東 洋 日 本 文京湘南 実践女子 勝 分 敗 順 位

成 蹊 ●０－36 ●１－21 ●４－23 ●８－14 ○10－６ １ ０ ４ ５位

明 治 ○36－０ ●３－16 ○９－４ ●５－17 ○15－０ ３ ０ ２ ３位

東 洋 ○21－１ ○16－３ ○７－６ ○14－６ ○36－２ ５ ０ ０ １位

日 本 ○23－４ ●４－９ ●６－７ △６－６ ○21－０ ２ １ ２ ４位

文京湘南 ○14－８ ○17－５ ●６－14 △６－６ ○30－０ ３ １ １ ２位

実践女子 ●６－10 ●０－15 ●２－36 ●０－21 ●０－30 ０ ０ ５ ６位

女子入れ替え戦

１部－２部 日本女子体育大学（６位）３－１ 東京学芸大学（１位） ※日本女子体育大学は１部残留

２部－３部 専修大学（６位）６－５ 東洋大学（１位）※専修大学は２部残留

全日本大学選手権大会東京都第２次予選

男子 女子
１．中 央 大 学 ８ １．国士舘大学 18

７ 20
２．明 星 大 学 ０ ２．東 洋 大 学 ０

中央大 国士舘大
３．日 本 大 学 12 ３．学習院大学 11

０ ０
４．東京都市大学 ４ ４．慶應義塾大学 ４

５．東京学芸大学 10 ５．日女体大学 11
10 ４

６．慶應義塾大学 ５ ６．中 央 大 学 ０
学芸大 日女体大

７．学習院大学 18 ７．東京学芸大学 ３
５ １

８．専 修 大 学 17 ８．桜美林大学 ０

第49回全日本大学選手権大会の東京地区代表校

男子：国士舘大学(49年連続49回目)、早稲田大学(49年連続49回目)、日本体育大学(49年連続49回目)、

中央大学(３年連続25回目)、東京学芸大学(26年ぶり６回目)

女子：日本体育大学(49年連続49回目)、東京富士大学(３年連続３回目)、

東京女子体育大学(49年連続49回目)、早稲田大学(10年連続11回目)、国士舘大学(４年連続20回目)、

日本女子体育大学(２年連続45回目)
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平成26年度第46回東京都大学ソフトボール秋季リーグ戦

会期：平成26年９月28日～11月８日
会場：国士舘大学・早稲田大学・東京富士大学 他

男子１部

チーム 国 士 舘 早 稲 田 日本体育 中 央 東京学芸 学 習 院 勝 分 敗 順 位

国 士 舘 ●５－８ ●２－６ ○４－３ ○８－５ ○16－５ ３ ０ ２ ３位

早 稲 田 ○８－５ ●１－10 ○12－６ ○10－２ ○12－０ ４ ０ １ ２位

日本体育 ○６－２ ○10－１ ○７－０ ○14－０ ○10－０ ５ ０ ０ １位

中 央 ●３－４ ●６－12 ●０－７ ○４－０ ○12－５ ２ ０ ３ ４位

東京学芸 ●５－８ ●２－10 ●０－14 ●０－４ ●２－５ ０ ０ ５ ６位

学 習 院 ●５－16 ●０－12 ●０－10 ●５－12 ○５－２ １ ０ ４ ５位

男子２部

チーム 日 本 慶應義塾 東京都市 専 修 桜 美 林 明 治 勝 分 敗 順 位

日 本 ○８－６ ○12－７ ○８－７ ○９－５ ●２－13 ４ ０ １ ２位

慶應義塾 ●６－８ ●８－９ ○４－３ ●７－10 ●１－５ １ ０ ４ ６位

東京都市 ●７－12 ○９－８ ●６－９ ○12－５ ●５－６ ２ ０ ３ ４位

専 修 ●７－８ ●３－４ ○９－６ ○８－６ ○５－２ ３ ０ ２ ３位

桜 美 林 ●５－９ ○10－７ ●５－12 ●６－８ ●１－８ １ ０ ４ ５位

明 治 ○13－２ ○５－１ ○６－５ ●２－５ ○８－１ ４ ０ １ １位

※１位～２位は直接対戦の結果による。
男子３部 Ａセレクション

チーム 明 星 立 教 東 洋 成 蹊 勝 分 敗 順 位

明 星 ●４－９ ○18－８ ●６－12 １ ０ ２ ３位

立 教 ○９－４ ○16－７ ●７－19 ２ ０ １ ２位

東 洋 ●８－18 ●７－16 ●５－12 ０ ０ ３ ４位

成 蹊 ○12－６ ○19－７ ○12－５ ３ ０ ０ １位

男子３部 Ｂセレクション

チーム 東 京 帝 京 東京農業 文教湘南 勝 分 敗 順 位

東 京 △６－６ ○21－10 ○13－２ ２ １ ０ １位

帝 京 △６－６ ○11－４ ○18－10 ２ １ ０ ２位

東京農業 ●10－21 ●４－11 ●８－22 ０ ０ ３ ４位

文教湘南 ●２－13 ●10－18 ○22－８ ０ ０ ３ ４位
※１位～２位は失点率による。
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男子３部ＡＢセレクション優勝決定戦 成蹊大学 15－８ 東京大学

男子入れ替え戦

１部－２部 東京学芸大学(６位) ７－６ 明治大学(１位) ※東京学芸大学は１部残留

２部－３部 慶應義塾大学(６位) ４－３ 成蹊大学(１位) ※慶応義塾大学は２部残留

女子１部

チーム 日本体育 東京富士 東京女体 早 稲 田 国 士 舘 日本女体 勝 分 敗 順 位

日本体育 ○２－０ ○４－０ ○５－４ ○６－２ ○１－０ ５ ０ ０ １位

東京富士 ●０－２ ○５－３ ○１－０ ○２－０ ○８－１ ４ ０ １ ２位

東京女体 ●０－４ ●３－５ ●０－１ ○４－３ ○６－２ ２ ０ ３ ４位

早 稲 田 ●４－５ ●０－１ ○１－０ ○５－０ ○９－２ ３ ０ ２ ３位

国 士 舘 ●２－６ ●０－２ ●３－４ ●０－５ ○９－３ １ ０ ４ ５位

日本女体 ●０－１ ●１－８ ●２－６ ●２－９ ●３－９ ０ ０ ５ ６位

女子２部

チーム 東京学芸 学 習 院 中 央 桜 美 林 慶應義塾 専 修 勝 分 敗 順 位

東京学芸 ○11－１ ●７－８ ○７－３ ○８－１ ○12－５ ４ ０ １ １位

学 習 院 ●１－11 ○８－６ ○８－１ ●３－７ △９－９ ２ １ ２ ３位

中 央 ○８－７ ●６－８ ●１－10 ○４－３ ○８－７ ３ ０ ２ ２位

桜 美 林 ●３－７ ●１－８ ○10－１ ○５－１ ●２－８ ２ ０ ３ ４位

慶應義塾 ●１－８ ○７－３ ●３－４ ●１－５ ○３－２ ２ ０ ３ ５位

専 修 ●５－12 △９－９ ●７－８ ○８－２ ●２－３ １ １ ３ ６位

※４位～５位は直接対戦の結果による。

女子３部

チーム 東 洋 文教湘南 明 治 日 本 成 蹊 実践女子 勝 分 敗 順 位

東 洋 ○７－１ ●５－10 ●２－４ ●４－９ ○15－０ ２ ０ ３ ５位

文教湘南 ●１－７ ○11－３ ●４－14 ○９－６ ○９－２ ３ ０ ２ ２位

明 治 ○10－５ ●３－11 ●１－８ ●４－13 ○23－０ ２ ０ ３ ４位

日 本 ○４－２ ○14－４ ○８－１ ○９－１ ○15－０ ５ ０ ０ １位

成 蹊 ○９－４ ●６－９ ○13－４ ●１－９ ○12－９ ３ ０ ２ ３位

実践女子 ●０－15 ●２－９ ●０－23 ●０－15 ●９－12 ０ ０ ５ ６位

※２位と３位４位と５位は直接対決の勝敗による。

女子入れ替え戦

１部－２部 東京学芸大学(６位) ７－６ 明治大学(１位) ※東京学芸大学は１部残留

２部－３部 専修大学(６位) ９－０ 日本大学(１位) ※専修大学は２部残留



【東海地区】 東海テレビ杯

平成26年度春季第74回 東海地区大学(男子)ソフトボールリーグ戦

－兼、第49回全日本大学ソフトボール選手権大会一次予選－

－兼、第46回西日本大学ソフトボール選手権大会予選－

会期：平成26年４月26日、５月６・10・11日

会場：愛知県刈谷市／亀城公園運動場

一部リーグ戦

チーム 中 京 中京学院 岐阜聖徳 愛 知 常 葉 愛知学院 勝分敗 失点率 順

中 京 ○５－３ ○２－１ ○17－６ ●０－１ ○６－４ ４ １ 2.76 ２

中京学院 ●３－５ ●５－８ ○10－０ △６－６ ○16－８ ２１２ 5.25 ４

岐阜聖徳 ●１－２ ○８－５ ○12－７ ●４－５ ○７－０ ３ ２ 4.03 ３

愛 知 ●６－17 ●０－10 ●７－12 ●２－７ ●８－11 ０ ５ 18.42 ６

常 葉 ○１－０ △６－６ ○５－４ ○７－２ ○６－１ ４１０ 2.48 １

愛知学院 ●４－６ ●８－16 ●０－７ ○11－８ ●１－６ １ ４ 9.71 ５

二部リーグ戦

予選ＡＬ 日本福祉 愛知教育 名 古 屋 名 商 東海学園 勝分敗 失点率 順

日本福祉 ●９－21 ○11－４ ○18－３ ○10－３ ３ １ 8.35 ３

愛知教育 ○21－９ ●３－６ ○13－３ ○17－６ ３ １ 6.00 ２

名 古 屋 ●４－11 ○６－３ ○10－３ ○12－２ ３ １ 5.32 １

名古屋商 ●３－18 ●３－13 ●３－10 ●８－15 ０ ５ - ５

東海学園 ●３－10 ●６－17 ●２－12 ○15－８ １ ３ - ４

※１～３位はリーグ戦規定の失点率による。

予選ＢＬ 南 山 中 部 静 岡 名 城 勝 敗 失点率 順 順位決定予備戦

南 山 ●０－15 ○７－０ ○９－１ ２ １ - ２ 南山９－２愛知教育

中 部 ○15－０ ○８－０ ○14－６ ３ ０ - １ 静岡11－１東海学園

静 岡 ●０－７ ●０－８ ●０－10 ０ ３ - ４ 日本福祉７－１名城

名 城 ●１－９ ●６－14 ○10－０ １ ２ - ３

順位決定戦

１ 位 決 定 戦 中部大学８－２名古屋大学

２・３位決定戦 南山大学９－３名古屋大学

４・５位決定戦 日本福祉大学８－３愛知教育大学

６・７位決定戦 静岡大学10－３名城大学

８・９位決定戦 東海学園大10－３名古屋商科大
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一部×二部入れ替え戦

愛知学院大学(５位)１－７南山大学(２位)

※愛知学院大学二部降格、南山大学一部昇格

愛知大学(６位)９－７中部大学(１位)

※両大学は原部に残留

代表

第11回東海地域大学ソフトボール選手権大会（第

49回インカレ最終予選）：

常葉大学・中京大学・岐阜聖徳学園大学・

中京学院大学・南山大学・愛知大学・中部大学

・愛知学院大学

第46回西日本大学ソフトボール選手権大会：

常葉大学・中京大学・岐阜聖徳学園大学・

中京学院大学・南山大学・愛知大学

個人表彰選手

最 優 秀 選 手 賞：田村 幸也(常葉大学)

一 部 首 位 打 者 賞：西里 博樹(中京学院大学)

記録５割６分３厘

一 部 打 点 賞：山下 治 (中京学院大学)

記録１０

本 塁 打 点 賞：勝見 京介(常葉大学)

記録４

盗 塁 賞：佐藤 圭亮(常葉大学)

記録５

一部最優秀防御率賞：田村 幸也 (常葉大学)

記録１.８４

二 部 優 秀 選 手 賞：柳生 豪士(中部大学)

川地 洋輔(名古屋大学)

二 部 首 位 打 者 賞：美濃島 捷(中部大学)

和久田圭輝(中部大学)

記録６割０分０厘

二部最優秀防御率賞：柳生 豪士(中部大学)

記録１．０５

ベストマネジメント賞：該当チームなし

ベストスコアラー賞：該当者なし

ベ ス ト 放 送 員 賞：乾 翔太(常葉大学)

ベ ス ト ナ イ ン

投 手 田村 幸也 (常葉大学 ２年)

捕 手 西里 博樹（中京学院大学３年）

一 塁 手：高尾 健 （中京学院大学４年）

二 塁 手：吉川 大貴（愛知学院大学２年）

三 塁 手：荒木 大 （常葉大学 ２年）

遊 撃 手：奥村彰秀（岐阜聖徳学園大学４年）

外 野 手：勝見 京介（常葉大学 ２年）

外 野 手：黒田 涼介（中京大学 ３年）

外 野 手：上原一真（岐阜聖徳学園大学４年）

ＤＰＦＰ：花岡 大輝（中京大学 ３年）

講評 今季のリーグ戦は、好天に恵まれ予

定通りの日程終了することができました。主管い

ただいた刈谷市連盟をはじめとして開催にご尽力

いただきました関係機関の皆さまに、まずもって

御礼申し上げます。

今季注目されたのは、これまでリーグを牽引し

てきた中京大学と中京学院大学の両エースが卒業

して「２強体制」が崩れるのかという点と、二部

・三部制を廃し二部２ブロック制にしてすべての

チームにインカレ出場権を獲得できる可能性を持

たせた制度による二部活性化である。

はたして、終わってみれば、一時は三部まで落

ちて廃部の危機があった古豪常葉大学が「２強」

に対していずれもタイブレーカーで負けることな

く見事復活、14季ぶりに７度目の一部優勝に輝い

たことは賞賛に値する。また、二部は、予選リー

グ戦最終試合まで順位が確定せず、試合日程を変

更せざるを得なかったという課題を残したが、そ

れだけの混戦であった。その中で、Ｂグループ２

位だった南山大学は、順位決定予備戦と２・３位

決定戦を勝ち抜きさらには入れ替え戦にも勝利す

るという健闘を見せた。

ところで、今季はこれまで行ってきた閉会式の

個人表彰ができなかった。日程変更によることも

あるが、その大きな原因はスコアカードが正確に

記入できなかったところにある。「試合ができれ

ばいい」という意識を改め、「競技会」というも

のの本質を原点に立ち帰って考えてもらいたい。

そして、学連は学生が主体であることを自覚して

もらいたい。（東海学連事務局長 水谷 博）

99

ウインドミル№18



東海テレビ杯 平成26年度春季第63回 東海地区大学(女子)ソフトボールリーグ戦

－兼、第49回全日本大学ソフトボール選手権大会一次予選－

－兼、第46回西日本大学ソフトボール選手権大会予選－

会期：平成26年４月19・20・26日、５月３・４・５・６日

会場：愛知県東海市／新宝緑地運動公園、豊田市／運動公園ソフトボール場

一部リーグ戦結果

チーム 東海学園 鈴鹿国際 中 京 岐阜経済 日本福祉 常 葉 勝分敗 失点率 順

○４－２ ●２－３ ○７－１ ○７－０ ○５－２ ２
東海学園 ６１３ 3.32

●７－９ △３－３ ●４－５ ○６－０ ○３－２ 位

●２－４ ●１－８ △５－５ ○10－０ ○５－４ ４
鈴鹿国際 ４１５ 4.26

○９－７ ●０－７ ●１－３ ●２－３ ○４－０ 位

○３－２ ○８－１ ○８－２ ○10－５ ○12－１ 優
中 京 ９１０ 1.69

△３－３ ○７－０ ○10－０ ○５－１ ○２－０ 勝

●１－７ △５－５ ●２－８ ○５－０ ○８－２ ３
岐阜経済 ５１４ 4.33

○５－４ ○３－１ ●０－10 ○５－３ ●１－３ 位

●０－７ ●０－10 ●５－10 ●０－５ ○３－０ ５
日本福祉 ３０７ 5.87

●０－６ ○３－２ ●１－５ ●３－５ ○10－２ 位

●２－５ ●４－５ ●１－12 ●２－８ ●０－３ ６
常 葉 １０９ 6.42

●２－３ ●０－４ ●０－２ ○３－１ ●０－10 位

二部リーグ戦結果

チーム 至 学 館 中京学院 愛知教育 岐阜聖徳 名 古 屋 勝 分 敗 順位

至 学 館 ●３－７ ○４－２ ○４－３ ○９－２ ３ ０ １ ２

中京学院 ○７－３ ○７－２ ○６－４ ○11－１ ４ ０ ０ １

愛知教育 ●２－４ ●４－６ ●１－２ ○９－１ １ ０ ３ ４

岐阜聖徳 ●３－４ ●４－６ ○２－１ ○10－０ ２ ０ ２ ３

名 古 屋 ●２－９ ●１－11 ●１－９ ●０－10 ０ ０ ４ ５

一部×二部入れ替え戦

日本福祉大学(５位)６－２至学館大学(２位)

※日本福祉大学一部残留、至学館大学二部残留

常葉大学(６位)７－０中京学院大学(１位)

※常葉大学一部残留、中京学院大学二部残留

代表

第11回東海地域大学選手権大会（第49回インカレ

最終予選）：

中京大学・東海学園大学・岐阜経済大学・

鈴鹿国際大学・日本福祉大学・常葉大学・

中京学院大学・至学館大学

第46回西日本大学ソフトボール選手権大会：

中京大学・東海学園大学・岐阜経済大学・

鈴鹿国際大学・日本福祉大学・常葉大学

個人表彰選手

最 優 秀 選 手 賞：塚本 智名（中京大学）
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一 部 首 位 打 者 賞：塚本 智名（中京大学）

記録５割６分７厘

一 部 打 点 賞：下山みさき (中京大)

記録１２

本 塁 打 点 賞：塚本 智名（中京大学）

記録５

盗 塁 賞：塚本 智名（中京大学）

記録６

一部最優秀防御率賞：木村麻利亜(東海学園大学)

記録０．４２

二 部 優 秀 選 手 賞：城岡 京美(中京学院大学)

二 部 首 位 打 者 賞：布村 彩花(中京学院大学)

渡辺恵(岐阜聖徳学園大学)

大畑 茜 (愛知教育大学)

記録５割０分０厘

二部最優秀防御率賞：山崎 詩織(中京学院大学)

記録１．２７

ベストマネジメント賞：該当チームなし

ベストスコアラー賞：岡元美津希(岐阜経済大学)

ベ ス ト 放 送 員 賞：栗田 晴圭(常葉大学)

ベ ス ト ナ イ ン

投 手 森 あすか（中京大学）

捕 手 大塚 友紀（岐阜経済大学）

一 塁 手：大畑 成美（岐阜経済大学）

二 塁 手：戸村 美紅（東海学園大学）

三 塁 手：木村 彩乃（鈴鹿国際大学）

遊 撃 手：下山 実咲（中京大学）

外 野 手：塚本 智名（中京大学）

外 野 手：倉田 実沙（中京大学）

外 野 手：黒柳 優里（常葉大学）

ＤＰＦＰ：石川 千夏（東海学園大学）

講評 今大会が二回目となる、女子一部リー

グ戦総当たり２試合制を含む、春季リーグは好天

に恵まれて予定どおりに開催された。

４月19・20・26日の三日間は、愛知県東海市協

会のご尽力のもと、新宝緑地公園で一部総当たり

全15試合が行われた。順調に全日程終了したこと

に感謝申し上げます。５月３・４・５・６日の四

日間は、同県豊田市協会のご尽力のもと、豊田市

運動公園において残りの一部・二部全25試合が行

われた。昨年に引き続き、多大なるご協力とご尽

力をいただいたことに感謝申し上げます。

一部リーグ戦では、９勝１分けで中京大が無敗

のまま優勝を果たした。特に失点率の 1.69 は顕

著で、ベストナインにも選ばれた中京大のエー

ス、森あすかの活躍と54回1 / 3と抜きん出た投球

回数は特筆される。また打撃では打率、本塁打、

盗塁の三冠を達成し、最優秀選手賞とベストナイ

ンにも選ばれた中京大・塚本智名の活躍は圧巻で

あった。準優勝の東海学園大は持ち前の投手力に

誤算が見られ、まさかの３敗。実績ある投手陣の

巻き返しに期待したい。３位には昨秋から勢いに

乗る岐阜経済大が５勝４敗１分けの成績で、近年

続いていた三強の一角を崩し、競争激化の幕をこ

じ開けた。また残念ながら４位に後退した鈴鹿国

際大は、最終戦でようやく持ち前の打線が奮起、

インカレ連続出場に向けて弾みをつけた。５位の

日本福祉大は、昨秋から順位を上げることができ

なかったが、選手層が厚いだけに潜在的な力に期

待したい。６位の常葉大は試合を追う毎に力を付

け、上位とも互角の試合を展開。前向きな選手達

の戦う姿勢は観客を魅了した。

二部では中京学院大が４戦全勝で優勝を決め

た。特に、一試合平均得点7 . 8は、攻撃力の高さ

をうかがわせた。２位には昨秋、二部降格をした

至学館大が入り、入れ替え戦に望みをつなげた。

入れ替え戦では、一部５位の日本福祉大に二部２

位の至学館大が挑んだが、壁は厚くそれぞれの残

留が決定。一部６位の常葉大と二部１位の中京学

院大の試合では、常葉大が中京学院大の打線を封

じ、７対０と圧勝し残留を決めた。

今大会では近年続いていた三強が崩れ、リーグ

競争の激化が幕を開けた。中京大の初優勝により

もたらされた全日本の文部科学大臣杯と優勝旗を

第49回大会でもこの東海地区に持ち帰るため、こ

の激化がさらなるチーム力向上に寄与することだ

ろう。５月24・25日に岐阜県郡上市で開催される

インカレ最終予選会に注目が集まる。（東海地区

大学ソフトボール連盟理事長 二瓶雄樹)



郡上市合併・市制施行１０周年記念

第11回東海地域大学男女ソフトボール選手権大会
－兼、第49回全日本大学(男・女)ソフトボール選手権大会東海地区最終予選会－

会期 ５月24日(土)、25日(日)

会場 岐阜県郡上市／郡上市合併記念公園総合運動広場 他

●男子大会結果

1.常 葉 大 学(予選１位) ２

2.南 山 大 学(予選５位) ０

０

3.中 部 大 学(予選７位) ９ １

4.中 京 学 院 大 学(予選４位) ７

中京大学

5.岐阜聖徳学園大学(予選３位) 14

6.愛 知 大 学(予選６位) 14 ５

６

7.愛 知 学 院 大 学(予選８位) ３

8.中 京 大 学(予選２位) 12

中京学院大学 ３

中京学院大学

岐阜聖徳学園大学 １

●男子大会成績及びインカレ出場権獲得校

優勝：中京大学(７年連続44回目) ２位：常葉大学(２年連続17回目)

３位：中京学院大学(10回連続11回目) ４位：岐阜聖徳学園大学(２年連続10回目)

●女子大会結果結果

1.中 京 大 学(予選１位) ７

2.日 本 福 祉 大 学(予選５位) ７

10

3.中 京 学 院 大 学(予選７位) ４ ６

３

4.常 葉 大 学(予選６位) ２

３ ０

5.至 学 館 大 学(予選８位) ５ 中京大学

6.鈴 鹿 国 際 大 学(予選４位) ４

7.岐 阜 経 済 大 学(予選３位) ７

３

8.東 海 学 園 大 学(予選２位) ０

鈴鹿国際大学 ４

東海学園大学

東海学園大学 ５

●女子大会成績及びインカレ出場権獲得校

中京大学(30年連続39回目)、岐阜経済大学(初)、

東海学園大学(７年連続13回目)、鈴鹿国際大学(６年連続６回目)
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東海テレビ杯 平成26年度秋季第75回 東海地区大学(男子)ソフトボールリーグ戦

会期：平成26年10月18・19・25・26日

会場：静岡県静岡市／田町緑地ソフトボール場・山崎新田グラウンド

一部リーグ戦

チーム 常 葉 中 京 岐阜聖徳 中京学院 南 山 愛 知 勝 分 敗 順 位

常 葉 ○７－０ ○９－３ ●０－５ ○11－３ ○８－１ ４ ０ １ ２位

中 京 ●０－７ ○10－６ ●０－３ ○13－６ ○14－０ ３ ０ ２ ３位

岐阜聖徳 ●３－９ ●６－10 ●１－10 ○11－４ ●６－７ １ ０ ４ ５位

中京学院 ○５－０ ○３－０ ○10－１ ○20－０ ○13－６ ５ ０ ０ 優勝

南 山 ●３－11 ●６－13 ●４－11 ●０－20 ●２－３ ０ ０ ５ ６位

愛 知 ●１－８ ●０－14 ○７－６ ●６－13 ○３－２ ２ ０ ３ ４位

二部リーグ戦

予選Ａｇ 中 部 日本福祉 愛知教育 東海学園 名 商 勝 分 敗 順位

中 部 ●１－９ ○12－９ ○12－５ ○13－３ ３ ０ １ ２位

日本福祉 ○９－１ ○９－４ ○20－２ ○18－１ ４ ０ ０ １位

愛知教育 ●９－12 ●４－９ ○15－11 ○13－３ ２ ０ ２ ３位

東海学園 ●５－12 ●２－20 ●11－15 ●12－14 ０ ０ ４ ５位

名古屋商 ●３－13 ●１－18 ●３－13 ○14－12 １ ０ ３ ４位

予選Ｂｇ 愛知学院 名 古 屋 静 岡 名 城 大 同 勝 分 敗 順位

愛知学院 ○11－０ ○14－４ ○20－５ ○13－０ ４ ０ ０ １位

名 古 屋 ●０－11 ●６－11 ●６－11 ○12－０ １ ０ ４ ４位

静 岡 ●４－14 ○11－６ ○６－１ ○12－０ ３ ０ １ ２位

名 城 ●５－20 ○11－６ ●１－６ ○２－０ ２ ０ ２ ３位

大 同 ●０－13 ●０－12 ●２－12 ●０－２ ０ ０ ４ ５位

順位決定予備戦

中 部 大 学(予選Ａ２位) ４－３ 静 岡 大 学(予選Ｂ２位)

名 城 大 学(予選Ｂ３位) 11－４ 愛知教育大学(予選Ａ３位)

名 古 屋 大 学(予選Ｂ４位) 10－４ 名古屋商科大学(予選Ａ４位)

順位決定戦

１ 位 決 定 戦：愛知学院大学(予選Ｂ１位) ７－４ 日本福祉大学(予選Ａ１位)
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２・３位決定戦：中 部 大 学(予備戦勝者) ９－２ 日本福祉大学(１位決定戦敗者)

４・５位決定戦：名 城 大 学(予備戦勝者) 10－７ 静 岡 大 学(予備戦勝者)

６・７位決定戦：名 古 屋 大 学(予備戦勝者) ５－０ 愛知教育大学(予備戦勝者)

８・９位決定戦：名古屋商科大学(予備戦勝者) ９－５ 大 同 大 学(10位決定戦勝者)

1 0 位 決 定 戦：大 同 大 学(予選Ｂ５位) 15－13 東 海学園大学(予選Ａ５位)

※大同大学はオープン参加のため順位決定戦結果の如何にかかわらず順位はなし。東海学園大学が９位

一・二部入れ替え戦

岐阜聖徳学園大学(一部５位) ７－１ 中部大学(二部２位) ※両大とも現部に残留

南山大学(一部６位) ３－11 愛知学院大学(二部１位) ※愛知学院大は一部昇格、南山大は二部降格

個人表彰選手

最 優 秀 選 手 賞：竹本 流星(中京学院大学)

一 部 首 位 打 者 賞：藤原 雄歩(中京学院大学)

記録：７割２分７厘

一 部 打 点 賞：鈴木 康平(岐阜聖徳大学)

記録：９

本 塁 打 賞：該当者なし

盗 塁 賞：該当者なし

一部最優秀防御率賞：竹本 流星(中京学院大学)

記録：０.００

二 部 優 秀 選 手 賞：梅村 俊輔(愛知学院大学)

小竹 景介(中部大学)

二 部 首 位 打 者 賞：松浦 琢弥(愛知学院大学)

記録：７割６分９０厘

二部最優秀防御率賞：梅村 俊輔(愛知学院大学)

記録：２．４４

ベストマネジメント賞：名古屋大学

ベストスコアラー賞：河村 晴香(岐阜聖徳大学)

ベ ス ト 放 送 員 賞：設定なし

ベ ス ト ナ イ ン

投 手：竹本 流星（中京学院大学）

捕 手：神谷 俊徳（愛知大学）

一 塁 手：鈴木 友也（中京大学）

二 塁 手：藤原 雄歩（中京学院大学）

三 塁 手：荒木 大 （常葉大学）

遊 撃 手：田中 琢也（中京学院大学）

外 野 手：金城 春紀（中京学院大学）

外 野 手：酒井健志郎（常葉大学）

外 野 手：鈴木 康平（岐阜聖徳学園大学）

ＤＰＦＰ：田中 翔太（南山大学）

講評 本リーグ戦は、1986年以来実に56季28

年ぶり２回目の静岡市での開催となった。直前の

二つの台風で会場の河川敷が水没して開催が危ぶ

まれたが、静岡市と同市ソフトボール協会の献身

的なご尽力により球場が整備され、予定通り霊峰

富士を仰いでのリーグ戦となった。関係各位に対

しまして、まずもって御礼申し上げます。

一部リーグ戦は、盤石の強さを誇る中京大学に

対して春季に復活を遂げた古豪常葉大学をはじめ

とする５チームがどのように挑むかが注目されて

いた。しかし、初日に中京大学は中京学院大学に

完敗して一気に混戦模様の展開になるかと思われ

た。常葉大学は初日に２連勝したものの、２日目

に中京学院大学に敗れ、中京学院大学は最終日を

待たずに早々と優勝を決めた。これは、防御率0.

00のエース竹本を中心に、打撃ベスト10の１２３

を占める藤原・田中・金城各選手の打撃ばかりで

なく、５試合で２失策という守備の堅さ（守備率

0,982）の成せるものであり、正に完全優勝であ

った。また、二部リーグ戦は、愛知学院大学が格

の違いを見せ、入れ替え戦も制して無敗で一部復

帰を１季で果たした。順位決定予備戦の導入で

「おもしろさ」は増したが、10点を争う試合では

なく５点までで緊張感のある試合を望みたい。な

お、参考記録ながら、入れ替え戦で愛知学院大学

は、満塁から４直－３－５のトリプルプレイを完

成させたことを付記する。(事務局長 水谷 博)
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東海テレビ杯

平成26年度秋季第64回 東海地区大学(女子)ソフトボールリーグ戦

会期：平成26年９月27・28日、10月４・11日

会場：愛知県高浜市／碧海グラウンド・流作グラウンド

一部リーグ戦

チーム 中 京 東海学園 岐阜経済 鈴鹿国際 日本福祉 常 葉 勝 分 敗 順 位

中 京 ●１－２ ○５－０ ○12－２ ○３－０ ○19－０ ４ ０ １ 優勝

東海学園 ○２－１ ○４－３ ○３－２ ●０－２ ○８－１ ４ ０ １ ３位

岐阜経済 ●０－５ ●３－４ ●０－10 ●０－７ ●１－３ ０ ０ ５ ６位

鈴鹿国際 ●２－12 ●２－３ ○10－０ ●１－４ ○６－０ ２ ０ ３ ４位

日本福祉 ●０－３ ○２－０ ○７－０ ○４－１ ○10－０ ４ ０ １ ２位

常 葉 ●19－０ ●１－８ ○３－１ ●０－６ ●０－10 １ ０ ４ ５位

※優勝～３位は、リーグ戦規定の失点率による。

二部リーグ戦

チーム 中京学院 至 学 館 岐阜聖徳 愛知教育 名 古 屋 静 岡 勝 分 敗 順 位

中京学院 ○７－２ ○６－１ ○５－４ ○11－１ ○21－０ ５ ０ ０ 優勝

至 学 館 ●２－７ ○７－４ ○７－３ ○15－０ ○８－３ ４ ０ １ ２位

岐阜聖徳 ●１－６ ●４－７ ○９－２ ○７－０ ○５－３ ３ ０ ２ ３位

愛知教育 ●４－５ ●３－７ ●２－９ ○11－７ ○８－１ ２ ０ ３ ４位

名 古 屋 ●１－11 ●０－15 ●０－７ ●７－11 ○11－４ １ ０ ４ ５位

静 岡 ●０－21 ●３－８ ●３－５ ●１－８ ●４－11 ０ ０ ５ ６位

一・二部入れ替え戦

常葉大学(一部５位) ３－１ 至学館大学(二部２位) ※常葉大は一部残留、至学館大は二部残留

岐阜経済大学(一部６位) ４－５ 中京学院大学(二部１位) ※中院大は一部昇格、岐経大は二部降格

個人表彰選手

最 優 秀 選 手 賞：森 あすか（中京大)

一 部 首 位 打 者 賞：西井 春菜 (鈴鹿国際大)

記録６割０分０厘

一 部 打 点 賞：西口 三晴 (鈴鹿国際大)

記録８

本 塁 打 点 賞：該当者なし

盗 塁 賞：天野 佑香（日本福祉大）

記録５

一部最優秀防御率賞：宇野かんな（日本福祉大)

記録０.３７

二 部 優 秀 選 手 賞：布村 彩花（中京学院大)

二 部 首 位 打 者 賞：桐山カンナ（中京学院大)

記録７割５分０厘
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二部最優秀防御率賞：山下 栞奈（至学館大)

記録１．０９

ベストマネジメント賞：東海学園大学

ベストスコアラー賞：田中 麻鈴 (岐阜経済大)

ベ ス ト 放 送 員 賞：後藤 成美 (至学館大)

ベ ス ト ナ イ ン：

投 手 木村麻利亜（東海学園大学２年）

捕 手 平川 穂波（中京大学 ２年）

一 塁 手：香山紗貴子（中京大学 ３年）

二 塁 手：戸村 美紅（東海学園大学２年）

三 塁 手：木村 彩乃（鈴鹿国際大学３年）

遊 撃 手：田中 唯 （日本福祉大学３年）

外 野 手：長谷 瑞希（中京大学 ３年）

外 野 手：岡本 知奈（中京大学 １年）

外 野 手：天野 佑香（日本福祉大学２年）

ＤＰＦＰ：西井 春菜（鈴鹿国際大学３年）

講評

９月27・28日、10月４・11日の四日間、愛知県

高浜市において開催された本リーグ戦は、高浜市

連盟の皆様のご尽力により、台風の影響で順延を

余儀なくされたものの、全日程を終えることがで

きました。記して感謝申し上げます。

今回のリーグ戦では、戦国時代へと突入した混

戦のリーグ戦が予想された。その予想通り、上位

３チームが４勝１敗で並ぶ大混戦となった。失点

率による順位決定となった中で、投手陣の安定感

を見せた中京大学が２季連続36回目の優勝を飾っ

た。課題となっていた攻撃力も５試合で40得点の

得点力を見せ、総合力の高さを示した。準優勝に

は、創部以来初めての快挙となった日本福祉大学

が入った。大学をあげ強化に乗り出しているだけ

に、初優勝も時間の問題といえる。第３位には東

海学園大。優勝した中京大学に唯一黒星をつけ、

最後に意地をみせた。戦力は充実しているだけに

来季への巻き返しが期待される。４位には下位２

チームを取りこぼさず２勝をあげた鈴鹿国際大

学、５位には下位争いを制した常葉大学、６位は

前季上位を脅かした岐阜経済大学が入るという結

果となった。

最優秀選手賞には、優勝した中京大から投手の

森あすかが選ばれた。５戦全試合に先発し、４勝

１敗とフル回転の活躍であったが、絶対的な力が

ないだけにこれからの成長に期待したい。最優秀

防御率は日本福祉大の宇野かんな（記録0.37）が

初受賞、首位打者賞にはケガから復帰した鈴鹿国

際大の西井春菜（0.600）が獲得した。

二部では、４戦全勝対決を制した中京学院大学

が５戦全勝で優勝、準優勝には返り咲きを狙う至

学館大学が入った。中京学院大学はその勢いを入

れ替え戦にもつなげ、同県対決となった岐阜経済

大学戦を逆点で制し、見事一部復帰を果たした。

一方、至学館大学は常葉大学に破れ一部昇格はな

らなかった。

今大会では、目まぐるしく変わる戦力図を描い

た、まさに戦国時代の東海地区大学ソフトボール

リーグ戦の結果となったと言える。「一部上位３

チームが４勝１敗の同率」、「創部以来初の準優

勝チームの誕生」、「前季上位を脅かしたチーム

がまさかの最下位」、そして「返り咲きの一部昇

格」と大混戦の話題が豊富な大会となった。これ

は、本リーグが掲げる「競争力の激化」・「リー

グ全体の底上げ」をまさに実践できた結果と言え

るのではないだろうか。

リーグ戦後、10月25日には強化リーグと題し

て、投手、捕手、クリーンナップを対象としたソ

フトボールクリニックが開催された（トヨタスポ

ーツセンター）。来年、第50回全日本インカレ三

重県大会制覇に向けて、東海地区大学の「競争力

の激化」と「リーグ全体の底上げ」をより一層図

っていかなければならない。（理事長 二瓶雄

樹）



【近畿地区】

平成26年度 第46回春季関西学生ソフトボールリーグ戦（男子）

会期：４月５日～５月25日

会場：大阪府吹田市／万博公園スポーツ広場

１部リーグ戦

チーム 立 命 館 神戸学院 同 志 社 京都産業 関 西 神 戸 勝 分 敗 順 位

立 命 館 ○５－３ ○５－４ ○５－２ ○５－１ ●４－５ ４ ０ １ １位

神戸学院 ●３－５ ○６－１ ○４－３ ○10－５ ○10－０ ４ ０ １ ２位

同 志 社 ●４－５ ●１－６ ○５－０ ○５－４ ○８－１ ３ ０ ２ ３位

京都産業 ●２－５ ●３－４ ●０－５ ○８－３ ○10－０ ２ ０ ３ ４位

関 西 ●１－５ ●５－10 ●４－５ ●３－８ ○10－０ １ ０ ４ ５位

神 戸 ○５－４ ●０－10 ●１－８ ●０－10 ●０－10 １ ０ ４ ６位

☆立命館大学は３年ぶり14回目の優勝！ 神戸大学は２部に自動降格
※１～２位、５～６位は当該チーム間勝ち点規定により決定

２部リーグ戦

Ａ 大阪産業 大阪経済 兵庫教育 大 阪 佛 教 勝 分 敗 点 順 位

大阪産業 ○５－３ ○10－１ ○７－２ ○14－０ ４ ０ ０ 12 １位

大阪経済 ●３－５ △７－７ ○８－５ ○４－０ ２ １ １ ７ ２位

兵庫教育 ●１－10 △７－７ △３－３ ○８－５ １ ２ １ ５ ３位

大 阪 ●２－７ ●５－３ △３－３ ○７－５ １ １ ２ ４ ４位

佛 教 ●０－14 ●０－４ ●５－８ ●５－７ ０ ０ ４ ０ ５位

Ｂ 龍 谷 大阪体育 四天王寺 兵庫県立 京 都 勝 分 敗 点 順 位

龍 谷 ○５－３ ○４－３ ○２－０ ○４－０ ４ ０ ０ 12 １位

大阪体育 ●３－５ △３－３ ○12－９ ○９－４ ２ １ １ ７ ２位

四天王寺 ●３－４ △３－３ ○６－５ ●10－14 １ １ ２ ４ ３位

兵庫県立 ●０－２ ●９－12 ●５－６ ○６－３ １ ０ ３ ３ ４位

京 都 ●０－４ ●４－９ ○14－10 ●３－６ １ ０ ３ ３ ５位

※４～５位は当該チーム間勝ち点規定により決定

◎２部ブロック決勝 大阪産業大学２－４龍谷大学 ☆龍谷大学は１部に自動昇格

◎２部最下位決定戦 佛教大学１－６京都大学 ★佛教大学は３部に自動降格
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３部リーグ戦

Ａ 奈良教育 流通科学 近 畿 大阪工業 摂 南 勝 分 敗 点 順 位

奈良教育 ○10－３ ○７－６ ○12－２ ○７－１ ４ ０ ０ 12 １位

流通科学 ●３－10 ○11－７ ○13－２ ○11－１ ３ ０ １ ９ ２位

近 畿 ●６－７ ●７－11 ●５－10 ○14－０ １ ０ ３ ９ ３位

大阪工業 ●２－12 ●２－13 ○10－５ ●５－６ １ ０ ３ ３ ４位

摂 南 ●１－７ ●１－11 ●０－14 ○６－５ １ ０ ３ ３ ５位

※３～５位は得点差規定により決定

Ｂ 大阪府立 京都学園 大阪市立 和 歌 山 勝 分 敗 点 順 位

大阪府立 ○７－３ ○８－１ ○10－４ ３ ０ ０ ９ １位

京都学園 ●３－７ ○11－１ ○10－０ ２ ０ １ ６ ２位

大阪市立 ●１－８ ●１－11 ○12－１ １ ０ ２ ３ ３位

和 歌 山 ●４－10 ●０－10 ●１－12 ０ ０ ３ ０ ４位

Ｃ 大阪教育 甲 南 関西学院 大阪経法 勝 分 敗 点 順 位

大阪教育 ○14－２ ○15－０ ○12－４ ３ ０ ０ ９ １位

甲 南 ●２－14 ○13－５ ○８－３ ２ ０ １ ６ ２位

関西学院 ●０－15 ●５－13 ○10－０ １ ０ ２ ３ ３位

大阪経法 ●４－12 ●３－８ ●０－10 ０ ０ ３ ０ ４位

◎３部ブロック決勝 奈良教育大学２－４大阪府立大学 ☆大阪府立大学は２部に自動昇格

◎入れ替え戦

１部・２部 関西大学４－１大阪産業大学 ☆両大学とも原部残留

２部・３部 京都大学５－０奈良教育大学 ☆両大学とも原部残留

◇西日本インカレ出場チーム（リーグ戦結果の上位10大学）

立命館大学、神戸学院大学、同志社大学、京都産業大学、関西大学、神戸大学、

龍谷大学、大阪産業大学、大阪経済大学、大阪体育大学

◇全日本インカレ出場チーム（７大学）

立命館大学、神戸学院大学、同志社大学、京都産業大学、関西大学、大阪体育大学、京都大学

【総評】 全日本インカレの代表権もかかってい

る春季リーグ戦。

１部は、投手力が計算できる、立命館大学と神

戸学院大学が安定した試合運びをみせたが、最終

的には直接対決を制した「立命館大学」が３年ぶ

りの優勝となった。また、２部から昇格してきた

神戸大学だったが、躍進の柱であった西岡投手の

抜けた穴は大きく、１季での降格となった。
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一方、２部は岩田投手を擁する大阪産業大学

と、戸梶投手を擁する龍谷大学がそれぞれ全勝で

ブロック優勝を飾った。ブロック決勝では接戦と

なったが、総合力で勝る「龍谷大学」が優位に試

合を進めて勝利し、１部への自動昇格を果たし

た。また、３部は奈良教育大学、大阪府立大学、

大阪教育大学が全勝でブロックを制したが、代表

決定戦で勝利した大阪府立大学が２部への自動昇

格を果たした。

今回の結果を見渡すと、勝利数も含めて試合を

有意に進めるためには、一にも二にも「投手」だ

と改めて痛感した。西日本大会や全日本大会に出

場するチームは、新一年生の起用も含めて、ベス

トなチームを作って関西を代表して戦ってきてほ

しい。（理事長 森田啓之）

平成26年度第46回春季関西学生ソフトボールリーグ戦（女子）

会期：平成26年４月19・20・27、５月３・４・５・６日

会場：園田学園女子大学・武庫川女子大学・四天王寺大学・摂南大学

１部リーグ戦成績

チーム 園田学園 関 西 武 庫 川 大阪国際 奈良文化 立 命 館 神戸親和 大阪大谷

園田学園 ○11－０ ○８－４ ○５－０ ○４－０ ○４－１ ○10－０ ○６－５

関 西 ●０－11 ○２－１ ○１－０ ○５－１ ●０－４ ●２－３ ○３－１

武 庫 川 ●４－８ ●１－２ ○１－０ ○４－０ ○５－４ ○３－０ ●２－６

大阪国際 ●０－５ ●０－１ ●０－１ ○２－０ ○１－０ ○４－１ ○１－０

奈良文化 ●０－４ ●１－５ ●０－４ ●０－２ ○１－０ ○３－２ ○２－１

立 命 館 ●１－４ ○４－０ ●４－５ ●０－１ ●０－１ ○６－０ ○２－０

神戸親和 ●０－10 ○３－２ ●０－３ ●１－４ ●２－３ ●０－６ ○３－０

大阪大谷 ●５－６ ●１－３ ○６－２ ●０－１ ●１－２ ●０－２ ●０－

※２～４位、５～６位は、当該チーム間の直接対戦の勝敗による。

１部最終成績

優勝 園田学園女子大学 （７勝０分０敗）

２位 関 西 大 学 （４勝０分３敗）

３位 武 庫 川 女 子 大 学 （４勝０分３敗）

４位 大 阪 国 際 大 学 （４勝０分３敗）

５位 奈良文化女子短大部 （３勝０分４敗）

６位 立 命 館 大 学 （３勝０分４敗）

７位 神戸親和女子大学 （２勝０分５敗）

８位 大 阪 大 谷 大 学 （１勝０分６敗）

１部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 山澤 葵 立命館大学 0.589

２位 堤 加菜子 園田学園女子大学 0.55

３位 田井亜加音 園田学園女子大学 0.5

４位 古澤 春菜 園田学園女子大学 0.473

５位 仁科 芽惟 大阪大谷大学 0.467

６位 井上 奈那 神戸親和女子大学 0.45

７位 森田 歩 立命館大学 0.412

８位 児島 優 園田学園女子大学 0.385

９位 明楽佳那子 武庫川女子大学 0.375

９位 竹内 夢 立命館大学 0.375
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投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 石田紗也佳 大阪国際大学 0.3

２位 加藤あずさ 立命館大学 0.56

３位 尾崎 千裕 武庫川女子大学 0.87

４位 宮原 那奈 関西大学 0.89

５位 池田 美樹 園田学園女子大学 1.07

ベストプレイ賞

大 学 氏 名 守備位置

園田学園女子大学 池田 美樹 投 手

関西大学 宮原 那奈 投 手

武庫川所女子大学 尾崎 千裕 投 手

大阪国際大学 豊村 未来 内野手

奈良文化女子短大 森本 叶恵 投 手

立命館大学 山澤 葵 捕 手

神戸親和女子大学 井上 那奈 右翼手

大阪国際大学 石田紗也佳 投 手

ホームラン賞：岩本 玲奈 園田学園女子大学

記録 ３ 中川 なおみ 園田学園女子大学

古澤 春菜 園田学園女子大学

川口 藍 武庫川女子大学

盗塁賞：古澤 春菜 園田学園女子大学

記録７

２部リーグ戦対戦成績

チーム 天 理 太成学院 龍 谷 大阪体育 同 志 社 び わ こ 勝 分 敗 順 位

天 理 ○３－２ ○４－３ ○９－２ ○12－０ ○７－０ ５ ０ ０ １位

太成学院 ●２－３ ○６－３ ○12－２ △２－２ ○10－０ ３ １ １ ２位

龍 谷 ●３－４ ●３－６ ○２－０ ○５－２ ○11－４ ３ ０ ２ ３位

大阪体育 ●２－９ ●２－12 ●０－２ ○９－５ ○11－２ ２ ０ ３ ４位

同 志 社 ●０－12 △２－２ ●２－５ ●５－９ ○６－３ １ １ ３ ５位

び わ こ ●０－７ ●０－10 ●４－11 ●２－11 ●３－６ ０ ０ ５ ６位

２部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 植野 甲子 天理大学 0.667

２位 谷口みなみ 太成学院大学 0.615

２位 清水 藍子 太成学院大学 0.615

４位 山田 歩美 大阪体育大学 0.600

５位 名古路由貴 同志社大学 0.589

６位 嶋本 鈴佳 天理大学 0.500

６位 久禮 葉月 天理大学 0.500

８位 梅本 貴美 龍谷大学 0.467

８位 吉田 香代 太成学院大学 0.467

９位 田中 千晴 大阪体育大学 0.462

９位 山ノ内実里 大阪体育大学 0.462

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 神野まどか 天理大学 2.33

２位 始澤 菜摘 龍谷大学 2.50

３位 宮原 那奈 関西大学 2.94

ベストプレイ賞

大 学 氏 名 守備位置

天理大学 佐藤 倫 一塁手

太成学院大学 谷口みなみ 一塁手

龍谷大学 始澤 菜摘 投 手

大阪体育大学 田中 千晴 一塁手

同志社大学 稲岡 桃香 内野手

びわこ成蹊スポーツ大学 横山 千裕 三塁手
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盗塁賞：清水 藍子 太成学院大学

嶋本 鈴佳 天理大学

長澤 由里 龍谷大学

記録３

３部対戦成績表

チーム 大阪青山 兵庫教育 四天王寺 佛 教 京都女子 摂 南 大阪府立

大阪青山 ○９－２ ○45－１ ○12－０ ○24－０ ○16－０ ○７－０

兵庫教育 ●２－９ ○11－０ ○15－４ ○９－２ ○13－０ ○12－２

四天王寺 ●１－45 ●０－11 ○12－０ ○16－８ ○14－６ ○16－４

佛 教 ●０－12 ●４－15 ●０－12 ○17－７ ○20－７ ○23－７

京都女子 ●０－24 ●２－９ ●８－16 ●７－17 ○11－１ ○21－11

摂 南 ●０－16 ●０－13 ●６－14 ●７－20 ●１－11 ○16－４

大阪府立 ●０－７ ●２－12 ●４－16 ●７－23 ●11－21 ●４－16

３部最終成績

優勝 大阪青山大学 （６勝０分０敗）

２位 兵庫教育大学 （５勝０分１敗）

３位 四天王寺大学 （４勝０分２敗）

４位 佛 教 大 学 （３勝０分３敗）

５位 京都女子大学 （２勝０分４敗）

６位 摂 南 大 学 （１勝０分５敗）

７位 大阪府立大学 （０勝０分６敗）

３部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 勝部 彩菜 大阪青山大学 0.777

２位 横井 春菜 兵庫教育大学 0.636

３位 川井美沙季 大阪青山大学 0.625

４位 井関 玲奈 大阪青山大学 0.600

５位 香川 彩香 摂南大学 0.562

６位 黒岩 美里 大阪青山大学 0.545

７位 大谷 美里 大阪青山大学 0.533

８位 恩田 知華 四天王寺大学 0.500

９位 前田 琴美 京都女子大学 0.471

10位 土肥 礼奈 大阪青山大学 0.444

10位 浦口 真綾 大阪府立大学 0.444

10位 塩路みのり 四天王寺大学 0.444

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 荒木 舞 京都女子大学 8.62

ベストプレイ賞

大 学 氏 名 守備位置

大阪青山大学 中島智奈津 投 手

兵庫教育大学 田中 優衣 遊撃手

四天王寺大学 塩路みのり 遊撃手

佛教大学 南 七彩 内野手

京都女子大学 西村 理沙 二塁手

摂南大学 香川 彩香 捕 手

大阪府立大学 丸橋 佳奈 投 手

盗塁賞：土肥 礼奈 大阪青山大学 記録７



平成26年度 第46回秋季関西学生ソフトボールリーグ戦（男子）

会期：９月13日～11月15日

会場：大阪府吹田市／万博公園スポーツ広場

１部リーグ戦

チーム 関 西 京都産業 神戸学院 同 志 社 立 命 館 龍 谷 勝 分 敗 順 位

関 西 ○７－５ ○４－３ ○３－２ ○３－１ ○10－０ ５ ０ ０ １位

京都産業 ●５－７ ○７－６ ●０－１ ○４－２ ○10－０ ３ ０ ２ ２位

神戸学院 ●３－４ ●６－７ △５－５ ○９－２ ○３－２ ２ １ ２ ３位

同 志 社 ●２－３ ○１－０ △５－５ ●５－14 ○14－１ ２ １ ２ ４位

立 命 館 ●１－３ ●２－４ ●２－９ ○14－５ ○10－０ ２ ０ ３ ５位

龍 谷 ●０－10 ●０－10 ●２－３ ●１－14 ●０－10 ０ ０ ５ ６位

☆関西大学は２年ぶり18度目の優勝！ 龍谷大学は２部に自動降格 ※３～４位は得点差規定により決定

２部リーグ戦

Ａ 大阪体育 京 都 大 阪 大阪経済 兵庫県立 勝 分 敗 点 順 位

大阪体育 ○17－４ ○９－０ ○８－４ △７－７ ３ １ ０ 10 １位

京 都 ●４－17 ○３－１ ○９－８ ○９－２ ３ ０ １ ９ ２位

大 阪 ●０－９ ●１－３ ○７－６ ○６－４ ２ ０ ２ ６ ３位

大阪経済 ●４－８ ●８－９ ●６－７ ○10－１ １ ０ ３ ３ ４位

兵庫県立 △７－７ ●２－９ ●４－６ ●１－10 ０ １ ３ １ ５位

※３～４位は当該チーム間勝ち点規定により決定

Ｂ 大阪府立 兵庫教育 大阪産業 四天王寺 神 戸 勝 分 敗 点 順 位

大阪府立 ○８－３ ○６－３ △２－２ ○１－０ ３ １ ０ ７ １位

兵庫教育 ●３－８ ○２－１ ●１－４ ○８－７ ２ ０ ２ ６ ２位

大阪産業 ●３－６ ●１－２ ○１－０ ○３－２ ２ ０ ２ ６ ３位

四天王寺 △２－２ ○４－１ ●０－１ ●２－９ １ １ ２ ４ ４位

神 戸 ●０－１ ●７－８ ●２－３ ○９－２ １ ０ ３ ３ ５位

◎２部ブロック決勝 大阪体育大学４－０大阪府立大学 ☆大阪体育大学は１部に自動昇格

◎２部最下位決定戦 兵庫県立大学０－12神戸大学 ★兵庫県立大学は３部に自動降格
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３部リーグ戦

Ａ 京都学園 近 畿 関西学院 大阪市立 和 歌 山 勝 分 敗 点 順 位

京都学園 ○７－２ ○８－２ ○５－３ ○６－０ ４ ０ ０ 12 １位

近 畿 ●２－７ ○13－12 △８－８ ○１－０ ２ １ １ ７ ２位

関西学院 ●２－８ ●12－13 ○13－７ ○17－３ ２ ０ ２ ６ ３位

大阪市立 ●３－５ △８－８ ●７－13 ○６－２ １ １ ２ ４ ４位

和 歌 山 ●０－６ ●０－１ ●３－17 ●２－６ ０ ０ ４ ０ ５位

Ｂ 佛 教 奈良教育 大阪経法 大阪工業 勝 分 敗 点 順 位

佛 教 ○９－２ ○11－５ ○12－０ ３ ０ ０ ９ １位

奈良教育 ●２－９ ○９－７ △５－５ １ １ １ ４ ２位

大阪経法 ●５－11 ●７－９ ○13－３ １ ０ ２ ３ ３位

大阪工業 ●０－12 △５－５ ●３－13 ０ １ ２ １ ４位

Ｃ 大阪教育 流通科学 摂 南 甲 南 勝 分 敗 点 順 位

大阪教育 ○10－４ ○11－１ △５－５ ２ １ ０ ７ １位

流通科学 ●４－10 ○13－３ ○10－６ ２ ０ １ ６ ２位

摂 南 ●１－11 ●３－13 ○６－２ １ ０ ２ ３ ３位

甲 南 △５－５ ●６－10 ●２－６ ０ １ ２ １ ４位

◎３部ブロック決勝 京都学園大学３－０佛教大学 佛教大学０－２大阪教育大学

大阪教育大学５－１京都学園大学 ☆大阪教育大学は２部に自動昇格

◎入れ替え戦

１部・２部 立命館大学16－３大阪府立大学 ☆両者とも原部に残留

２部・３部 神戸大学１－２京都学園大学 ☆京都学園大学は２部昇格、神戸大学は３部降格

【総評】 １部は多くのチームが新しい態勢で臨

む秋季。その中で安定した試合運びを見せて優勝

したのが、関西大学であった。全日本インカレで

大活躍した一年生の松田投手をはじめとした投手

の充実がその要因であろう。なお、２位から５位

までは、互いに決め手を欠く中での団子状態であ

った。また、２部から昇格してきた龍谷大学も新

チームになって１部との力の差が歴然と表れた結

果となった。

続いて、２部Ａブロックは攻撃力に勝る大阪体

育大学が一歩抜きん出て、１位となった。一方で

Ｂブロックは３部からの昇格の勢いそのまま大阪

府立大学が１位通過となった。投手を中心にまと

まった良い戦いぶりであった。ブロック決勝戦で

は、大阪体育大学が実力差を見せつけて、２年ぶ

りの１部への返り咲きを果たした。

ここ数シーズンは、２部から１部への昇格チー

ムがいずれも１季で降格を繰り返している。大阪



114

平成 26年度全日本大学ソフトボール連盟機関誌

体育大学には、ややマンネリ感のある１部勢を慌

てさせる戦いぶりを来季期待したい。また、残念

なことに春に１部だった神戸大学は入れ替え戦に

も破れ、３部降格となってしまった。伝統のある

チームゆえに、来季での巻き返しを願っている。

最後に、３部であるが、ブロックをそれぞれ制

した京都学園大学、佛教大学、大阪教育大学が三

つ巴の３部決勝を行った。その結果、大阪教育大

学が見事に勝利し、２部への自動昇格を果たし

た。昨年秋にリーグ加盟して以来、３季連続でブ

ロック戦にまでコマを進めていたが、やっと念願

かなっての２部である。新しい風を２部に吹き込

んでほしい。さらに、京都学園大学も入れ替え戦

で勝利して、３部チームがともに昇格となった。

関西リーグは現在29チームで、大所帯となって

いる。これ自体は大変喜ばしいことである。しか

しながら、いくつか課題もある。一つは、全国的

規模での大会における関西勢の元気のなさであ

る。来年度こそは打倒早稲田を目指して、このシ

ーズオフに力を蓄えてほしい。あと、一つは従来

から主に万博グラウンドを借用して実施している

が、他団体との関係含めて、再検討すべき時期に

来ている感を持っている。その意味では、来年度

は所属チーム全体でこれからの在り方を考える一

年にしなければならないと考えている。

（理事長 森田啓之）

平成26年度第46回秋季関西学生ソフトボールリーグ戦（女子）

会期：平成26年９月20・21・23・27・28日、10月４・５・11・12日

会場：園田学園女子大学・武庫川女子大学・大阪大谷大学・四天王寺大学・摂南大学

１部リーグ戦成績

チーム 園田学園 立 命 館 大阪大谷 武 庫 川 大阪国際 太成学院 神戸親和 関 西

園田学園 ○３－２ ○７－０ ○６－３ ○11－１ ○３－２ ○８－５ △３－３

立 命 館 ●２－３ ○６－５ ○６－０ ○２－０ ○９－２ ○８－０ ○４－１

大阪大谷 ●０－７ ●５－６ ○２－１ ○４－３ ○６－３ ○３－２ ○11－４

武 庫 川 ●３－６ ●０－６ ●１－２ ○２－０ ●１－３ ○９－２ ○８－１

大阪国際 ●１－11 ●０－２ ●３－４ ●０－２ △１－１ ○３－２ ○４－０

太成学院 ●２－３ ●２－９ ●３－６ ○３－１ △１－１ ○２－１ ●２－３

神戸親和 ●５－８ ●０－８ ●２－３ ●２－９ ●２－３ ●１－２ ○１－０

関 西 △３－３ ●１－４ ●４－11 ●１－８ ●０－４ ○３－２ ●０－１

１部最終成績

優勝 園田学園女子大学 （６勝１分０敗）

２位 立 命 館 大 学 （６勝０分１敗）

３位 大 阪 大 谷 大 学 （５勝０分２敗）

４位 武庫川女子大学 （３勝０分４敗）

５位 大 阪 国 際 大 学 （２勝１分４敗）

６位 太 成 学 院 大 学 （２勝１分４敗）

７位 神戸親和女子大学 （１勝０分６敗）

８位 関 西 大 学 （１勝１分５敗）
※５～６位は、当該チームの総得失点差による。
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１部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 馬場 春菜 大阪国際大学 0.600

２位 畠田 奈美 武庫川女子大学 0.579

３位 安平 泉 関西大学 0.526

４位 川口 藍 武庫川女子大学 0.500

４位 二宮 はな 園田学園女子大学 0.500

６位 山澤 葵 立命館大学 0.435

７位 田中 瑠莉 武庫川女子大学 0.434

８位 中川なおみ 園田学園女子大学 0.421

９位 大下 沙織 大阪大谷大学 0.409

９位 古澤 春菜 園田学園女子大学 0.409

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 本荘 遥 立命館大学 0.00

２位 池田 美樹 園田学園女子大学 0.25

３位 竹次 史織 神戸親和女子大学 0.72

４位 吉田 優姫 太成学院大学 1.33

５位 田中明日香 武庫川女子大 1.41

ベストプレイ賞

大 学 氏 名 守備位置

園田学園女子大学 野上 綾香 左翼手

立命館大学 山澤 葵 捕 手

大阪大谷大学 松永 栞 遊撃手

武庫川女子大学 田中明日香 投 手

大阪国際大学 石田紗也佳 投 手

太成学院大学 園田 里紗 遊撃手

神戸親和女子大学 竹次 史織 投 手

関西大学 田中 紗季 二塁手

盗 塁 賞：山澤 葵 立命館大学

記録４ 二宮 はな 園田学園女子大学

穐山 奈央 園田学園女子大学

ホームラン賞：川口 藍 武庫川女子大学

記録２

２部リーグ戦対戦成績

チーム 天 理 奈良文化 同 志 社 大阪体育 龍 谷 大阪青山 勝 分 敗 順 位

天 理 ○８－０ ●１－２ ○２－０ ○５－２ ○７－０ ４ ０ １ １位

奈良文化 ●０－８ ○３－１ ○５－３ ○５－４ ○４－２ ４ ０ １ ２位

同 志 社 ○２－１ ●１－３ ●２－３ ○３－２ ○３－１ ３ ０ ２ ３位

大阪体育 ●０－２ ●３－５ ○３－２ ○３－０ ●３－８ ２ ０ ３ ４位

龍 谷 ●２－５ ●４－５ ●２－３ ●０－３ ○４－１ １ ０ ４ ５位

大阪青山 ●０－７ ●２－４ ●１－３ ○８－３ ●４－１ １ ０ ４ ６位

※１～２位、５～６位は、当該チームの直接対戦の勝敗による。

２部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 岸田 涼 大阪青山大学 0.636

２位 小山 亜紗 天理大学 0.545

３位 丘 珠里 龍谷大学 0.500

３位 宮原 葵 奈良文化女子短大部 0.500

５位 稲岡 桃花 同志社大学 0.466

６位 嶋本 鈴佳 天理大学 0.444

７位 片山 理子 大阪体育大学 0.429

８位 藤原 淑子 奈良文化女子短大部 0.417

９位 松本 瞳 天理大学 0.385

10位 角山 瞳 奈良文化女子短大部 0.368
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投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 神野まどか 天理大学 0.54

２位 木村 真悠 天理大学 0.84

３位 尾崎 彩花 同志社大学 0.97

盗塁賞： 嶋本 鈴佳 天理大学 記録５

ベストプレイ賞

大 学 氏 名 守備位置

天理大学 松本 早紀 内野手

奈良文化女子短大部 藤原 淑子 三塁手

同志社大学 稲岡 桃花 遊撃手

大阪体育大学 山ノ内実里 遊撃手

龍谷大学 丘 珠里 三塁手

大阪青山大学 岸田 涼 捕 手

３部対戦成績表

チーム 兵庫教育 び わ こ 佛 教 摂 南 大阪府立 大阪産業 四天王寺 京都女子

兵庫教育 ○５－１ －－－－ ○13－１ －－－－ ○７－０ ○15－０ －－－－

び わ こ ●１－５ ○12－10 －－－－ ○15－０ －－－－ －－－－ ○15－０

佛 教 －－－－ ●10－12 ○17－２ ○23－６ －－－－ －－－－ ○17－６

摂 南 ●１－13 －－－－ ●２－17 －－－－ ○11－５ ○14－７ －－－－

大阪府立 －－－－ ●０－15 ●６－23 －－－－ ○17－５ －－－－ ○25－16

大阪産業 ●０－17 －－－－ －－－－ ●５－11 ●５－17 ○22－０ －－－－

四天王寺 ●０－15 －－－－ －－－－ ●７－14 －－－－ ●９－22 △14－14

京都女子 －－－－ ●０－15 ●６－17 －－－－ ○25-16 －－－ △14－14

３部最終成績

優勝 兵 庫 教 育 大 学 （４勝０分０敗）

２位 びわこ成蹊スポーツ大学（３勝０分１敗）

３位 佛 教 大 学 （３勝０分１敗）

４位 摂 南 大 学 （２勝０分２敗）

５位 大 阪 府 立 大 学 （１勝０分３敗）

６位 大 阪 産 業 大 学 （１勝０分３敗）

７位 四 天 王 寺 大 学 （０勝１分３敗）

８位 京 都 女 子 大 学 （０勝１分３敗）
※２～３位、５～６位は、当該チームの直接対戦の勝敗、７～８位は、当該チームの総得失点差による。

３部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打率

１位 横井 春奈 兵庫教育大学 0.667

２位 西沢 梨奈 佛教大学 0.637

３位 高重 由麻 びわこ成蹊スポーツ大学 0.636

４位 西村 理沙 京都女子大学 0.600

５位 田中 優衣 兵庫教育大学 0.545

６位 南 七彩 佛教大学 0.539

７位 吉田麻須美 びわこ成蹊スポーツ大学 0.400

８位 萩原 萌 兵庫教育大学 0.533

９位 尾上 文菜 大阪府立大学 0.500

９位 横山 千裕 兵庫教育大学 0.500

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 由川芽成実 びわこ成蹊スポーツ大学 0.00
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ベストプレイ賞

大 学 氏 名 守備位置

兵庫教育大学 尾松 真衣 投 手

びわこ成蹊スポーツ大学 由川芽成実 投 手

佛教大学 南 七彩 内野手

摂南大学 香川 彩香 捕 手

大阪府立大学 浦口 真綾 内野手

大阪産業大学 北山 果奈 内・外野手

四天王寺大学 北田 美緒 投 手

京都女子大学 西村 理沙 遊撃手

盗塁賞：清水 美里 摂南大学 記録７

【中国地区】

第49回全日本大学・第46回西日本大学ソフトボール選手権大会中国地区予選会

会期：平成26年５月17日(土)・18日(日)

会場：広島県東広島市／中核工業団地グラウンド（男子）

広島県竹原市／バンブージョイハイランドグラウンド（女子）

男子Ａゾーン 男子Ｂゾーン

岡 山 大 学 １ 広 島 工 業 大 学 27
１

広島国際学院大学 ４ 26環 鳥 取 大 学 ３
４ 太 広

環太平洋大学 17 平 広 島 大 学 16 島
洋 17 大

広 島 経 済 大 学 ７ 大 近畿大学工学部 ０ ８
１

広 島 修 道 大 学 13 岡 山 理 科 大 学 ３

全日本大学選手権大会第三代表決定戦 西日本大学選手権大会第５代表決定戦
（Ａ・Ｂゾーン決勝戦敗退チーム) （Ａ・Ｂゾーン準決勝戦敗退チーム)

広島修道大学 ５ 岡 山 大 学 24
広島工業大 25

広島工業大学 ６ 広 島 経 済 大 学 ０
岡山大

鳥 取 大 学 ９
３

岡 山 理 科 大 学 ６

全日本大学選手権大会出場権獲得大学：環太平洋大学(８年連続８回目)・広島大学(３年ぶり14回目)

・広島工業大学(４年ぶり７回目)

西日本大学選手権大会出場権獲得大学：環太平洋大学・広島大学・広島工業大学・広島修道大学・

岡山大学

女子

鳥 取 大 学 ３ 広 鳥 取 短 期 大 学 ０
島 ９環

安 田 女 子 大 学 ３ 大 IPU環太平洋大学 10 太
17 学 平

広 島 大 学 11 中 国 学 園 大 学 ３ 洋
３大

美 作 大 学 ４ 学
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全日本大学選手権大会第３代表決定戦 西日本大学選手権大会第４代表決定戦

鳥 取 大 学 ０ 鳥 取 短 期 大 学 ３
美作大学 ７

美 作 大 学 ７ 中 国 学 園 大 学 ２
鳥取短期大学

安 田 女 子 大 学 ０

全日本大学選手権大会出場権獲得大学：広島大学(初)・環太平洋大学(８年連続８回目)・

美作大学(初)

西日本大学選手権大会出場権獲得大学：広島大学・環太平洋大学・美作大学・鳥取短期大学

第14回 中国地区大学ソフトボール選手権大会

会期：平成26年11月８日・９日

会場：広島市／広島修道大学ソフトボール場ＡＢ・野球場

【男子】

環 太 平 洋 大 学 ８
６ 広 島 修 道 大 学

岡 山 理 科 大 学 ２
１ １ 近畿大学工学部

広島国際学院大学 ６
５ 鳥 取 大 学

岡 山 大 学 12 ５
２ ６ 広 島 経 済 大 学

岡 山 商 科 大 学 ２
４ 広 島 大 学

広 島 工 業 大 学 ３

【女子】

１ 鳥 取 大 学
広 島 大 学

８ 美 作 大 学
広 島 修 道 大 学 ３

０ 安 田 女 子 大 学
中 国 学 園 大 学 11

９ 環 太 平 洋 大 学

※２日目は雨天のためグラウンドコンディションが悪く中止
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【四国地区】

第49回全日本大学(男･女)ソフトボール選手権大会四国予選会

－兼、第45回西日本大学ソフトボール選手権大会四国予選会－

会期：平成26年５月24日(土)・25日(日)

会場：香川県坂出市／総社グラウンド

【男子】

徳 ５ 愛 媛 大 学
高知工科大学 １ 島 ０

８ ６ 15 高 知 大 学
四 国 大 学 ２

２ １ 松 山 大 学
徳 島 大 学 15 １

８ 香 川 大 学

３位決定戦：高知工科大学 12－３ 高知大学

全日本大学選手権出場権獲得校：徳島大学（16年ぶり７回目）・香川大学(３年連続13回目)
西日本大学選手権出場権獲得校：徳島大学・香川大学・高知工科大学

【女子】

チ ー ム 香 川 四 国 環太平短 勝 分 敗 得点 失点 差 順位

香 川 大 学 ●７－12 ●０－28 ０ ０ ２ ７ 40 －33 ３位

四 国 大 学 ○12－７ ●２－19 １ ０ １ 14 26 －12 ２位

環太平洋大学短大 ○28－０ ○19－２ ２ ０ ０ 47 ２ 45 優勝

全日本大学選手権出場権獲得校：環太平洋大学短期大学部(17年連続17回目)
西日本大学選手権出場権獲得校：環太平洋大学短期大学部

平成26年度四国地区大学（男子）ソフトボール春季・秋季大会

会期：４月19・20日、10月11日

会場：坂出市総社グラウンド・丸亀市土器川公園グランド

チーム 高知工科 香 川 愛 媛 徳 島 松 山 高 知 四 国 最終順位

高知工科 ○６－１ ○９－２ ○７－１ ●５－７ ○８－３ ○７－０ ２位

香 川 ●１－６ ○10－１ ○９－２ ●６－７ ○11－２ ○７－０ ３位

愛 媛 ●２－９ ●１－10 ●０－８ ●４－５ ●１－８ ○15－13 ６位

徳 島 ●１－７ ●２－９ ○８－０ ●４－６ ○７－０ ○７－０ ４位

松 山 ○７－５ ○７－６ ○５－４ ○６－４ ○６－５ △７－７ 優勝

高 知 ●３－８ ●２－11 ○８－１ ●０－７ ●５－６ ○14－８ ５位

四 国 ●０－７ ●０－７ ●13－15 ●０－７ △７－７ ●８－14 ７位

※今年度は春季（４月）秋季（10月）総当たりリーグ戦 ※春季の結果は明朝体、秋季の結果はゴシック体
※四国大学は秋季を棄権し、０－７の敗戦とした。
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平成26年度四国地区大学（女子）ソフトボール秋季大会

会期：10月11日

会場：丸亀市土器川公園グランド

決勝戦 環太平洋大学短期大学部 15－０ 香川大学

【九州地区】

第33回九州地区大学（男子・女子）ソフトボール春季大会

（兼、第49回全日本大学(男子・女子)ソフトボール選手権大会予選会）

会期：平成26年５月17日(土)～18日(日)

会場：鹿児島県南九州市知覧町／平和公園多目的球場 他

【男子】

１．福 岡 大 学 12
０

２．長 崎 県 立 大 学 ０
９

３．佐 賀 大 学 ０
８

４．九 州 産 業 大 学 12

５．九 州 共 立 大 学 18 ０

６．第 一 工 業 大 学 23 ０
２

７．大 分 大 学 医 学 部 ７ ６

８．久 留 米 工 業 大 学 ０
３

９．沖 縄 国 際 大 学 10
優勝熊本学園大学

10．熊 本 学 園 大 学 ９
10

11．日 本 経 済 大 学 ０

12．琉 球 大 学 ０ ３
５

13．九 州 大 学 ７ ０

14．崇 城 大 学 ９ ７

15．宮 崎 大 学 ２
10

16．福 岡 工 業 大 学 ０
１

17．長 崎 国 際 大 学 10
14

18．鹿 児 島 国 際 大 学 ７
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※第49回全日本大学(男子)選手権大会出場権獲得校：熊本学園大学・九州産業大学・長崎国際大学・沖縄国際大学

※第46回西日本大学(男子)選手権大会出場権獲得校：熊本学園大学・九州産業大学・長崎国際大学・沖縄国際大学・

崇城大学・福岡大学・九州共立大学・鹿児島国際大学

【女子】

チーム 九州共立 熊本学園 日本文理 福 岡 勝 分 敗 順 位

九州共立 ●０－１ ○８－１ ○８－４ ２ ０ １ ２位

熊本学園 ○１－０ ○４－３ ●０－２ ２ ０ １ 優勝

日本文理 ●１－８ ●３－４ ●３－８ ０ ０ ３ ４位

福 岡 ●４－８ ○２－０ ○８－３ ２ ０ １ ３位

※順位は失点数による。

※全日本大学選手権の出場権獲得校：熊本学園大学

※西日本大学選手権の出場権獲得校：熊本学園大学・九州共立大学

第14回九州地区大学男子ソフトボール秋季大会

会期：平成26年11月８日(土)～９日(日)

会場：沖縄県南読谷村／平和の森球場、嘉手納町／兼久海浜公園ソフトボール場 他

【男子】

１．九 州 共 立 大 学 ８
１

２．崇 城 大 学 ５
10

３．九 州 産 業 大 学 ５
10

４．琉 球 大 学 ３
１

５．鹿 児 島 国 際 大 学 22
１

６．宮 崎 大 学 ０
11

７．日 本 経 済 大 学 12
９

８．長 崎 国 際 大 学 13
優勝 福岡大学

９．沖 縄 国 際 大 学 11
０

10．九 州 大 学 ５
８

11．福 岡 大 学 ８
12

12．第 一 工 業 大 学 ５
10

13．佐 賀 大 学 ２
１

14．熊 本 学 園 大 学 ９ １

15．名 桜 大 学 ４
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【女子】

１．九 州 共 立 大 学 ４
４

２．崇 城 大 学 ３

３．九 州 産 業 大 学 ０ 優勝 九州共立大学
１

４．琉 球 大 学 13 ３

５．鹿 児 島 国 際 大 学 ３

【調査研究部会】

－平成26年度－

大学連盟加盟チームによるソフトボール普及活動の実績報告《新規のみ》

事務局長・森 田 啓 之

大学連盟の所属するチームは、全国で様々なソフトボール普及活動や地域貢献を行っています。以下

に掲載したものは、今年新規にスタートさせた事業で、地区または大学から大学連盟事務局に報告があ

ったものです。

その１

１）大学名：東京国際大学

２）事業名：地域交流

３）日 程：平成26年１月12日(日)

４）会 場：東京国際大学

５）対象者：小・中学生、大人

６）人 数：100名

７）内 容：2004年アテネオリンピック、2008年

北京オリンピックの講話を交え、オ

リンピック競技への復活を願い、ソ

フトボールの楽しさを伝えようとし

た。

その２

１）大学名：美作大学

２）事業名：ソフトボール教室inみまさか

３）日 程：平成26年11月23日(日)

４）会 場：美作大学

５）対象者：中学生・高校生

６）人 数：400人

７）内 容：講師にトップアスリートを招き、夢

に挑戦する地域を中心とした中学・

高校生の飛躍と健全なる心身の育成

をねらいとした。また、地域おこし

の一環でもある。講師から直接指導

を受けたり、対戦をしたりした。大

学ソフトボール部員は、準講師とし

て参加した。

その３－１

１）大学名：環太平洋大学

２）事業名：平成26年度加西市教育委員会主催ソ

フトボール教室

３）日 程：26年12月23日(火)13:00～17:00

４）会 場：兵庫県加西市アラジンスタジアム

（加西球場）
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５）対象者：小・中・高校生ソフトボール部員

６）人 数：男女100名

７）内 容：ソフトボールが上手くなるためのト

レーニングおよび技術指導（守備・

打撃）

その３－２

１）大学名：環太平洋大学

２）事業名：平成26年度倉敷市中学生ソフトボー

ル合同練習会

３）日 程：平成27年１月18日(日)９:00～16:00

平成27年１月25日(日)９:00～16:00

４）会 場：倉敷市立福田南中学校グラウンド

５）対象者：倉敷市内の女子中学生ソフトボール

部員

６）人 数：100名

７）内 容：ソフトボールが上手くなるためのト

レーニングおよび技術指導（守備・打撃）

その３－３

１）大学名：環太平洋大学

２）事業名：平成26年度岡山県中体連ソフトボー

ル部強化練習会

３）日 程：平成27年２月７日(土)10:00～16:30

４）会 場：玉野スポーツセンター

５）対象者：女子中学生

６）人 数：150名

７）内 容：ソフトボールが上手くなるためのト

レーニングおよび技術指導（守備・

打撃）

原稿並びに研究企画などの募集

来年度以降も、内容をいっそう充実・発展させていくために、どしどし原稿を

お願いします。論説、提言から研究報告、あるいは情報の提供に至るまで、多様

なものを期待しています。とともに、こんな研究内容や企画をしてほしい！とい

うようなものがあれば、併せて連絡をくださいますようお願いします。特に学生

の皆さんから。なお、毎年10月末日が原稿の〆切となりますが、随時受付ており

ますので、下記までお問い合わせください。

森 田 啓 之

〒673-1494 兵庫県加東郡社町下久米９４２－１ 兵庫教育大学

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：（０７９５)４４－２２２７

E-mail:hmorita@hyogo-u.ac.jp

投 稿 規 程

平成11年７月30日交付

１．投稿資格

原稿を投稿できる者は、全日本大学ソフトボー

ル連盟に登録された者（理事、監督、コーチ、選

手等）に限る。調査・研究委員会が特に必要と認

めた者については、この限りではない。

２．投稿内容

内容はソフトボールに関したものとし、巻頭

言、提言、総説、論文（含．抄録）、実践研究、

事例報告、卒・修論、その他などとする。原稿

は、原則として一編につき本誌４ページ以内（巻



124

平成 26年度全日本大学ソフトボール連盟機関誌

頭言、提言の場合は１ページ以内）とするが、調

査・研究委員会が必要と認めた場合はこの限りで

はない。なお、未刊行のものが望ましいが、既刊

のものであってもよい。

３．投稿原稿の審査

原則として投稿されたものはすべて受理・採択

する。

なお、書式等に問題がある場合は、調査・研究

委員会名で修正を求める場合がある。

４．原稿の提出

原稿は所定の執筆要項に準拠して作成し、総

説、論文などの別を指定して、調査・研究委員会

へ書留郵便で送付する。投稿の締め切りは特に設

けないが、毎年11月30日で区切るものとする。

執 筆 要 項

原稿の執筆にあたっては、以下の事項を厳守さ

れたい。

投稿原稿をそのままオフセット印刷するので、

原稿を作成する場合は、Ａ４版縦置き横書き、本

文は全角22字×40行の２段組（上下余白20mm・左

右余白20mm・段間10mm）、文字サイズは10ポイン

ト・和文フォントは明朝体を基本とする。ワープ

ロソフトは、「Word」もしくは「一太郎」とし

（「Excel」は認められない。)、C D - Rなどのメ

ディアとともに提出すること。

【広報記録部会】

全日本大学ソフトボール連盟表彰

全日本大学ソフトボール連盟は、大和田寛元常任理事（仙台大学）と太田貴久男前評議員（佛教大

学）に対し、永年にわたり連盟の役員として運営にご尽力を賜りましたので、「功労表彰」を平成26年

３月９日の総合役員会において贈呈しました。ここの記してお知らせいたします。

齋藤元副会長の叙勲について

本連盟元副会長の齋藤滋雄先生が、学習院大学での研究や教育、さらにはソフトボール界への貢献な

どにより、この昨秋の叙勲で「瑞宝章中綬章」を受けられました。記してお慶び申し上げます。

第12回全国国公立大学〈男・女〉ソフトボールオープン大会出場チーム募集!!

第14回 大学ソフトボール東海オープン出場チーム募集

上記２大会の出場申込は、学連ＨＰ http://www9.ocn.ne.jp/~softball/index.html 上からのE-ma

ilのみで受け付けています。「大会要項」を熟読してからお願いいたします。申込mailに対して数日以

内にその受信連絡がない場合は、別のPCから再度送信してください。

全日本大学ソフトボール連盟公式ＨＰのＵＲＬは2015年３月１日から次のように変更になります。

http://www001.upp.so-net.ne.jp/ajc-softball/



平成26・27年度

全日本大学ソフトボール連盟役員

職 名 氏 名 所 属 氏 名 所 属

会 長 一 谷 宣 宏 園田学園女子大学 －

中 野 元 熊本学園大学 丸 山 悟 日本福祉大学

副 会 長

小 嶋 高 良 八戸工業大学 －

坂 井 正 郎 国士舘大学名誉教授 角 田 真一郎 早稲田大学名誉教授

水 野 信 義 ＷＳＭ教育研究所 斎 藤 滋 雄 学習院大学名誉教授

顧 問 大 内 敬 哉 中京大学名誉教授 中 野 紀 明 国士舘大学名誉教授

末 井 健 作 兵庫県立大学名誉教授 武 藤 政 幸 城西大学名誉教授

吉 野 みねこ 東京女子体育大学名誉教授 －

理 事 長 高 橋 伸 次 高崎経済大学 －

副理事長 岩 間 英 明 松本大学 久保田 豊 司 大阪国際大学

森 田 啓 之 兵庫教育大学（事務局長）hmorita@hyogo-u.ac.jp

大 塚 健 樹 盛岡大学 清 水 正 山梨学院大学

常任理事 筒 井 崇 護 日本体育大学 二 瓶 雄 樹 中京大学

逢 坂 秀 樹 鳥取短期大学 宮 尾 直 海 愛媛女子短期大学

濱 貴 一 熊本学園大学 －

舟 山 健 一 東北福祉大学 高 橋 和 美 富士大学

大 塚 隆 東海大学 長 澤 俊 恵 城西大学

三 科 真 澄 東京国際大学 高 橋 光 平 城西国際大学

理 事

森 田 一 雄 金沢学院大学 藤 原 徹 東京富士大学

高 橋 流 星 日本体育大学 川 﨑 千 明 岐阜経済大学

大 矢 隆 二 常葉大学 水 谷 博 至学館大学名誉教授
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石 井 賀一郎 日本福祉大学 板 谷 昭 彦 園田学園女子大学

平 野 義 明 関西大学 鈴 木 正 明 四天王寺大学

理 事

吉 末 和 也 関西大学 山 本 孔 一 環太平洋大学

富 田 国 興 （広島修道大学） 新 垣 實 沖縄国際大学

飯 島 隆 盛岡大学 天 野 勝 弘 関東学園大学

柳 田 信 也 東京理科大学 會 澤 宣 一 富山大学

佐 藤 理 恵 東京女子体育大学 谷 口 佳津宏 南山大学

菅 野 貴 広 静岡大学 東 美 幸 東海学園大学

評 議 員 和 田 正 志 中京学院大学 大 島 新 司 大阪工業大学

但 尾 哲 哉 神戸親和女子大学 児 玉 公 正 大阪大谷大学

河 内 満 広島修道大学 伊 勢 幸 広 高知工科大学

山 中 卓 鹿児島国際大学 嶋 田 奈々恵 日本文理大学

井 上 博 司 熊本学園大学 －

監 事 細 田 きみ子 東京女子体育大学 秋 澤 俊 史 摂南大学

〒370-0801 高崎市上並榎町1300 高崎経済大学 高橋伸次

事 務 局

ＦＡＸ：(０２７)３４３-４８４０ E-mail：takahas@tcue.ac.jp

学 生 委 員 長 内 藤 一 貴 東京学芸大学 ※学生委員は26年度のみ

学生副委員長 深 井 彩 代 日本大学 石 神 達 也 関西大学

小 島 正 旭 東京理科大学 柏 原 みなみ 山梨学院大学

伊 藤 亜里佳 松本大学 森 口 隆 弘 東京大学

学 生 委 員 小 林 雄 一 慶應義塾大学 山 内 亜 美 日本体育大学

吉 川 大 智 名古屋商科大学 石 澤 翔 関西大学

野 上 綾 香 園田学園女子大学 直 野 奈 々 園田学園女子大学
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平成26年度 男子加盟大学一覧

全日本大学ソフトボ－ル連盟

地 区 数 加 盟 大 学 名

北海道・東北 ９ 仙台大学 東北大学 日本大学工学部 八戸工業大学 弘前大学

福島大学 北海道大学 宮城教育大学 盛岡大学

関 東 19 茨城大学 関東学園大学 国際武道大学 埼玉大学 芝浦工業大学 城西大学

高崎経済大学 千葉大学 筑波大学 中央学院大学 都留文科大学

東海大学 東京国際大学 東京理科大学 獨協大学 日本大学生物資源科学部

日本大学生産工学部 文教大学 山梨学院大学

北 信 越 ５ 金沢大学 信州大学 富山大学 福井大学 福井県立大学

東 京 21 桜美林大学 学習院大学 慶應義塾大学 国際基督教大学 国士舘大学

専修大学 成蹊大学 中央大学 帝京大学 東京大学 東京学芸大学

東京農業大学 東洋大学 日本大学 日本体育大学 文教大学湘南

東京都市大学 明治大学 明星大学 立教大学 早稲田大学

東 海 15 愛知大学 愛知学院大学 愛知教育大学 岐阜聖徳学園大学 静岡大学

中京大学 中京学院大学 中部大学 東海学園大学 常葉大学 名古屋大学

名古屋商科大学 南山大学 日本福祉大学 名城大学

近 畿 29 大阪大学 大阪経済大学 大阪経済法科大学 大阪工業大学 大阪産業大学

大阪市立大学 大阪教育大学 大阪体育大学 大阪府立大学 関西大学

関西学院大学 京都大学 京都学園大学 京都産業大学 近畿大学 神戸大学

神戸学院大学甲南大学 四天王寺大学 摂南大学 同志社大学 奈良教育大学

兵庫教育大学 兵庫県立大学 佛教大学 立命館大学 龍谷大学

流通科学大学 和歌山大学

中 国 11 岡山大学 岡山理科大学 川崎医科大学 環太平洋大学 近畿大学工学部

鳥取大学 広島大学 広島経済大学 広島工業大学 広島修道大学

広島国際学院大学

四 国 ７ 愛媛大学 香川大学 高知大学 高知工科大学 四国大学 徳島大学

松山大学

九 州 18 大分大学医学部 沖縄国際大学 鹿児島国際大学 九州大学 九州共立大学

九州産業大学 熊本学園大学 久留米工業大学 佐賀大学 崇城大学

第一工業大学 長崎県立大学 長崎国際大学 日本経済大学 福岡大学

福岡工業大学 宮崎大学 琉球大学
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平成26年度 女子加盟大学一覧

全日本大学ソフトボ－ル連盟

地 区 数 加 盟 大 学 名

北海道・東北 ８ 仙台大学 東北福祉大学 弘前大学 富士大学 北翔大学 宮城教育大学

宮城学院女子大学 盛岡大学

関 東 18 茨城大学 関東学園大学 国際武道大学 埼玉大学 相模女子大学 淑徳大学

順天堂大学 城西大学 城西国際大学 清和大学 千葉大学 筑波大学

東海大学 東京国際大学 日本大学生物資源科学部 新島学園短期大学

文教大学 山梨学院大学

北 信 越 ５ 金沢大学 金沢学院大学 信州大学 富山大学 松本大学

東 京 18 桜美林大学 学習院大学 慶應義塾大学 国士舘大学 実践女子大学

専修大学 成蹊大学 中央大学 東京学芸大学 東京女子体育大学

東京富士大学 東洋大学 日本大学 日本女子体育大学 日本体育大学

文教大学湘南 明治大学 早稲田大学

東 海 13 愛知教育大学 至学館大学 岐阜経済大学 岐阜聖徳学園大学 静岡大学

鈴鹿国際大学 中京大学 中京学院大学 東海学院大学 東海学園大学

常葉大学 名古屋大学 日本福祉大学

近 畿 22 大阪青山大学 大阪大谷大学 大阪国際大学 大阪産業大学 大阪体育大学

大阪府立大学 関西大学 京都女子大学 神戸親和女子大学 四天王寺大学

摂南大学 園田学園女子大学 太成学院大学 天理大学 同志社大学

奈良文化女子短期大学 兵庫教育大学 びわこ成蹊スポーツ大学 佛教大学

武庫川女子大学 立命館大学 龍谷大学

中 国 10 岡山大学 川崎医療福祉大学 環太平洋大学 中国学園大学 鳥取大学

鳥取短期大学 広島大学 広島修道大学 美作大学 安田女子大学

四 国 ３ 環太平洋大学短期大学 香川大学 四国大学

九 州 ４ 九州共立大学 熊本学園大学 日本文理大学 福岡大学

男 子 134大学

女 子 101大学

合 計 235大学 平成26年12月１日現在
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編 集 後 記

この１年間のソフトボール界を振り返って最も大きな出来事は、ソフトボー

ルのオリンピック種目への復帰の可能性が出てきたということではないでしょ

うか。正式には、本年７月にクアラルンプールで開催される国際オリンピック

委員会総会で決定されます。しかし、2020年は東京開催だからと大丈夫と安心

はできません。現に、国際的な通信社の調査では、追加すべき種目のトップは

調査対象者の半数以上の支持を得てスカッシュになっています。野球・ソフト

ボールは２位に甘んじているのです。そして、もっと重要なことは、仮に東京

で復活してもその次のオリンピックでの実施は保証されていないということで

す。一度きりの復活では意味がありません。その後も継続的に実施されてこそ

グローバルスポーツとしての評価が得られたことになります。そのためには当

面、７月に向けての活動に全力を注ぐべきですが、その後も見据えて地道な活

動を強力に推進していく必要があります。ソフトボールをする楽しさ・ソフト

ボールを観るおもしろさ・ソフトボールを支えるやりがいを伝え発信して世界

中で共有してもらわなければなりません。本誌がその一助にでもなればこんな

慶ばしいことはありません。読者の皆様におかれましてもプライドと自信を持

ってできる範囲でのそのようなご尽力をお願い申し上げます。

最後になりましたが、本誌に原稿や情報をお寄せいただいた方々に御礼と感

謝を申し上げるとともに、本年から以下のように全日本学連の広報記録担当者

が交代したことをお伝えし、編集後記といたします。

広報記録部会：水谷 博（部長）・大塚健樹（盛岡大学）・柳田信也（東京理科大学）

表紙デザイン：川北卓史（画家、長野県安曇野市）
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